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  プロローグ

  

  　胴のうえに馬乗りになり、動かなくなるまで兵士の頭を石で殴なぐりつけてから、少年はその真っ白な兵装を奪った。

  　自分が着ていた焦げ茶色のセーターとジーンズ、靴くつ底ぞこのすりへったスニーカーを脱ぎ捨て、代わりに純白の上衣とズボン、真っ黒な半はん長ちよう靴かを身につけて、腰に黒革のベルトを締める。兵士の頭ず蓋がいから飛び散ったものが白地のうえに真っ赤な染みを広げているが、これは神かみ追おい軍ぐんに所属する兵士の勲くん章しようのようなものなので気にする必要はない。鼻からうえが無くなった遺い骸がいから、緋ひ色いろの外がい套とうもむしりとる。

  　奪ったそれを首に巻き付け、神追軍の主戦武器である十字形をした鉄てつ鉾ほこを右手に握りしめると、兵士に変装した少年は用心深そうに路地裏から首を突き出して大通りの様子を眺めた。

  　熱ねつ波ぱが少年の顔の表面をちりちりと灼やく。大通りの両側で、炎上するコンクリート建築物群が一一月の空を溶よう岩がん色に煮立てている。

  　道の先では燻いぶした色をした丸太の障壁がへし折られた梁はりと枠わくをやるせなさげに空へむかって突き出している。神追軍を押しとどめるためにこの付近の住民達が設置したものだが、突っ込んできた数十の鎌かま鳥どりに悠ゆう々ゆうと蹂じゆう躙りんされてしまっていた。

  　バリケードの周辺には炭化した死体が幾十も燻くすぶっていて、腹ふつ腔こうからこぼれおちた臓ぞう器き、頭ず蓋がいから飛び出た脳のう漿しよう、ちぎれた手足、どこの部位なのかよくわからない肉にく片へんなどがアスファルトを血の色で彩いろどっている。肺を腐くさらせるような重く淀よどんだ匂においが熱風にのって鼻び孔こうに届き、思わず顔をしかめてしまう。

  　それはほんの数時間前まで、少年の目の前で気勢をあげていた大人達のなれの果てだった。彼らは皆、神追軍に略りやく奪だつされることを潔いさぎよしとしなかった。町と女子供を守るための戦いだと息巻き、不慣れな武器を手に取ってバリケードの内側で敵を待ちかまえていた。雑ざつ居きよビルの屋上には弓兵まで配置して、本気で神追軍に勝つ気でいた。

  　――馬鹿だ。

  　少年はそんな大人達を眺めながら胸のうちでそう呟つぶやき、早々にかつて広告会社が入っていたオフィスビルの三階に隠れると、割れたガラス窓を通して眼下の戦いを見守っていた。少年の予想通り、大人達は神追軍の先せん鋒ぽうによって全員が殺された。勝った兵士達はおそらく今頃、大通りを下っていった居住区で女子供を相手に略奪の限りを尽くしているだろう。

  　少年もその居住区で生まれ育ったのだが、町になんの未練も持ち合わせていなかった。むしろずっと故郷から出ていくことばかりを考えていた。大人達は少年の特とく進しん種しゆとしての能力を利用することに夢中で、あれこれと少年の行動を拘こう束そくしたり従属を押しつけたりした。その大人達のなかには少年の両親も含まれていた。両親は少年の力を足がかりにして自分たちの町内での地位を押し上げることにずっとご執しゆう心しんだった。辛つらく厳しい修練を毎日のように押しつけられ、期待した成果が得られないと樫かしの棒で打たれたり酷ひどい言葉でなじられたりした。

  　父親が神かみ追おい軍ぐんの兵士に頭を割られる光景を見たとき、少年はお腹の底にいつも溜たまっていた重い苦しいものが溶け出していくのを感じた。悪くない気分だった。母親はどうなったのかわからないが、生まれてこのかた愛された記憶はないからどうなっていようが興味はなかった。

  　大通りには神追軍の兵士は誰もいなくなっていた。全員が町での蛮ばん行こうにいそしんでいるのだろう。少年は路地裏のコンクリート壁に背を押し当てたまま、じっとお目当てが来るのを待った。

  　一〇分ほども死し臭しゆうと熱ねつ波ぱに耐えていると、火か焔えんと黒煙が埋め尽くす道のむこうにそれが現れた。

  　少年は煤すすけた顔を壁から半分だけ出して、直進してくる神追軍の本隊を観察した。

  　全員が山や羊ぎ色いろの軍服と緋ひ色いろの外がい套とうを翻ひるがえし、隊たい伍ごを乱すことなく整然とこちらへむかってくる。焼けこげたアスファルトからあがる濛もう気きのむこう側で、彼らのすがたは彼ひ岸がんから来たもののようにおぼろに揺らめき現実感が乏とぼしい。

  　隊列の先頭には聖せい獣じゅうレヴィアタンをあしらった軍ぐん旗きが翻っていた。眼をこらすと、金の縁飾りのある黒地の真ん中に、金きん糸しと銀ぎん糸しで刺し繍しゆうされた七つの頭を持つ海うみ蛇へびが見て取れた。

  　その意い匠しようが少年の背筋を総毛立たせる。それは少年にとって、この澱よどんだ世界に浄じよう化かの炎を焚たきつける聖なる獣の旗だった。

  　隊列は近づいてくる。少年は興奮しながらも冷静に、大通りから見えないようダストボックスの陰に屈かがむ。

  　純白の兵装に血の染みた跡を生々しく刻み込み、神追軍の本隊が少年の目の前を通過してゆく。息を呑のみ、眼をこらして、少年は隊列のなかに王のすがたを探し求める。

  　歩兵の列の次に鎌かま鳥どりに騎き乗じようした騎き兵へいの隊列が続き、それが行き過ぎると今度は馬車の荷台に乗った女たちが現れた。

  　少年がこれまで見たこともないほど美しく着飾った女性達だった。全員が世界汚染前に流行していたきらびやかで肌にぴったりした衣服を身につけ、嬌きよう笑しようをあげながら無む惨ざんな虐ぎやく殺さつ跡を観光している。

  　馬車のあとには毛並みのいい馬に乗った高級将校らしい人間たちが四名つづいた。いずれの軍服も汚れひとつなく、戦闘を経験していないかのように真新しい。

  　神追軍ではとりわけ優れた四人の特とく進しん種しゆが王を補佐していると聞く。おそらく目の前の将校たちがそれなのだろう。

  　ひとりひとりがそれぞれに異様な雰ふん囲い気きをまとい、ある者は楽しげに、ある者は無表情に、またある者は穏やかそうな顔つきで、部下達がしでかした破壊の跡を睥へい睨げいしつつ、悠ゆう然ぜんと鞍くらに揺られている。

  　四人のなかでも特に眼を引くのが、葦あし毛げの馬にまたがり、男達と同じ純白の兵装に身を固めた一〇代くらいの少女騎兵だ。背筋をぴんと伸ばし、毅き然ぜんと凛り々りしい紫紺色の瞳ひとみを気丈そうに道の先へと送っている。

  　恐らくあれが澁しぶ澤さわ美み歌か子こだろう。清せい冽れつな燐りん光こうじみたものを伸びやかな四し肢しの先までまとい、一面が煤すすけた街中にあってただひとりきららかな色を帯びている。

  　そして――簒さん奪だつ王おうは、四将校にやや遅れて現れた。

  　騎乗しているのは騎き狼ろうと呼ばれる、馬と狼を掛け合わせた生物変態グリルだ。白銀色の眼と暗い藍あい色いろの毛並み、前足には獰どう猛もうそうな爪つめがある。筋肉の盛り上がった肩口と野太い前足に絡ませた革製の紐ちゆう帯たいから伸びる手た綱づなを、王は泰たい然ぜんと鞍あん上じようから繰っている。

  　少年の眼が憧しよう憬けいの色を籠こめて大きく見ひらかれた。

  　長い髪に隠れて王の表情は見えないが、裾すその長い外がい套とうが熱風を受けて悠ゆう々ゆうとうしろへ流れ、うちに秘められた異形の力が蒼あおい炎となって王の輪りん郭かくからゆらゆら立ちのぼっていた。そして腰に差した、踵かかとに届くほど長い王剣――少年があこがれつづけた存在が、いま目の前を通りすぎてゆく。

  「霧きり崎さきキリヒト」

  　少年の口元から王の名前が小さくこぼれ出た。息の詰まるような生活を強しいられながら、脳のう裡りの端にはいつもその名があった。「簒奪王」霧崎キリヒトは、日常的に抑よく圧あつされた少年の内側でいつのまにか自由の象徴と化していた。

  　神かみ追おい軍ぐんには兵へい站たんが存在しない。糧りよう秣まつは全て現地調達でまかなう。霧崎キリヒトはその刹せつ那な的な軍団を率ひきいて、強い者も弱い者も薄うすら笑いながらまとめて踏みにじる。レヴィアタンの旗が翻ひるがえった跡には、潰かい滅めつした町と糜び爛らんした死し臭しゆうが残るのみ――

  　少年はその旗の下もとで王とともに戦うことをずっと夢見てきた。

  　小さな町で権力者に組み敷かれて汲きゆう々きゆうと一生を送るよりも、簒奪王に付き従って命尽きるまで、地の果てまで旅したかった。そして自分にはその力が備わっていることも知っている。

  　だから――行こう！

  　五〇〇人ほどからなる本隊が通り過ぎてから、少年は大通りに飛び出し、そのあとをつけていった。兵士のふりをしてうまく紛れ込み、戦いのなかで自分の力を証明出来れば神追軍に入れてもらえると思った。

  　少年の脳裡に、霧崎キリヒトの傍かたわらで鉄てつ鉾ほこを振るう自分のすがたが描き出された。自然に顔がほころんでくる。握りしめた鉄鉾の柄に力を込めて、少年は地獄の竈かまのように燃えたぎる町のなかを駆けていった。

  　曇り空に映写された炎の色は明めい滅めつし、建築物群の倒壊音が誰もいなくなった大通りにいつまでもおんおんと残ざん響きようした。

  　炎はやがてつむじ風を呼んだ。火か焔えんを身のうちに孕はらんだ風は逆巻きながら通りに横たわる一切を呑のみ込み、それらを塵じん芥かいに変えて空へと巻き上げた。人々の遺い骸がいも肉にく片へんも、風が行き過ぎたあとには残されていなかった。



  


  　　　一．

  

  　腹の虫を盛大に鳴らしつつ、蜘く蛛もの巣を払い、分厚く堆たい積せきした埃ほこりを蹴け散ちらし、階段を上りきって、少年はかつての有名百貨店の七階、屋上庭園へ出た。

  　そこから二ふた子こ玉たま川がわの街を一望できる。

  　いまは桜の季節だ。街の南側はすぐに多た摩ま川がわで、堤防沿いの桜並木から花弁が泳ぐように街の方へ流れてきている。

  　真っ青な四月の空の下、透んだ陽光にさらされ、街は淡い緑に覆おおわれていた。とりたてて特徴のない、どこにでもある普通の廃はい墟きよだ。

  　通りをへだてたビル群は元のすがたをとどめていない。斜めに傾かしいだものや半壊したもの、戦闘の名な残ごりで真っ黒に焼けこげたままのものなど様々だが、みな壁一面をもっさりと蔦つたで覆われているのは等しく同じだ。植物は壁だけでなく屋内にも蔓つるを伸ばしており、割れたガラス窓のむこうにいびつな花など咲かせている。

  　壁面の蔦を透かしてよく見ると、その奥の方に看板の文字がかろうじて読みとれた。いずれのネオンも歳月のうちに黒く煤すすけてパネルがひび割れ、かつての華やかさの名残もなく、もう二度とそこに灯がともることもない。

  　路上のアスファルトには幾重にも鉤かぎ裂ざきのようなものが走っていて、その裂け目から成長した植物が野太い根を張り巡らせ、路脇に放置されたままの車両や自転車は植物の苗なえ床どこと化していた。根や茎くきをかきわけていけば人骨が見つかることも珍しくない。

  　通行人など誰もいない。ただ蒼あおずんだ空の下、廃はい墟きよが音もなく横たわっている。桜の花弁が　ひとひら、死に絶えた街を流れてゆく。

  　少年はそんなものには一切構わず、再び盛大に腹音を響かせ、血走った眼を地上へむけて獲物を探した。

  　救い主は少年の直下に現れた。

  「――ん？」

  　百貨店前の路上を荷馬車が進んでいた。

  　御ぎよ者しや台だいに座った男が手た綱づなを握り、つやのいい馬を繰っていた。その脇を二人の兵士が毅き然ぜんとした足取りで随ずい行こうする。

  　護衛は二人とも子こ鹿じか色いろの制服を身につけ、腰には光るものを差していた。肩に刺し繍しゆうされている二本の金色ラインに見覚えがあった。ここから一〇キロほど上流にある調ちよう布ふ新しん町まちの兵士たちの制服だ。

  　荷馬車は二子橋に背をむけて、少年の目線に気づくことなく百貨店前を通り過ぎ、玉たま川がわ通りの坂を上っていく。その荷台では山積みのトマト、ニンジン、キャベツが彩いろどり豊かに揺れていた。

  　おあつらえむきの状況に、少年の唇の端が吊つり上がった。

  　よれたＴシャツにすりきれたジーンズ、履いているスニーカーも傷いたみが目立ち、腰に巻かれた革製のホルスターには大振りな短剣が二本、その柄を武ぶ骨こつに留めている。

  　少年は用心深げに身をかがめ、炯けい々けいとした眼光で注意深く獲物を観察した。左目はぼさぼさの髪に隠れ、髪の隙すき間まから覗のぞく右眼は凶暴な色を帯びていて、その挙動は熟練した強盗そのものだ。

  　鋭く尖とがった禽きん獣じゆうの眼まな差ざしが、先頭をいく兵士の背中へ投げ落とされた。

  　一行を先せん導どうしているのはまだ若い女性だった。

  　長い黒髪を春風になびかせ、ぴんと伸びた背筋から緩ゆるやかなラインが腰へとつづき、すらりとした足がしなやかに前へ送られている。腰から下げているものは、その形状からサーベルであることが見て取れた。

  　彼女の右脇には折れそうなほど細い背をした優やさ男おとこが一人。その左手には銀の弓ゆみ弦づるが握られている。

  　少年は彼らの挙動へ眼をこらした。その一挙一動から腕のほどを推し量る。

  　弓使いの方はそれほどとは思えない。だがあのサーベルを持った女は――

  　手すりから身を乗り出し、さらによく観察しようとしたところで、女性の方がなんの前触れもなくこちらを振り返った。

  「あ」

  　眼が合った。次の瞬間に護衛二名が別々の方向へ散った。錆さびついたタンクローリーのかげに隠れた弓使いが、少年の方を指さしながら女性に何事か伝えていた。

  　悔やんでも遅かった。御ぎよ者しやがあわてた様子で荷馬車を路地へと隠し、優やさ男おとこがこちらへむけて弓ゆみ弦づるをしぼり、次の瞬間、右耳の辺りがヒョウと鳴った。

  　すさまじい勢いで放たれた矢は、七階にいる少年の傍かたわらを飛びすぎ、さらにその上方、屋上看板の店名ロゴに突き立って尾羽を震わせた。

  　異常な矢勢だった。少年は射しや手しゆへ眼をこらした。さきほどまで華きや奢しやな優男だったはずだが、いまは遠目からでも全身に盛り上がった筋肉が判別出来る。

  　やはり特とく進しん種しゆだった。面倒なことになりそうだ。

  　気がつけば右耳の一部から出血していた。射手は二の矢を構えている。ここは腹を据えるしかない。

  　決意して、少年は七階屋上から飛び降りた。

  　目の前を流れゆく風景の端に、抜ばつ刀とうした女性兵士が着地予想点へ駆け込んでくるのが見えた。その女性がまだ少女といってもいい年齢であることにも気づいた。

  　落下しながらホルスターに収めていた二本の短剣を引き抜く。刃渡り四〇センチ、重さ一〇キログラム、牛の頭ず蓋がい骨こつであろうが楽に切り刻む少年の愛あい刀とうだ。

  　少年は空中で両膝ひざを胸のところに引き寄せ、弓なりに身を反そらし、逆手に持った二振りの剣を振り上げて、駆け込んでくる少女と自由落下する自分の接触点を見極めた。

  　だが次の瞬間――少女は跳躍し、またたくまに少年の目の前まで文字通り飛んできていた。

  「!?」

  　まだ地上まで一〇メートルほどある。人間に出来る跳躍ではない。少年はこの少女もまた特進種であることを知った。気づいたと同時にサーベルが突き出される。首の皮一枚で刺し突とつをかわしたが、次の瞬間にはもう少女の膝が少年の顔面にめりこんでいた。

  　盛大に血ち潮しおを噴き上げながら、少年の身体が中空に放物線を描く。その線の終点はかつてのドーナツ屋のガラス窓だった。盛大な破砕音と共に、古びれたガラス窓をぶち破って真っ暗な店内へと少年は飛び込んでいった。

  「ユーキ！」

  　タンクローリーの陰に潜ひそんでいた弓使いが、少女にむかい叫んだ。

  「仕留めます」

  　短く言い切り、ユーキと呼ばれた少女は着地すると間かん髪はつ入れず少年のあとを追った。

  　路上の瓦が礫れきや苗なえ床どこを一足飛びに跳躍でかわし、躊ちゆう躇ちよなく少年が割ったガラス窓から店内へ飛び込む。

  　目にとまらないほどユーキは敏びん捷しようだった。その挙動は豹ひようそのものだ。埃ほこりっぽいフロアに降り立ち、サーベルの剣けん尖せんを右斜め下へむけ、翡ひ翠すい色いろの瞳を薄暗い空間へ這はわす。

  　日差しは店の奥まで入りきらない。外壁を覆おおった蔦つたは店内にもその触手を伸ばしている。

  　カウンターのむこうに人影があった。

  　ユーキからは逆光気味に、さっきの少年が顔面を血に染めて突っ立っていた。

  　彼は笑んでいた。折れた鼻び梁りようが、陥かん没ぼつした眼がん窩かが、その場でもとのかたちへ復元していく。

  　再生機構が異常進化した特とく進しん種しゆだ、とユーキは推察した。非常に稀き少しようであり、敵にするとかなり厄やつ介かいな相手となる。

  　ユーキはサーベルを構えたまま、じり、とにじりよった。

  「なにものだ。名乗れ」

  　凛りんとした声が闇を切り裂さく。

  「お前が名乗れ」

  　落ち着き払った少年の声が返った。

  「久く坂さかユーキ」

  　名乗った。やや間があってから、鼻にかかった声が投げ返された。

  「へぇ、お前か。聞いたことあるぞ。あの、調ちよう布ふにいる奴らのアタマだ」

  「わたしはアタマなんかじゃない。お前も名乗れ」

  「悪いけどおれ、名前が無いんだ。好きなように呼べよ」

  　少年はＴシャツの袖そでで顔をぬぐい、血に染まったその袖口を見てから、邪気を盛大に含んだ笑みをユーキにむけた。

  　額の裂れつ傷しようから流れていた血が止まり、裂け目そのものがみるみるうちに閉じていく。

  　少年の意志に細胞が呼こ応おうし、再生修復作業を倍加させている。治ち癒ゆ能力に関して、ユーキはこれほど進んだ種を見たことがない。彼の唇がひらく。

  「殺すつもりはなかったけど、頭きた。悪いのはお前だからな」

  「最近、このあたりに出没する盗とう賊ぞくというのはお前だろう？　荷を奪われた人から依頼があって、罠わなを仕掛けさせてもらった。もとはといえばお前が播まいた種だ」

  「けっ、そういうことかよ。けど相手が悪かったな。あの世で自分の馬鹿さ加減を恨め」

  　言葉が切れると同時に、薄闇のなか、少年の二本の短剣がきらめいた。

  　きらめきは残光となり、跳躍した少年は天井を両足で蹴けりとばし斜め上方からユーキへ襲いかかった。が、ユーキは足さばきで身体を旋転させる。勢いあまった少年の身体がそのまま床に激突し、二度三度ほど水面を跳ねる石のように弾みながら再び玉たま川がわ通りへと飛び出していく。

  　間かん髪はつ入れず、ユーキは路上に足を踏み入れる。

  　けれど今度は下方から少年の短剣が一いつ閃せん、かろうじてサーベルで防いだものの、もう片方の短剣がユーキの肩口を抉えぐった。

  「くっ」

  　血に塗まみれた笑みを浮かべ、少年は右足を大きく踏み込みユーキの懐ふところに入ると、右肘ひじを腹部へ叩たたき込む。重い衝撃がユーキの丹たん田でんへ届き、小しよう腸ちようと脾ひ臓ぞうがたわみ、脊せき髄ずいが根本から末端まで震えた。

  　今度はユーキの身体が空へ放物線を描く番だった。線の頂点で血ち反へ吐どを吐いた。呼吸を止めてはならない、と自分に言った。

  　少年は跳躍し、信号機のシグナルを踏み台にもう一度飛び上がり、さらに歩道橋の手すりを右足で蹴け飛とばして中空高く舞い上がると、放物運動をしているユーキの上方へ出た。

  　少年は飛びながら、ユーキを見下ろした。あの一撃を受けてもまだ死んでいない。通常であれば特とく進しん種しゆといえども内ない臓ぞう破は裂れつするほどの打撃だったが、ユーキが負ったダメージが少なすぎる。

  　――呼吸器系か。

  　汚染の結果、特に肺を中心とした呼吸器官の組成が異常進化し、常識破りの運動を可能にしてしまった種が存在する。彼等はどれほど過か酷こくな運動を行っても嫌けん気き性せい代たい謝しやが起こらず、筋肉に乳にゆう酸さんが蓄ちく積せきされない。発達した心肺機構に適応するため、心血管系も強いものを持っている。

  　だが呼吸器変異体の恐ろしさはそこではない。本当に恐ろしいのは――

  　確認のため、短剣を二本とも鞘さやへしまい、少年は両手でユーキの髪の毛を鷲わしづかみにして、彼女の下あごへ自分の左膝を当て、落下の角度を若じやつ干かん修正し、二人分の体重を乗せて、限りなく垂直に近いかたちで、ユーキの頭頂部を路面のアスファルトへ叩きつけた。

  　ユーキの頭ず蓋がいが無む惨ざんに砕くだけ――ない。粉々の頭蓋骨の代わりに、彼女のまとった「練れん氣き」の鎧よろいが光の粒子として周囲へ散った。

  　通常であれば地面と膝に挟まれて圧あつ壊かいするはずの頭部が氣きによって守られていた。少年の打撃は全てクッション越しに本体へ届いている。

  　ならば剣で氣を切り裂けばいい。ユーキに馬乗りになったまま、鞘から引き抜いた短剣を振り上げようとしたが、まさにその一瞬間、少年は膝を通して彼女の氣が下腹へ集まりゆくのを感じた。

  　本能が警けい鐘しようを打った。それに従い中空へ飛び退く。

  　ユーキが跳ね起きる。サーベルの剣けん尖せんが腰のうしろへ回っている。その呼気がか細く鋭い。次第に、光粒子状の氣が彼女の中心へ溜め込まれていく。その瞳が寂しんと光る。

  　少年は歯がみして再び信号機を蹴ると斜めに傾かしいだ四階建て銀行ビルの屋上へ降り立つ。

  　と同時にユーキが斜め下方からなにもない空間を斬きりあげた。

  　刹せつ那な、大気が裂けた。

  　その狭はざ間まから、黄金色の光が鉤かぎ裂ざき状に屈くつ折せつしながら少年めがけて襲い来る。これはまるきり稲いな妻ずまだ。

  　少年は短くうめいて一段低い隣のコーヒーショップ屋上へ飛び移る。

  　特とく進しん種しゆの呼吸器を使い練ねり上げられた氣きは物質化し、可視のエネルギー塊かいとなって銀行ビルの最上部へ着弾すると、すさまじい光を発し、銀行ビルの頭部をごっそりともぎとった。

  　少年の悪い予感は的中していた。彼女は最悪の部類に属する特進種だ。

  　思わず振り返り、被害状況を確認する。

  　着弾箇か所しよから打ち上げられた巨大なコンクリート片が白々と輝きながら四月の空をまだ舞っていた。建築物はもはや構造を保つことが出来ず、一面の塵じん芥かいとともにひざが折れるように瓦解した。

  　雲まで切り裂かれたかもしれない。それほどの一撃だった。

  　感嘆する間もない。すぐに新しい寒気が背筋を襲った。直感が戦せん慄りつを運んでくる。

  　とっさに路上を見下ろす。ユーキがいない。

  　殺気が上から来る。見上げると、急降下爆撃機さながらに太陽を背負い、剣けん尖せんを腰のうしろに回した少女が舞い降りてきた。

  　ユーキの右眼が、爛らんと少年を見下ろした。サーベルが黄金の光こう芒ぼうをまとう。ジジ、と大気の焼ける音が聞こえた。

  「ひ」

  　少年の呻うめきと回避行動、それにユーキの斬ざん撃げきは全く同時に行われた。

  　斬撃に込められた氣がこがね色の光をまとい、刀身から放たれ、宙をのたくる黄金の蛇へびのごとく鎌かま首くびをもたげ、落雷さながら、少年の脇腹を抉えぐっていった。被弾した身体が中空でくの字に折れる。

  「ぎゃっ」

  　悲鳴をあげた。空中で体勢を崩くずし、先ほど頭から店内へ飛び込んだドーナツ屋の屋上へ、今度は肩口から激突した。

  　その傍かたわら、氣き弾だんがコーヒーショップを屋上からまっぷたつに破壊しつつ落下してゆく。再び重い鳴動と共に粉ふん塵じんと飛礫つぶてが舞い上がり、氣弾から少し遅れてユーキの身体もまっしぐらに煤ばい煙えんのなかへ突っ込んでゆく。汚染から六〇年、かろうじてその構造をとどめてきた店てん舗ぽだったが、この　一撃の前に鉄骨もろとも粉微み塵じんとなった。

  　少年は起きあがり、横目で砕くだけ散った店舗を見やると、すぐに負傷箇所を確認した。

  　右の内ない腹ふく斜しや筋きんと腸骨の一部が消失している。抉られた筋きん原げん繊せん維いがけばだっている。大型肉食獣に食い破られたかのような切断面だ。

  　血ち潮しおを噴き上げつつ、少年は逃げる。痛みに耐え、失った部位を再生させつつ、屋根から屋根へ敏びん速そくに猿のごとく飛び移る。

  　ユーキも速い。煤煙のなかで地を蹴けると、豹ひようの動きでかすみから抜けだし、瞬時に少年を視認し追尾する。

  　少年は顔を歪ゆがめ、口から泡あわ粒つぶを吐きながらもなんとか旧二ふた子こ玉たま川がわ駅の二階ホームへ降り立ち、赤濁みした眼を後方へと送った。続けざまに起きた建築物の倒壊により視界一面が青灰色のかすみだ。だがその中にユーキの息づかいがある。見えないが、むこうは確実にこちらのすがたを捉とらえている。直感がそれを告げる。

  　切迫した感情がぼさぼさの髪を逆立てた。息を切らしながら少年はホームを飛び降り、錆さび付いた線路上を駆け、多た摩ま川がわにかかる鉄てつ橋きようへ足を踏み入れた。

  　橋の真ん中まで来たところで呼吸を整え、背後を振り返った。

  　サーベルの剣けん尖せんを斜め下方にむけ、ユーキがひたひたと線路上を歩んでくる。

  　鉄橋の足場は狭い。橋はし桁げたの下は青々とした多摩川の流れだ。

  　少年は無理矢理に笑みを浮かべ、二本の短剣を左右とも斜め下方に構えた。全身からしたたっていた血が、彼の意志に呼こ応おうして止まった。

  　ユーキは一切構わずに寄ってくる。徐じよ々じよに歩調が速くなる。

  　互いの距離が一〇歩ほどに縮まったとき、少年は小細工無しに真正面から仕掛けた。

  　ユーキのサーベルは正面を刺突する。

  　少年は避けない。そのまま素直に胸を貫かれる。鮮血が噴き上がるが、少年は胸を貫かれたまま間合いを詰める。

  「!?」

  　ユーキの眼が見ひらかれた。後悔はもう遅い。

  　少年は素早い動作でユーキの腰の後ろへ手を回すと、彼女の首筋に短剣を当てた。

  「おれの勝ちだ」

  「バケモノめ」

  「お互いさまだろ」

  　ユーキは気丈に頬ほおを引き締めると、少年の胸に突き立てたサーベルを引き抜こうとする。だが少年は回した腕に力を込めて、密着したまま離れない。

  「卑ひ怯きよう者もの」

  「おれの能力は再生だ。文句あるか」

  「放せ」

  「やだね。選べ。死ぬか、おれの従者になるか」

  　少年は刃やいばをユーキの頸けい動どう脈みやくへ押し当てた。少し引くだけで彼女の命の灯は消える。

  「殺せ」

  　一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく、答えが返った。

  　どこまでも馬鹿な女だ。少年は躊躇なくそのまま短剣を引こうとしたが、ユーキの表情を見てその手が止まった。

  　ユーキは間近から一直線に少年をにらんでいた。死がいまそこにあるというのに、畏おそれの色などみじんもない。気け高だかさを保とうとしている。

  　長いまつげの翳かげりの下で、翡ひ翠すい色いろの瞳が凛りんと揺るぎない。真っ白な皮ひ膚ふはところどころ血に染み、その純白と真紅の対比が凄せい艶えんさを際だたせ、のど元へ幾筋か汗がしたたり、制服の襟えり首くびへ流れ込んでゆく。

  　抱き寄せている彼女の背中も、刃を押し当てたのど頸くびも、少し力を入れただけで砕くだけ散りそうなほどか弱く細く頼りない。あごの下あたりで切りそろえられた髪の毛からすみれの匂においがする。

  　風が終わらない。堤防沿いの桜並木から散ったものが二人のかたわらを止むことなくただよい過ぎてゆく。

  　貫かれた胸の痛みが霧む散さんしていた。代わりになぜか懐かしい感情が染みている。

  　――もうちょい、このままで。

  　命のやりとりをしている現場において致命的に馬鹿げた思考だが、いまこの瞬間に少年の頭のなかを駆けめぐったのはその思いだった。

  　頸けい動どう脈みやくを掻かき切るはずの手が止まり、なぜかユーキを抱き留めることに気がいってしまった。ユーキの呼こ気きが細く鋭くなったことにも、彼女の横おう隔かく膜まくの下あたりに光が集まっていくことにも、氣き弾だんを放つのに充分な溜ための時間を与えてしまったことにも、まったく気がつかなかった。

  　そして、我に返ったときには手遅れだった。

  「あ」

  　刹せつ那な、ユーキの氣きがサーベルから放たれ、少年の身体を内側から焼いた。

  　爆砕音がどこか遠くから、まるで人ごとのように聞こえた。

  　胸の内の甘やかなものも、すみれの匂いも、全て肉の焼けこげる煤すすけた香りに上書きされた。

  　重力が消えてゆく。代わりに浮遊感がある。

  　身体の真ん中に大穴をあけ、桜の花弁とともに多摩川の上空を舞いながら、少年はおのれの馬鹿さ加減に心底呆あきれた。

  　意識が薄れてゆく。目の前の空が色を失ってゆく。普通の人間であればこれで死ぬのだろうけれど、またもう一度眼をあけたとき、この身体はきっと完全に治っているに違いない。我が身を呪のろったそのとき、耳鳴りがした。

  　――また会う。

  　耳鳴りは、遠い言葉になった。

  　――また会うよ。鉄てつ橋きようで会う。

  　どこかで聞いたことのある言葉だった。思いだそうとしたものの、記憶をまさぐるより早く眼前の景色がぷつりと途絶えた。

  　あとはただ、長い長い静寂があるのみだった。その静寂の間、自分の身体がなにをどういじられ、なにをどう改変されたかなど、少年には知るすべもなかった。



  


  　　　二．

  

  　格こう子し窓まどから差し込んでくる日の光が、古びた狭い馬小屋にしつらえられた藁わらの寝床を薄ぼんやりと包み込んだ。

  　雀すずめのさえずりと共に、その寝床に横たわっていた少年の眼が力無くひらく。

  「朝か」

  　覇は気きのない声がぼそりと洩もれた。その表情も声こわ音ね以上に生気がない。両手を腰の後ろに回し、そこに分厚い鉄の手て錠じようがかせられている。揃そろえた両足も足首の辺りを同じく鉄てつ枷かせで固定され、身動きひとつままならない状態だ。

  　薄暗い馬小屋のなか、少年の表情もそれに劣らず煤すすけていた。ユーキとの戦いに敗れてから三週間が経過していた。これからまた長く悲しい一日がはじまる。思い返せば、あの戦いで死んでいた方がましだった。

  　口元から長い長い溜ため息いきをこぼしていたとき、馬小屋の閂かんぬき扉とびらが左右にひらき、朝の光が小屋の奥まで差し込んできた。

  「朝だ。起きろ」

  　冷たく硬い声と共に、まばゆい光を背後にしたがえ、白のタンクトップに水色のショートパンツ、ラフな部屋着すがたの久く坂さかユーキがずかずかと踏み込んできた。

  「今日も仕事はたくさんあるぞ。さぼるなよ。いいな、わかったか、返事はどうした」

  　少年の口から、老人の放ほう屁ひのような返事が出る。

  「ふぁい。がんまりまふ」

  「なんだ、そのやる気のない返事は。朝から気が滅入る。もっとしゃきっとしろ、しゃきっと」

  　この女だけは絶対にいつか隙すきをみて必ず確実にぶん殴なぐる、それからついでに両方の親指の付け根までめりこむほどのカンチョウをする。と誓ちかいながら、少年は命令通り精一杯の返事を放った。ユーキはようやく満足げにうなずく。

  「よし、それでいい。それとリオの発案で、お前の名前を決めることにした。作業が終わったら今晩はうちへ来い」

  　きびきびと喋しやべりながら、ポケットから鍵かぎを取り出して少年の手足の拘こう束そくを解く。

  　少年は寝汗まみれの身体を掻かきむしったあと盛大に伸びをして、ユーキの胸元で揺れる悪魔の呼び子を確認し、長い長いあきらめの吐息をつくと、抵抗することもなく今日の労働現場へ連行されていった。

  　あの呼び子さえなければいつでも逃げ出せるのだが、いまはおとなしくいうことを聞くしかない。むかう先では今日も地味で単調で過か酷こくな労働が待っている。少年の涙はもう涸かれていた。

  

  　その夜。

  『タマ』

  　と大書した紙を手に掲げ、久く坂さかリオはにっこりと笑った。

  「タマ？」

  　ふかしたジャガイモを口に入れながら、ユーキはその名前を復唱する。リオはにこやかに二度ほど頷うなずく。

  　畳たたみのうえにあぐらを組んで、口のなかでタマという名前をもう一度転がしてから、ユーキはうーんと首をひねった。

  　調ちよう布ふ新しん町まち、久坂家の居間、午後七時。灯とう明みよう皿ざらの火が照らし出す質素なちゃぶ台をユーキとリオとくたびれ果てた少年が囲んでいた。ちゃぶ台の上にはふかしたジャガイモひと山と少量の塩。三人分の夕食だった。

  「猫みたいだな。なんだかこんなのにはかわいすぎる」

  　ユーキはあぐらを組んで吐き捨てた。黒のタンクトップに素っ気ない茶褐色のショートパンツ。家ではいつも楽な格好のユーキだった。

  　タマと名付けられようとしている少年のすさんだ目つきがユーキに突き刺さる。

  「こんなのってどういう意味だ」
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  「やっぱり『奴ど隷れい』にしよう。その方がなんだか、しっくりする」

  「やめろ！　そんなん名前じゃねえ！」

  　ユーキは怪け訝げんな顔でタマを眺めた。開けっぴろげな胸元と張りのある太ふと股もも、しなやかそうなふくらはぎが灯あかりにさらされ薄紅色に染まっていて、すみれみたいなほのかに良い香りが彼女の輪りん郭かくから漂ってくる。

  　軍服を脱いだユーキはどこにでもいる無害そうな一七才の少女に見える。だが口がひらき、そこから命令口調の言葉が飛び出てくると、たちまち凛り々りしく気高く融ゆう通ずうの利きかない女性士官の本性が明らかになる。喋しやべらなければいいのに、とつくづく少年は思う。

  　しかしながら少年の気持ちなどお構いなしに、あむ、とジャガイモを口に含むと、ユーキはもぐもぐしながら平へい坦たんで無ぶ骨こつな言葉を投げつける。

  「そもそも名前がないお前が悪い。呼び方がないと不便だろ。わざわざ名付けてやっているのに文句ばっかり言うな、奴ど隷れいがいいか、タマのがいいか、さっさと選べ」

  　少年は言葉を呑のみ込んだ。ユーキによるなんのひねりもない直球ネーミングと、リオのを比べれば、かろうじてリオに軍配があがる。が。

  「タマってお前、猫じゃないんだから。それに苗みよう字じもないのかよ」

  　少年の文句をリオは小首をかしげて受け取ると、ひとつ頷うなずき、再びさらさらと紙のうえに鉛筆を走らせる。

  『久く坂さかタマ』

  　新たな名前を掲げてにっこり笑うリオをめがけ、ユーキと少年のまなじりが吊つり上がる。

  「その苗字は駄目だ！」

  「兄貴かよ！」

  　二人がかりで怒鳴られ、リオはしゅんと下をむいた。

  　リオは姉と違って、明るくて気持ちの優しい女の子だ。ユーキと出会ってから三週間、少年がなんとか生きてこられたのも、この子の癒いやし効果に拠よるところが大きい。この妹がいなければ屈くつ辱じよくのあまりとっくに発狂していたはずだ。

  　年は一二才。ユーキより五つ年下だった。耳は聞こえているが、発声器官に異常があって言葉が話せない。いまから三年ほど前、調ちよう布ふ新しん町まち町長、高たか比ひ良ら啓けい十じゆうが遠い類縁から身柄を引き受け、一人で暮らしていたユーキに世話を託たくした。孤独に生きていたユーキははじめ戸惑ったものの、ほどなくして打ち解け、いまではすっかり仲の良い姉妹みたいに生活している。いつも険しいユーキの表情も、リオといるときはこころなし柔らかいものになっている。

  　名前に関しては、なんでもいいや、と少年はあきらめた。ここに来てからあきらめぐせがついたのかもしれない。常に怒らせている両肩がへたりと降りて弱々しい撫なで肩がたになった。

  「んじゃタマでいいよ。呼ぶときに使うだけだから苗字はいらねーや」

  　リオの眼がうれしげに輝いた。さっそく新しい紙に何事かを鉛筆で書き込み、少年に掲げる。

  『いっしょにあそんでね　タマ』

  　そしてかすかに微笑ほほえむ。年ねん齢れいからすると、少し大人びたリオの笑みだった。そしてそれを受ける方はこころなし照れる。少年は照れ隠しに、はぁっとひとつ息を抜いてジャガイモに塩をふった。

  　少年はタマになった。ユーキはタマの横顔を横おう柄へいに眺め、

  「おい、奴ど隷れい」

  「いま別の名前決めたばっかだろうが」

  「わたしは風ふ呂ろに入る。湯を沸かせ」

  「んなもん、自分でやれ」

  「学習能力がないようだ」

  　凍いてついた声でそう言うと、ユーキは呼び子を口に含もうとする。タマはずざざざざと後ずさり、制止するように片手をかかげる。

  「お、おい、ちょっと待て、いまのはうそだ。もちろん沸かす。ま、任せとけ」

  「さっさと行け。すぐに行け。奴隷は文句を言わず、主張せず、ただ黙ってわたしの言うことを聞け」

  　怜れい悧りな表情のユーキは抑よく揚ようのない調子で愛情のない言葉を無機質に並べる。

  　この女だけは本当に、あのとき鉄てつ橋きようで頭をかち割って川に棄すててやれば良かった。

  　内心で血がにじむほど歯がみしてから、タマは重い腰を上げた。リオが申し訳なさそうな顔で見上げていたので頭を撫でてやった。良くできた妹はまたかすかに微笑む。

  「リオも一いつ緒しよに入ろう」

  　ユーキの言葉にリオはうなずいた。鉄てつ面めん皮ぴのユーキだが、妹に話しかけるときはこころなし表情が柔らかくなる。リオへの愛情は深そうだ。

  　仲の良い姉妹をその場に残し、タマは重い足を引きずり屋外へ出た。

  　夜の調ちよう布ふ新しん町まちは静寂のなかに沈んでいる。暗闇のなかに篝かがり火びがはぜる。見上げれば天てん蓋がいに春の星たちが洪水さながら瞬いていた。

  　人口約一五〇〇人。世界汚染以降に出来た町としてはなかなかの規模だ。

  　もともと調布に耕地を持っていた人物が汚染を生き延び、自分の畑を耕して暮らしていたのがこの町のはじまりだ。生存者たちが都心から地方へ流出していく際にここに立ち寄り、そのまま住み着いて多た摩ま川がわ沿いに耕地をひろげ、苦労の末にいまの共同体を築いた。

  　その創始者たちはもう老人となり、孫たちはこの世界のことしか知らない。電気もガスも水道も本の中でしか知らない子供たちだ。

  　この子供たちは第三世代と呼ばれている。世界的なウイルス汚染により第一世代の生せい殖しよく細胞に組み込まれた変異遺伝子が第三世代で顕けん現げんしていた。

  　リオのように発声の出来ない子供はまだ症状が軽い方で、重度のゲノム障害を持って産まれてくる子供があとを絶たない。人間とはいえないすがたをした乳幼児の死し骸がいが路上や河か川せん敷じきに多く捨てられている。森に住んでいる変異動物――いわゆるバケモノに紛れて、そうした町に住めない人間の変異体――いわゆるオニが見つかることも多い。

  　そして、何百人かに一人の割合で特とく進しん種しゆと呼ばれる進化学的変化を遂げた子供が誕生する。ユーキはこの幸運な中の一人だ。

  　汚染から六〇年が経過し、ときの流れとともに世界は崩ほう壊かいしてゆく。地上はもはや遺伝子異常を引き起こした生物群が大勢を占める、文字面通りの魔ま窟くつと化していた。

  　タマは夜の町の様子に目を送りながらほてほて歩き、日中にナラの木から作った薪まきを集め、篝かがり火びから種火をいただき、久く坂さか家の裏手に回った。久坂家は世界汚染以前から建っていた木造家屋を改修したもので、風呂場も古こ拙せつな五ご右衛え門もん風ぶ呂ろだ。

  　煉れん瓦が炉ろに薪をくべて火を入れる。炉から突き出た煙えん突とつがもくもくと煙を吐き出す。土の上に腰を下ろし、煉瓦に背中を預けて夜空を見ていると、風呂の中から釜かまの水の跳ねる音がした。

  「冷たい」

  　木枠の窓を通して、ユーキの文句が届く。

  「焚たきはじめたばっかだよ。ちっとは待てよ」　

  「リオも入るんだ。湯加減を考えろ」

  「わかってるよ！　いちいちうるせーよ！」

  　思わず怒鳴りつけると、壁のむこうの風呂場の中から長いため息が聞こえた。呆あきれたようなユーキの声がそのあとに続く。

  「あのなあ。下げ僕ぼくが主人を怒鳴りつけるな。おのれの身分をわきまえるんだ」

  　諭すような口ぶりだ。入浴するのがこの女だけなら煮殺してやりたい。

  　屈くつ辱じよくに耐えつつ、うちわで火勢をあおり、投げやりに薪を投げ込んでいると、悔しいことに姉妹が風呂場に入ったときにはちょうどよい頃合いになっていた。

  　風呂釜から湯のあふれる音がして、ベニヤ板を嵌はめた窓枠から湯煙が洩もれ、その後に姉妹が身体を流しあう音などを聞きながら、ほいほいとうちわで炉をあおぐ。

  　考えてみると、ここに連行されてきたときに比べ、自分はずいぶん素直に下したっ端ぱ仕事をするようになった。下僕根性が染みついてきたことを自覚している。でも仕方がない。あの呼び子がユーキの手中にある限り、逆らうことも逃げることも出来ない。

  　――隙をみて呼び子を奪い、逃げる。

  　これが目下のタマの計画だ。とりあえずおとなしくなったと思わせ、油断させたところで呼び子を奪い、ユーキを多た摩ま川がわに投げ込んで、リオに別れを告げ、そののち脇目もふらずに逃げる。これしかない。

  「おい奴ど隷れい」

  　楽しい想像にひたっていると、窓枠に蝶ちよう番つがいで留めたベニヤ板がわずかに上方へひらき、湯煙のむこうからユーキの声が届いた。

  「なんでしょう、お姫さま」

  　いやみ混じりに応えると、白い手が内から伸びてきて跳ね上げ窓につっかい棒を掛けた。湯気がほわり、そこから洩もれて夜のなかへ消えた。

  「リオのために歌を歌え」

  「え、なんでですか。いやですよ」

  「うるさい。リオは歌を聴くのが好きなんだ」

  「お前が歌えばいいだろうが」

  「わたしはいやだ。お前が歌え」

  　横おう柄へいなその言葉を受け、タマのこめかみの奥でぶっつりと音がした。しばらくはおとなしくしているという先ほどの決意は瞬時にして忘れ去られ、煤すすけた本性が丸出しとなる。

  「なんだそりゃ。いい加減にしろ。黙ってきいてりゃ調子にのりやがって。そんなもんお前が歌えお前が。一生歌ってやがれバカ。バカ音おん痴ち女おんな。お前の母ちゃ」

  　そこまで言ったところでタマの耳の奥に、ぴりりりり――。と呼び子の音が響いた。

  「あ」

  　あの女、また吹きやがった。ていうか呼び子、風ふ呂ろの中にまで持ち込んでやがった。

  　後悔したが、もう遅かった。
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  　呼び子が放ち出す非ひ可か聴ちよう領りよう域いき音おん波ぱを受け、三週間前、タマの体内に注入された人造ウイルス「Un scratchable絶　対　掻　け　な　い」が反応した。

  　これは調ちよう布ふ新しん町まちの研究者が実験の過程で偶発的に誕生させてしまったウイルスだ。習性がおもしろいので研究者が悪のりしていろいろと手を加えてβベータ版を完成させた。人道的な問題があるのでこれまで使われることはなかったが、タマがこのウイルスを注入された栄えある生いけ贄にえ第一号となっていた。

  　ぞわり、と生贄一号の脊せき椎ついが震えた。

  　正確にいうなら、不活性状態で眠っていた一〇〇万を越える人造ウイルスが一つ残らず目覚めた。

  「ちょ、ちょっと待て！　いまのはウソだ！　いまのは冗談で言ったんだ！」

  　タマの弁解などどこふく風、Un scratchable達はユーキの号令を受けて一いち念ねん発ほつ起き、タマの消化器系、泌ひ尿によう器き系、呼吸器系における侵害受容体に素早く寄き生せいし神経機能を乗っ取ると、偽造した信号を知覚神経に送り届ける。偽にせ物ものの痒かゆみとも知らず、知覚神経は受信した全信号を脊椎に送り届け、タマは「内ない臓ぞうの内壁における痒み」を覚える。　

  　この事態に対し、タマに出来る反応はただ一つ。地面に横になり、かぱあ、と限界まで口をひらき、お腹の底に力を込めて、

  「か――――――――――――――――――――――――――――――――――」

  「ゆ――――――――――――――――――――――――――――――――――」

  「い――――――――――――――――――――――――――――――――――」

  　細く高く長い叫びが夜の調ちよう布ふ新しん町まちに響き渡る。

  　七転八倒し全身をかきむしるが、この場合、痒いのは皮ひ膚ふではない。内臓粘ねん膜まくが痒い。そこを掻かくためには切腹して臓器を取り出し、器官の内側に手を突っ込んでボリボリ掻くしかない。そんなことをしたら死んでしまう。痒いところに手が届かないもどかしさ、つらさ、苦しさを突き詰めた結果生まれたのがこの地上最低のウイルスだ。

  　手足をばたつかせながら地を転げ回り、歯は茎ぐきをむき出しに、眼球を血走らせ、泡を盛大に噴きだしたのち、タマの哀あい叫きようが魂の底からほとばしる。

  「や――――――――――――――――――――――――――――――――――」

  「め―――――――――――――――――――――――――――――――――――」

  「て―――――――――――――――――――――――――――――――――――」

  「今後二度とわたしに逆らわないと誓ちかえ」

  「ち――か―――い――――――ま――――――す――――――――――」

  　ぴっ、ぴっ、ぴぃぃぃ。と呼び子が鳴った。

  　終了の合図を受け、Un scratchable達は定められた手段を使って神経細胞を出ると不活性高分子状態に戻り、再びの眠りについた。

  　タマは四し肢しを痙けい攣れんさせつつ、口から涎よだれを、鼻からは鼻水を、眼球からは血にも似た涙を垂れ流しながら、白目を剥むき、喉のどの奥だけでヒッヒッと呼吸し、痒かゆみの余よ韻いんに脳のう髄ずいの芯しんまでどっぷりと浸った。

  「ん、どうしたリオ？　なに、もうのぼせたか。よし、出よう」

  　二人が風ふ呂ろ釜がまから出たのか、湯の跳ねる音がした。歌はどうした歌は、と突っ込みをいれてやってもよかったが、そんな細かいことが気にならなくなるほどになにもかもどうでもよかった。

  「鍋なべ釜かまを洗って、馬に水をやっておけ。終わったらわたしのところへ来い。わかったか」

  　跳ね上げ窓越しにユーキの命令が聞こえた。タマは声を立てることなく、地に横たわったまま血にも似た涙を流すことしか出来なかった。

  「返事が聞こえないぞ」

  「ふぁい。まかりわひたあ」

  　気力を総動員し、老人の放ほう屁ひのような声で返事した。

  　我ながら情けないとは思うものの、また吹かれたら今度こそ発狂してしまう。命令を拒むことも出来ず、言われた作業をこなして夜半おそくにユーキのところへいった。ユーキはタマの手足に鉄てつ枷かせをかけると、再び馬小屋に閉じこめて外から施せ錠じようする。

  　――さっさと呼び子を奪って、逃げる。

  　その夜、誰もいない真っ暗な馬小屋で藁わらの寝床に横たわり、タマは決意を胸に刻んだ。

  　――儂わしニ代ワレ。

  　眠りにおちかけたそのとき、タマの胸のなかから、もう一人の住人の声が届いた。

  「うるせえ、馬鹿。誰が代わるか」

  　タマは自分の内面にむかって悪態をついた。

  　――間抜ケメガ。アンナ小便臭イ小娘ニイイヨウニサレオッテ。

  「うるせえ、しょうがないだろ負けたんだから。眠れねえから引っ込んでろ」

  　あたかも一人芝居のように自分の胸のうちと言葉のやりとりをしたのち、タマは泥のような眠りへと落ち込んでいった。


  


  　　　三．

  

  　この時代、高たか尾お山さんには修しゆ験げん道どうが生き延びていた。正確には、生き延びていたというより二〇七七年現在をもって隆盛のときを迎えていた。

  　修験道とは日本独自の混こん淆こう的山岳宗教である。古来、平地で生まれた密みつ教きよう、神しん道とう、陰おん陽みよう道どうの技術が山岳を通じてひとつに交わり、中世期に入って修験道としての完成をみた。その知識体系は広く深く、民間療法や呪じゆ術じゆつまでも裾すそ野ののうちに含み、その秘伝修ず法ほうを極めた者はときに歴史の一舞台を陰から動かしてきた。

  　近代に入ってからは衰すい退たいの一いつ途とを辿たどっていたこの宗教は、世界汚染以降、都市生活を捨てて山野に入った人々のあいだで再び脚きやつ光こうを浴びることとなる。

  　ウイルス汚染により都市インフラが壊かい滅めつし、飢え乾き、行き場を求めた人々は山院へ入り、錫しやく杖じようを片手に山々の尾根を巡り歩いて山菜はもちろん金・銀・鉄といった鉱こう山ざん資源の収集、炭や材木などの生産にあたって糊こ口こうをしのいだ。狩猟採集生活を送るための知識、技術および哲学は修験道において完成されていた。

  　高たか尾お修験もそんな修験者組織のひとつであり、高たか尾お山さんという交通の要よう衝しようを支配して力を強めている。現在は七〇名を越える門下を抱え、付近一帯の山野を支配下において寄き進しんや山岳資源の売買を生なり業わいとして勢力を拡充しつつある。

  　率いているのは「大だい先せん達だつ」吉き荒ら庄しよう三ぞう、四七才。大先達とは修験道において第四位の高位僧を示す。吉荒大先達はその地位に甘んじることなく、日々よく修練して我が身と一門を律し、高尾一帯の農村を平穏無事に管かん掌しようしていた。

  　だが、その日――

  　吉荒は桜の咲きこぼれる山頂から険しい形相で眼下を睥へい睨げいしていた。身なりは勧かん進じん帳ちようの弁べん慶けいさながら、兵へい戟げきの際にしか着用することのない時代がかった結ゆい袈げ裟さである。

  「先せん達だつ」と呼ばれる指導者的な修験僧が四名、胸の辺りに菊きく綴とじの房ふさをつけた衲のう袈げ裟さに身を包み、吉荒の脇を固めていた。それぞれの手には大振りな鉾ほこが握られ、先端に取り付けたさまざまな形状の刀身が日の光を受けて燦さん爛らんとまばゆい。

  　春風が山頂を吹き抜けてゆく。葉ごもりをざわめかせ、下生えを薙なぎ、桜の花弁を盛大に散らして、耳の近くで轟ごうと鳴る。一同、みじろぎもせずそれを受ける。ひりついた空気は風ごときでは流されない。

  　さらに彼らの足の下、雑木と笹ささ藪やぶに覆おおわれた山肌の傾けい斜しや面めんには白い羅ら衣いに身を包んだ「新先達」と呼ばれる一般信徒が数十名ほど伏せていた。おのおの手に手に黒光りする六尺棒を握りしめ、草むらに顔まで埋めながら炯けい々けいとした眼光を山やま裾すそへとむける。

  　高尾山系はなだらかだが広い。吉荒のいる場所からは幾重にも波打つ尾根が海原のように見晴らせる。そしてまなじりに少し気を入れたなら、峡はざ間まを縫うようにはしるかつての国道二〇号と、その白い山道を登ってくる問題の一団を視界に捉とらえることも出来た。

  　二日ほど前、純白の軍服に身を包んだ見慣れない軍団が中央高速道路を東進してくるのを山の民が見つけて高尾へ知らせてきた。むこうの意図は知れないが、万が一に備えてこちらは戦支度で出迎えている。

  　吉荒は眼をこらす。こずえ越しに観察をつづける。

  　相手からは枝葉に遮さえぎられてこちらが見えないだろうが、山に暮らす修しゆ験げん者しやの眼力は豆粒ほどの敵影を細部にわたって見通してしまう。

  　兵員は全部で七〇名ほど。着込んでいる軍服は上下ともに山や羊ぎ色いろ、黒光りする紐ちゆう帯たいで前を留め、膝ひざ下したまで届く長なが軍ぐん靴かで足元を固める。関東では見たことのない兵装だ。その背には十字形の鉾ほこのようないかめしい武具がくくりつけてある。特とく進しん種しゆが混じっているかもしれないが目視では判別出来ない。列の最後尾には輜し重ちよう兵へいが数名、糧りよう秣まつを載せた荷車を大儀そうに引いている。

  　隊列の先頭にはこれみよがしに軍ぐん旗きが翻ひるがえっていた。赤茶けた素地に輝いているのは銀ぎん糸しで刺し繍しゆうされた紗さ綾や形がたの紋もん章しようだ。卍まんじ形を斜めに崩くずしたような、この辺りでは見慣れない意い匠しようだった。

  　だがとりわけ異色なのが、前衛の兵列が騎き乗じようしているダチョウとカマキリを混ぜ合わせたようなバケモノだ。

  　数は二〇頭ほど。よく飼い慣らされているらしく、隊たい伍ごを乱すことなく二本の足を交互に前へ送っている。全身が緑の外皮で覆おおわれ、クチバシがあり、ぱっと見はダチョウにそっくりなのだが、胸のあたりで折り畳たたんだ前足はカマキリの鎌かまに似ており、頭部からは長い屈折した触しよつ角かくが二本突き出ている。騎き兵へいたちはクチバシの根本に結わえた手た綱づなを慣れた手つきで繰りつつ、歩兵を後ろに従えて、うねうねした細い岨そわ路じを二列縦陣で登とう攀はんしてくる。

  「あのようなバケモノは見たことがない」

  　おぞけがはしり、知らず、ぼそりとした呟つぶやきが吉き荒らの口から洩もれた。

  　通常、バケモノとは既存種が遺伝子異常を引き起こした個体、または種の異なる動物と動物が交接して産まれた個体を指す。だが、いま見下ろしているものは動物と昆虫を混ぜたものだ。自然生せい殖しよくによって発生したものとは思えない。それなりの設備を整えた施設で造られたものではないか。

  　傍かたわらの先せん達だつが吉荒と同じものを見下ろしながら、

  「関西や東北には互いにかけ離れた生物の遺伝子を組み合わせて造る『生物変態グリル』なるバケモノがいるとか。あれがそれやもしれません」

  「では大おお津つのものたちか」

  「大津兵ならば濃のう紺こんの軍服に横十字の紋章のはず。山羊色の兵装に紗綾形の紋章は姫ひめ路じ兵へいのものと聞き及んでおります」

  　姫路、と吉荒はいぶかしげに繰り返した。

  「あの女め狐ぎつねのしもべ共が何故ここへ」

  　吉荒の問いは、この場にいる全員の疑問だった。姫路を統すべる寡か妃ひ、澁しぶ澤さわ美み歌か子こがこんな遠方まで兵団を派は遣けんしてくる意図がつかめない。関東に存在する何ど処こかの勢力と接触する目的なのかもしれないが、使節にしては人数も武装も物々しすぎる。それに使いであればなおのこと、道中余計ないざこざを起こしても益は無く、通り道にあたる高たか尾お修しゆ験げんに書状のひとつも寄越して通行の允いん可かを求めてくるはず。このまま余よ所そ者ものに知らぬ顔で素通りされたならこちらの面めん子つにかかわることがわからぬわけでもないだろう。連中はなにを考えて堂々と軍ぐん旗きをはためかせ、挑発的な昼間の行軍をこちらへ見せつけるのか。

  　吉き荒らはまず先せん達だつのなかから一名を選び、言こと付づけを与えて軍団のところへやった。使者はすぐに山腹を駆け下りて姫ひめ路じ兵へい団だんの鼻先へ立ち塞ふさがり口上をはじめる。使者のすがたは墨ぼく汁じゆうのしずくほどにしか見えないが、多勢を相手に臆おくすことなく堂々と言げんを放っていることが鳥ちよう瞰かん出来る。

  　どんな言葉が取り交わされているのか、山頂からはわからない。だがどうやら相手は嘲ちよ侮うぶをもって迎えているらしい。長らしい男が騎き乗じようしたままなにごとか声を出し、それに併せて兵員たちがどっと笑ったのが見えた。

  　ほどなくして憤ふん懣まんやるかたない面もちで使者は吉荒のもとへ戻ってきた。

  「賤いやしい者どもです。霊山を虚こ仮けにしています」

  　跪ひざまずいたまま、怒気をはらんだ声で告げる。

  「這奴しやつらの返事は」

  「允可など必要なし。押し通る、とのこと」

  　吉荒は表情を変えることなくうなずいた。

  「たかが小物か」

  　良くいえば剛ごう胆たん、悪くいえば無む謀ぼうな団長が率いていると見た。美み歌か子こからいかなる役目を託たくされたのかは知らないが、それなりの兵を与えられて血がたぎっているのだろう。軍団から伝わってくる雰ふん囲い気きは明らかに高尾修験を軽んじている。

  　念押しに団長の印象を尋ねると、使者は思い出すのも不愉快なのか、渋しぶ柿がきをかじったような顔になった。

  「おそろしいほど肥こえた四〇代半ばほどの男でした。口調は尊大で物腰も横おう柄へい、武人というよりは貴人といった形なり恰かつ好こうです。礼を返すどころか、修験を侮ぶ蔑べつする冗じよう句くを投げつけてきました」

  　吉荒は鼻をひとつ鳴らした。姫路は階級制の厳しいところだ。気位が高いだけで能なしの貴人が人を束ねる要職に就くこともままあるという。

  　――駑ど下か者ものだ。

  　愚か者のさらに下、愚ぐ鈍どん中の愚鈍を指し示す文句を胸のうちで呟つぶやいて結論づけた。

  　力で踏みにじることに慣れきっているのだろう。こういう相手は御ぎよしやすい。平地であればいざしらず、護ご法ほう要よう塞さいと化した高たか尾お山さん中で修験相手に喧けん嘩かを売ればどうなるか、あの団長は己の凡ぼん下げ凡ぼん骨こつをこれから身をもって知ることになる。

  　腹は決まった。

  「一いち字じ真しん言ごんの陣。柴さい灯とうの護ご摩まを焚たけ。先せん達だつ以下は命があるまで動くな」

  　兵へい戟げきの開始を告げる吉荒の言葉に、居合わせた全員が応おうと答える。霊れい山ざんが侮ぶ蔑べつされたと聞いて彼らもまた哮たけっている。袖そでを翻ひるがえして吉荒の後ろに居並ぶと、仁王立ちのまま不ふ動どう明みよう王おうへ真言を捧ささげる。

  　本院前の更さら地ちに据えられた護ご摩ま壇だんに護摩木がくべられ、立ち上がった紫紅色の炎が山の大気をごうごうと焦がす。

  　吉き荒らは樫かしの数珠じゆずを突き出し、手刀で空間を九く字じに切ってから真言を唱える。先達たちがそれに唱しよう和わし、幾重にも折り重なった祈りの声が山峡を巡る。鉦かねが打ち鳴らされ、太たい鼓こが鳴り、験げん力りきのこもった真言の旋せん律りつが修しゆ験げん要よう塞さいを包み込む。

  　大木の根もとや岩場、洞どう窟くつなどの霊れい場じようがその祈りに震えた。験力のある人間であれば、これら霊場に光の帯のような高速度の振動を見るだろう。

  　吉荒はその振動を操る。振動は詠えい唱しように導かれ、増幅し、峰みねと峰の峡はざ間まを越えつつ互いに集合してさらに力を強めてゆく。七年間、荒山中に一人こもり、苛か烈れつ極まりない修ず法ほうに耐えて体得した「護ご法ほう」と呼ばれる技だ。高たか尾お山さん麓ろくに五〇箇か所しよあるとされる霊場から呼び集められた振動は、さながら幾つもの水脈がひとつに集まって大河となるように、地脈を通じて互いにまとわりあいながら、やがて二体の童子のすがたに顕げ形ぎようした。

  　護ご法ほう童どう子じ、制せい咤た迦かと矜こん羯が羅らである。

  　吉荒は験力を込めて、二体の護法童子へ真言を送る。

  「オン・ダラマ・カーンカラ・チシュッタ・ザラ」「オン・キャラマ・セイタカ・ウンウン・ハッタ」

  　それを受け、制咤迦童子の薄紅色の皮ひ膚ふが内側から燃え立つような赤しやく銅どう色いろに変わった。

  　頭頂部の二に髻びんを打ち振り、左手の五ご鈷こ杵しよを頭上に構え、眼をかぁっと見開いて、制咤迦童子は中空を翔かけた。夏雲のような純白の肌をした矜羯羅童子がそのあとに続く。

  　標的となった兵員たちには童子のすがたは見えない。修験者のみがその意志のある振動を視認出来る。

  　童子たちは登とう攀はん中の姫ひめ路じ兵へい団だんをめがけ、山麓の傾けい斜しやを風のごとく駆け下る。

  

  　兵団内で最初に異変に気づいたのはグリルだった。頭部の触しよつ角かくを二本ともぴんと立て、胸の前で畳たたんでいた鎌かまを高く掲げ、威い嚇かくするように上体を直立させる。騎き兵へいが手た綱づなを振って前進を命じるが、グリルは主人の命令もお構いなしであらぬ方向へ眼をむける。

  「鎌かま鳥どりの様子がおかしい。なにかいるのか」

  　見慣れないその動作に騎兵たちが戸惑った。ここにいる鎌鳥はよく調教された選りすぐりのグリルだ。手綱を無視して本能的に攻撃体勢を取ることなどまずあり得ない。付近を見回してみるが、脅威のかたちは見えない。

  「落ち着け、相手は修しゆ験げんだ。教科書通りにはいかん」

  　呑のん気きな声を出したのは先ほど吉荒の使者を愚ぐ弄ろうした四〇代なかばほどの肥えた男だった。

  　潔いさぎよいほどの肥満体だ。身体の部位が常人の二回りも三回りも肥ひ大だいしていて、少し身体を揺すったなら脂し肪ぼうの波打つさまが軍服のうえからでも見て取れる。身の丈も非常な巨漢であり、騎き乗じようしている鎌かま鳥どりの方が小さく見える。世が世なら土ど俵ひようのうえでまわしを締めていたであろう身体つきだ。

  　男はでっぷりと突き出た腹を鞍くらのうえで揺らしながら余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度を崩くずさない。鎌鳥の視線の先を追い、小馬鹿にしたように言い放つ。

  「鳥が見ている方向はひとつ。おそらくそこになにかがおる。絶対に懼おそれるな。こころの隙を見せればつけ込まれるぞ」

  　言われて兵達も鎌鳥の矛ほこ先さきが一点に寄り集まっていることに気づいた。

  　国道二〇号わきの、山頂までつづくなだらかな傾けい斜しやは一面が杉木立に覆おおわれている。鎌鳥たちはその木立の闇にむけて鎌を掲げている。なにものかがそこでうごめいているはずだ。

  「バケモノでしょうか、兵へい曹そう長ちよう」

  「わからん。目に見えるものであれば良いが、そうでないかもしれんな」

  　兵曹長、岩いわ佐さ木き満みつ男おはこの事態を楽しむかのように呑のん気きな口調を変えない。

  「歩兵構え。騎き兵へいを守れ」

  「応」

  　岩佐木兵曹長の号令に従い、徒歩の兵員五〇名が背にくくりつけていた大振りな鉄製の鉾ほこを手に構えた。鎌鳥と同じように傾斜を見上げながら、騎兵の前へ進み出て三列横陣を組む。

  「そのまま待機。びびるな。臆病者は鳥とり辺べ野の大隊に必要ない」

  　岩佐木の檄げきが飛ぶ。檄とはいっても声こわ音ねはたわんでいて緊張感のかけらもない。だが兵達はそれに従って腹を据える。よく訓練された兵だった。顎あごの下の肉をたぷたぷさせながら満足げに頷うなずいた岩佐木の眼に、火花か雷光のような閃ひらめきが映った。

  　わずか一瞬だったが、その火花は山門を守護する仁王像のようなかたどりを示したように思えた。

  　直観が岩佐木に危機を告げた。たるんだ脂肪がぶるりと震える。

  　そして次の刹せつ那な、歩兵三列横陣から悲鳴があがった。

  　兵員が両手で握っていた鉄てつ鉾ほこが次々に地に落ちて鈍い金属音を響かせる。

  　兵士達はそれを拾い上げることも出来ない。

  　叫び声と共に歩兵全員の背が後方へむけて反り返り、両手の先は下へむかって垂れ、顔は完全に天を仰いでしまった。

  「ぬっ」

  　岩佐木は眼を見開いた。ある程度の特殊な攻撃は予測していたが、前列全員が金かな縛しばりにあうなどというのは予想外だ。

  　いやこれは金縛りなどという生やさしいものではない。目には見えないが恐ろしいほどの負荷が歩兵全員にのしかかっている。

  　岩いわ佐さ木きの目の前で、耐えきれなくなった兵が幾人か地に倒れ、後頭部が自分の尻に付いてしまうほど身体を折り曲げて、血を吐き、白目をむき、ひゅうひゅうと喉のど笛ぶえを鳴らし、最後には鈍く重い音とともに背骨を折られ絶命してしまった。そのすさまじい死に顔にさすがの岩佐木も絶句する。こんな攻撃を受けたことはかつてない。

  　他の歩兵たちも苦く悶もんの呻うめきを洩もらしながら、背骨を折られまいと必死に踏ん張るのみ。岩佐木の後方では鎌かま鳥どりが相変わらず威い嚇かくの姿勢のままで動こうとしない。日々鍛錬に明け暮れる鳥とり辺べ野の大隊の精兵たちが、わずか寸時のうちに子供以下の集団にまで格下げされてしまった。

  　――これが験げん力りきというものか。

  　岩佐木の身のうちを流れる戦士の血がたぎる。思わずぺろりと舌なめずりした。

  「おもしろい」

  　山さん麓ろくの傾けい斜しやのさらに先、高たか尾お山さんの頂上付近を眺めると、黒光りする六尺棒を握りしめた修しゆ験げん者じやの一団がこちらへむかい駆け下ってくる。このまま撲ぼく殺さつする腹づもりだろう。やり口が僧のわりにはえげつない。

  　岩佐木は大たい儀ぎそうに身をよじり、あぶみから軍ぐん靴かを抜いた。これだけの肥満体になると鞍くらから下りて両足で地の上に立つだけでも大仕事だ。のっそりとした動作でなんとか降り立ち、背骨を折られまいと苦く悶もんする兵たちを傍はた目めに見ながら、早くも流れ出る汗を軍服の袖そででぬぐう。

  「お前たち、もうしばらく耐えておれ。死ぬのは許さん」

  　平坦な口調で言い捨てて、岩佐木はおもむろに軍服を脱ぎはじめた。ふん、と鼻息とともに上着を放り投げると、おそらくは特別製であろう、申し訳程度に薄く上体を覆おおった白い肌着と、その下でぷるんぷるんと揺れる脂し肪ぼうまみれの上半身が現れる。

  　岩佐木は丹たん田でんに力を込め、大だい音おん声じように呼ばわった。

  「いくぞ、なまぐさ坊主どもっ」

  　山をゆするほどの野太い声が峰々に木こ霊だまする。

  　刹せつ那な、岩佐木の背筋が盛り上がった。いや、背筋だけではない。つづいて三角筋、棘きよつ下か筋きん、上じよう腕わん筋きん、内ない腹ふく斜しや筋きんがたるんだ脂肪のうえに幾筋もはしり、収縮して、岩佐木の上体を内側から絞しぼり上げていく。ぶよぶよしていた身体の表面がみるみるうちに強張り、筋張り、ごつごつとした筋肉の塊かたまりへとすがたを変える。

  　瞬く間に、先刻までの肥満体は見み惚ほれるほどの肉体美に変へん貌ぼうしていた。身体つきそのものが変形してしまって、稜りよう角かくを持つ筋肉が腕に胸にこんもりと盛り上がり、腹筋はみごとに割れ、背中にも尾根のような背筋が幾重にもはしり、ため息が出るほどの肉体美がその場に顕けん現げんしていた。

  　身体だけではない。顔つきまですっかり別人だ。気合いを込める前までは頬から下顎まで区別がつかないほど脂肪が垂れていたのだが、その肉は上体の筋肉に吸い取られてしまったのか、いまここにあるのは精せい悍かんな武人の表情だった。

  　身みの丈たけは二メートルを越えている。顔立ちは彫りが深く、双そう眸ぼうは生気に満ちて爛らん々らんと光り、全身を覆おおう発達した筋肉は金こん剛ごう像ぞうかと見まがうばかり。短く刈り込んだ髪が傲ごう然ぜんとした肉体によく映えて、男でも見み惚ほれるほどの武者すがただった。

  　首をゴキゴキと鳴らし、岩いわ佐さ木きは落ちていた鉄てつ鉾ほこを拾い上げて老杉に覆われた傾斜の先を見上げる。

  　葉陰にいる不可視の存在が自分を標的にしたことを直観的に悟る。

  　脊せき椎ついを電流のようなものが走り、歩兵たちにかかっている負荷と同じものが岩佐木の身体にも加わった。力を込めていないと背骨が勝手に後方へむかって反っていく。

  　鍛え上げた兵士たちが呻うめくのもわかる。想像以上に現実的、物理的な力だ。

  「これしき」

  　この験げん力りきに対し、岩佐木は筋力で立ち向かう。分厚い上腕二頭筋のうえに幾筋もの血管が浮き上がる。上体を前まえ屈かがみ気味にして力を溜め、まなじりは決然と傾斜のうえを睨ねめ付ける。勝ち誇った修験者の群が杉木立を縫うように駆け下り、二〇号線へ殺さつ到とうしてくる。そのさらに上方、山頂付近に押し並んだ漆しつ黒こくの影を捉えた。おそらくあれがこの結界を仕掛けた高たか尾お修験の高位僧だろう。呪じゆ縛ばくを解くまいと、一心不乱に祈き祷とうにつとめている。

  　そのすがたを認め、岩佐木の唇の端が斜め上方へ吊つり上がった。

  「我々の勝ちだ」

  　鉄鉾の柄を強く握りしめ、そう呟つぶやいた。

  　縞しま目めなす幹の間かん隙げきを縫って、上下とも白の羅ら衣いに身を包んだ修験者が眼前に躍り出てくる。岩佐木はこめかみに血管を浮かべて鉄鉾を横へ薙なぐ。敵は六尺棒で受けようとしたが、身体を武具ごとへし折られ、妙な角度に上体を折り曲げて宙を飛ぶ。

  　間かん髪はつ入れずに新手が眼前に飛び出る。鉄鉾を振り上げ、振り下ろし、横に薙いでからそのまま巨きよ躯くを旋転させて二撃目の横撃へつなげる。そのたびに信者の群が弾け飛び、悲鳴があがり、また新たな相手が躍り出てくる。

  　験力に縛られているため、一挙一動にいつもの数倍以上の負荷がかかる。

  　敵は岩佐木を囲み、隙をみて六尺棒を雨あられと打ち下ろしてくる。

  　岩佐木は避けない。筋肉の鎧よろいでそれを受ける。下手をすれば打ち下ろした信者の手がびりびりと震える。まるで一個の金属塊のような肉体だった。どれだけ打ち据えられても、身体の節々から血が流れようと、不敵な笑みは岩佐木に貼りついたまま剥はがれ落ちようとしない。

  

  　矜こん羯が羅ら童子の眼を通し、吉き荒らは山頂に居ながらにして峰の中腹で続けられている戦闘の様子を観察していた。

  　依然として状況はこちらに分がある。

  　あの肥満男が特とく進しん種しゆであることを見抜けなかったのは落ち度だったが、形勢にはさほど影響はない。馬鹿力だけが自慢の筋きん繊せん維い系特進種など験げん力りきが支配する修しゆ験げん要よう塞さい内では畏おそれるに足りない。

  　杉木立のなか、制せい咤た迦か童子は不ふ動どう金きん縛ばくの修ず法ほうで敵兵団を呪じゆ縛ばくしている。一般の兵へい卒そつたちはもはや指一本も動かせないが、あの巨体の特進種だけは純粋に筋力で験力に対抗し、鉄てつ鉾ほこを振り回して修験者の群とほとんど互角の戦いを繰り広げている。

  　――だが人の力には限界が来る。

  　吉き荒らは真しん言ごんの詠えい唱しようを続けながらも勝利を確信していた。こちらは高たか尾お山さんが味方についている。あの大男は溶よう岩がん流りゆうのなかにたたずむ一個の岩石に過ぎない。しばらくは耐えることが出来ても、やがて力尽きて押し流される運命にある。もうすぐに不動金縛の効力が身体に染み渡り、他の兵卒と同じように身動きひとつままならなくなるだろう。

  　四人の先せん達だつをうしろに従え、吉荒はさらに力を込めて真言を詠えいじる。制咤迦と矜こん羯が羅らは完全に姫ひめ路じ兵へい団だん全員の肉体を掌しよう握あくしている。あとはこのまま一方的に締め上げて撲ぼく殺さつするだけだ。

  　――我々の勝ちだ。

  　その確信が吉荒の胸のうちを巡ったとき、不意に背後の詠唱が途絶えた。

  「ぬ？」

  　振り返ろうとしたそのとき、吉荒は己の下腹を貫いた槍やりの穂先が日の光に煌きらめくのを見た。

  「な」

  　吉荒の口から言葉と同時に鮮血が流れ出た。

  　背中から突き立てられた槍は穂先全体が身体の前面に貫通していた。銀光りする刀身は既にだみ赤い血液に染まっている。

  　灼やけるような痛覚が脳のう髄ずいを貫いた。呻うめきさえもう出ない。自分がこれから死にゆくことを自覚することが出来ず、吉荒はかろうじて首をひねり、眼を自分の背後へ動かした。

  　山や羊ぎ色いろの軍服に緋ひ色いろの外がい套とうを羽織った若者が槍の柄えを握っていた。

  　肩に届くほどの銀ぎん灰かい色しよくの髪、翳かげりのある長いまつげと、菫すみれ色いろをした妖しい瞳。文字面通りの長身痩そう躯くは女性と見間違えてもおかしくはないが、こそげ落ちた頬ほおと尖とがった顎あご、その下の喉のど仏ぼとけがはっきりと男性を示している。

  　彼の背後では、先ほどまで真言を唱えていた四人の先達が首と胴体を切り離されて無言のまま横たわっていた。

  「遺言をどうぞ、吉荒大だい先せん達だつ」

  　どこか艶つやのある若者の声が背中越しに届いた。声音には明らかに侮ぶ蔑べつ的なものがにじんでいる。

  　応えようとして吉荒はむせた。声の代わりに出てきたものは暗紅色の吐と瀉しや物ぶつだった。足元にもいつの間にか血溜まりが出来ていた。赤よりも黒に近い色をした血液が下腹からとめどなくあふれ出て、身体が急速に冷えていく。残された力を振り絞しぼり、問いを投げた。

  「いつのまにここへ」

  　若者のぬれそぼった真紅の唇が軽くひらき、嘲あざけるような言葉が洩もれた。

  「二日前からいたよ。木の洞うろに隠れてた」

  「下の連中は囮おとりか」

  「うん。ところで、それが遺言？」

  　屈くつ辱じよくのただなかで、吉き荒らは全て理解した。

  　二日前、若者は高たか尾お山さんに単身潜入し、木の洞に隠れた。同時に囮である本隊は堂々と中央高速にすがたを現し、高たか尾お修しゆ験げんの注意を自分たちに引きつける。通常の警戒であれば侵入者を発見出来るはずが、囮に気をとられた修験者たちは今日このときまで懐中に敵を抱えていることに気づかず、無防備に一いち字じ真しん言ごんの陣を敷いて加か持じ祈き祷とうに意識を集中した。祈祷中が最も襲撃を警戒せねばならないときであるにも関わらず、本来であれば護衛に残すべき新先せん達だつを全て囮相手に回してしまい、本陣を空にしてしまった。

  　姫ひめ路じ兵へい団だんは高尾修験の力を軽かろんじてなどいなかったのだ。むしろ周到に策を練ねり、あたかも軽んじているように、策などないかのように、愚ぐ鈍どんな集団であるかのように見せかけていた。あの大男の慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度も全てがこのときのための布石であったのだ。

  　敵を軽んじていたのは高尾修験の方だった。迂う愚ぐなものたちと決めつけ、山中での優位を良いことに策もないまま力押しで攻め立てた。その結果がこれだ。
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  　もうここには詠えい唱しよう出来るものがいない。真しん言ごんが届かないため、制せい咤た迦かと矜こん羯が羅らはこの世界に存在することが出来なくなり消滅する。そうなればほどなくして二〇号の形勢は逆転するだろう。

  　吉き荒らは最さい期ごの力で背後の若者へ眼を送った。

  「せせこましい作戦だな」

  「お褒ほめにあずかり光栄の至り」

  「名は？」

  「姫路コロニー第三大隊隊長、鳥とり辺べ野のミゲル」

  「三代先まで呪ってやる」

  「呪う方も大変だね」

  　鳥辺野は呪じゆ詛そに嫌味を返すと、槍を引き抜いた。足元に出来た血溜まりへ吉荒の身体が前のめりに崩くずれ落ちる。

  　碧みどりの草むらへ沁しみてゆく緋ひ色いろを眺め、鳥辺野は槍の石突きで吉荒を仰あお向むけに転がした。

  　まだ息があるのか、胸のあたりがわずかに上下している。下腹にあいた穴からは、その脈動にあわせてどろどろとした粘ねん性せいの高い血液が盛り上がり、垂れてくる。

  　鳥辺野は地に膝をつき、血ち潮しおに塗まみれた吉荒の上体を抱き起こすと、目を閉じ、己の紅こう唇しんを死にゆく吉荒のそれに押しつけた。

  　長い研けん鑽さんによって培われた吉荒の験げん力りき――練れん氣き使いにとっては氣き――を口こう腔こうから吸引する。死にかけの肉体であろうとも、心脈さえ動いていれば吸きゆう氣きすることは可能だ。不可視のこの力は宝玉に等しい。鳥辺野の体内へ、高尾山が育んだみずみずしく清せい冽れつな力が染み渡ってゆく。

  　修しゆ験げんの長へ別れを告げているのか、春の鳥の哀しげに鳴く声が聞こえた。鳥辺野は構わず、眼を閉じて吉荒の唇を吸い続けた。

  　至福のときだった。新たな氣の獲得によって細胞のひとつひとつが潤い、充たされ、活性化していく。二日間、飲まず食わずで木の洞うろのなかにいた甲か斐いがあった。千万無量の力ががらんどうの胃の腑ふの底へじかに届き、総毛立つほどの愉ゆ悦えつがそこから湧き上がってくる。

  　甘かん露ろの最後の一滴まで搾り取ってから唇を離した。

  　鳥辺野の口元はもちろん、山や羊ぎ色いろの軍服までも吉荒の血に染められていた。練ねり絹ぎぬのような白い皮ひ膚ふに、黒くろ薔ば薇ら色いろの鮮血が凄せい艶えんに映える。

  　鳥辺野は唾だ液えきの糸を引きながら、恍こう惚こつとした表情で天を見上げて細い呼気を吐き出す。この氣はいましがた吉荒の新しい氣に追い出された古い氣、いうならば氣の排はい泄せつ物ぶつだ。余よ韻いんを楽しんでいるかのように細く長く、時間をかけてそれらを全て吐き出してから、愉ゆ楽らくに濡れた眼を

  乾ききった遺い骸がいへ落とした。

  　吉荒は苦しげに表情を歪ゆがめて絶命していた。鳥辺野は絹に触れるような手つきで亡なき骸がらを地の上に横たえ、遙はるか眼下の国道二〇号を見下ろした。

  　既にして形勢は逆転していた。金かな縛しばりに遭っていた歩兵は息を吹き返し、鎌かま鳥どりも騎き兵へいの手た綱づなに従って修験者の群を蹂じゆう躙りんしていた。験げん力りきの縛いましめから解放されて、いつもよりもひときわ派手に血煙をあげる岩いわ佐さ木きのすがたも確認出来た。

  　戦いは勝利に終わったようだ。鳥とり辺べ野のは岩のうえに腰を下ろして部下たちが修験者を虐ぎやく殺さつするさまを見守った。全身を朱あけに染めた岩いわ佐さ木きが山頂に現れたのは、それから一時間後のことだった。

  「お見事でありました、大隊長。こちらの完勝ですよ」

  　ほがらかな声を投げてくる。かさぶたのように凝固した返り血のむこうに、呵か々かとした岩佐木の笑みがあった。

  「被害は？」

  「死んだのが二人、ひどい怪け我がをしたのが五人であります」

  「関東の足がかりと引き替えなら、そのくらいかな」

  　無機質な鳥辺野の物言いに、一瞬だけ岩佐木は表情を強ばらせたが、すぐにまたいつもの鷹おう揚ような調子を取り戻す。

  「なにはともあれうまくいきました。腹が減っておられるでしょう。なにか食いますか」

  「いや、いらない。大だい先せん達だつから素晴らしい氣をいただいた。いまの僕は力に満ちあふれているよ」

  　傍かたわらの吉き荒らの死し骸がいをちらりと見て、鳥辺野は凄せい艶えんな笑みを浮かべた。

  　ふう、と息を抜いて岩佐木は地に直接腰を下ろして征服した眺望を楽しむ。つゆのまに万ばん夫ぷ不ふ当とうの武者すがたが先ほどまでのだらしない肥満体へと戻ってしまう。

  　日射しが遮さえぎるものもなく山頂の二人を包み、木立からは名も知らぬ鳥のさえずりが流れてくる。枝し垂だれ桜ざくらが三本、淡紅色の花弁で枝のさきまであでやかに彩っていて、そこから舞い散ったものが蒼ずんだ空を斜めに横切り尾根の方へと流れてゆく。

  　軍服の袖そでで流れる汗をぬぐいながら彼方かなたへ眼を送り、岩佐木は景色にむかって挨あい拶さつをする。

  「なつかしのふるさとよ。不ふ肖しよう岩佐木満みつ男お、四五才、いまここに帰郷いたしました」

  　言葉通り、岩佐木はもともと関東出身だ。この地を旅立ってから、実に三〇年ぶりの故郷だった。懐かしい匂においを孕はらんだ風が心地よく岩佐木の胸の奥へと沁しみていった。

  　鳥辺野も岩佐木と同じ方向へ眼をやり、

  「ビルがたくさん建っているところが新しん宿じゆく？」

  「おぉ、ご明めい察さつです。いかにもあれがかつての新宿副都心です」

  　春はる霞がすみの彼方、新宿副都心の高層建築群が薄灰色をした延べ板のすがたに見えた。帰郷の喜びを抑えられないらしく、岩佐木の声がいつになく弾んでいる。

  「天子が逃げ込んだのは調布ですから、あのビル群より手前ですな。もうすぐそこです」

  「手が届きそうだ。カヲル、元気かな」

  「調布では久く坂さかユーキを名乗っているとか」

  「澁しぶ澤さわカヲルでいいのにね」

  「色々と不都合があるでしょうからな」

  「久坂ユーキ、か。カヲルの方がいいのに」

  　身勝手な物言いをしてから、鳥とり辺べ野のは酷こく薄はくな笑みを浮かべて言葉をつづける。

  「また逃げられると厄やつ介かいだから、準備はぬかりなくやろう。しばらく高たか尾おに腰を据えて情報収集につとめる。必ず捕まえられるときに動けばいい。時間はたっぷりある、焦らずいこう」

  「動くのはいつごろになりますか」

  「状況次第だけど、五月をめどにしよう。あと一カ月もすれば姫ひめ路じから増員が来る。それまでは調ちよう布ふ新しん町まちの住民に探りを入れて、買えそうな人間がいれば買う。とにもかくにもいま欲しいのは情報だ」

  　答える鳥辺野の傍かたわらで枝し垂だれ桜ざくらが散ってゆく。

  　桜吹雪ふぶきのなか、山頂の強い風にあおられ、緋ひ色いろの外がい套とうと紗さ綾や形がたの紋もん章しようを描いた軍ぐん旗きが不吉な音を立ててはためいた。


  


  　　　四．

  

  「キャラバン？」

  　タマの問い返しに、ユーキは一つうなずいた。

  「三泊四日、旧首しゆ都と圏けんを巡って物資を採集する旅だ。お前も同行しろ」

  「いやだ」

  「吹くぞ」

  「い、いくよ。いきゃいいんだろうが」

  　ユーキは表情を変えずに再びうなずくと手を合わせ、いただきます、と律した声で言った。その傍らでリオも軽く頭こうべを垂れ、静かな朝食がはじまる。

  　障しよう子じ窓まどに濾こされた朝の光が包み込む、久く坂さか家の居間だ。ちゃぶ台には麦の雑ぞう炊すいと少量の塩。この町へ連れてこられてから一カ月が経ち、最近はリオの希望によりこうやって久坂家で食卓を囲むことがおおくなった。

  　その間、タマは拒否権もなく命令されるまま小屋を建てたり畑を作ったり用水路を敷いたり哨しよう戒かいに出たり狩猟に出たり伐採に出たりユーキの肩をもまされたりする一いつ介かいの奴ど隷れいと化していた。もちろん夜間は鉄てつ枷かせをかせられて馬小屋で寝る。習慣とは恐ろしいもので、いまはそのことが当たり前になってしまって大した苦痛でもない。

  　畳たたみのうえにあぐらを組み、タマは朝食の雑ぞう炊すいをひといきでかきこむと「食い足りない」と独りごちた。ついでとばかりに腹が鳴る。リオが軽く微笑ほほえみ、ユーキの侮ぶ蔑べつが舞い降りた。

  「よく鳴る腹だ」

  「過か酷こくな労働に耐えてるからな」

  　タマの返事を黙殺し、ユーキは雑炊をかきこむと、すぐに音をたてて器を戻した。

  「ごちそうさま。行ってきます」

  　リオが「いってらっしゃい」と書かれた紙を掲げ、タマとユーキは連れだって家を出た。

  　外は快晴だった。なま暖かい五月の薫くん風ぷうが調ちよう布ふ新しん町まちを吹き抜けてゆく。

  　多た摩ま川がわの堤防沿いに耕地が広がり、黒々とした土のうえに青菜が何列も並んでいる。水田では田植えがはじまっていて、老いも若きも総出で腰をかがめて苗を差し、雀すずめの群がそのうえでさえずっていた。

  　制服に着替えたユーキの背中について、タマは畦あぜ道みちを歩いていく。タニシが多く住まう水田の水は清々としていて、畦の青草ではカエルやテントウムシが幸せそうに日の光を浴びていた。

  作業中の人々がユーキに気づいて声をかける。ユーキも挨あい拶さつを返したり、手を軽く振ったりしてそれに応える。みなにこやかな顔を彼女にむける。ユーキはこの町の守護者であり、みんなの人気者だ。

  　広々とした耕地のむこうには廃はい墟きよとなった高層マンションの連なりがまだたたずんでいた。なかには斜めに傾かしいだものや全壊したものもあるが、おおむね昔のすがたを留めている。高圧線の鉄塔も、全体を蔦つたに覆おおわれてはいるものの六〇年前の構造をいまだかろうじて保っていた。それ以外には視界を遮さえぎるものはなく、青い空と緑の堤防、広々とした耕地がどこまでもつづく、穏やかな武む蔵さし野のの春だった。

  　畦を抜け、用水路にかかる小橋を渡り、散在する民家をこずえのむこうに眺めつつ、ひび割れだらけのかつての舗装道路を歩いてゆくと、進路に大きなスタジアムが見えてきた。ユーキは相変わらず前だけをむいたまま、

  「大きな戦いくさのとき、女子供はここに避難することになってる。覚えとけ」

  「へぇ」

  　鼻で返事した。こうしたスタジアムを城塞代わりに利用するのはさして珍しい手ではない。観客席の外壁がそのまま城壁として使えるし、客席の外輪から寄せ手へ矢を射かけることも出来る。建物は二〇メートル近いなかなか立派な外壁を備えていた。

  「ここだ」

  　ユーキの足が止まった。鹿しし垣がきに囲われて敷地の中は見えないが、こぢんまりとした門の傍かたわらに墨すみで書かれた『調布新町中央役場』の看板があった。

  　なにも告げずに門をくぐり、ずかずかと中庭を横切る。腰がくの字に曲がった老人が掃き掃除する傍らで、軍鶏しやもが地面をつついていた。邸内は質素な長屋が二棟と、二階建ての木造家屋が一棟。長屋の縁側で猫がひなたぼっこしている。ユーキは二階建てへ足をむけ、土間口で来訪を告げた。

  　すぐに通され奥書院に座す。南にむいた障子紙へ斜めに陽が差し込んでくる。座ざ布ぶ団とんのうえにあぐらを組むと、ユーキに不作法を叱しかられた。

  　正座した足がしびれはじめたとき、ふすまが開いて初見の女性が現れた。

  「ごめんなさい、待たせちゃったね」

  　せかせかと座布団に座る。年は二〇代後半くらいだろうか。質素なブレザーに紺のスカート、髪の毛を肩口あたりで切りそろえている。タマの顔を見もせず片手に持ったなめし革の手帳をひらき、鉛筆の先で頭を掻かきながら早口でまくしたてる。

  「斎さい藤とうさんがなんだかもう、首が痛いとか肩がこったとか背中がかゆいとか、もううるさくてうるさくて。あの人ってば兵士職のくせに鍛錬の時間になると病気になるの。そのくせ暇だとかいって長屋から抜け出して、大した用事もないのにこっちに来てくだくだくだくだ、しょーもないことばっかり言ってるの。困ったものよね。だいたいそんなのわたしに言ってどうなるの？　それ言うと痛いのとか肩こりとか消えるの？　ねえ？　ひょっとしてあれはアレかしら。わたしに構ってほしいのかしら。まっさかねー。そんなわけないよねー。ねー？」

  　おもむろに質問され、タマは答えを考えたが、それより先に彼女の言葉が降ってきた。
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  「あら、あなたがあれね、タマちゃんね。はじめまして、調ちよう布ふ新しん町まち生活課課長、一いちノの谷たに景けい子こです。課長っていっても部下いないけど。今度のキャラバンでリーダーやりますから道中よろしくね」

  「あ、はぁ、どうも」

  　なんとなく挨あい拶さつを返した。もとから明るかった一ノ谷の表情が、さらにもう一段階ぱっと輝く。

  「あら、なんだか聞いてたより素直じゃない、ねえ？　ユーキは野獣みたいだとか言ってたけど、全然普通じゃない、ねえ？」

  　タマはユーキをにらみつけたが完全に無視された。全く動じる気配もなく、ユーキも言葉を返す。

  「キャラバンのメンバーは決定しました？」

  「え？　あぁ、キャラバンね。うん、あのね、斎さい藤とうさんが行きたがってたけど、ほら、こっちの守りがいなくなるでしょう？　高たか比ひ良ら町長が奥おく多た摩まに出張してて、ウッシーと靜しずちゃんが護衛してるから、斎藤さんまで出かけると兵士がこっちに誰もいなくなっちゃうのよ。でもそろそろ調達にいかないといろいろ不便だし。だから今回は、ユーキとタマちゃんにがんばってもらおっかなー、って思ってるの。ね、荷車の護衛、出来るよね、タマちゃん？」

  「護衛仕事かあ。土木作業よりはそっちのがいいかな」

  「わたしに刃をむけたら、吹くからな」

  「あのなあ。ちっとは信用しろよ」

  「ねぇ、そうよねえ。うん、タマちゃんがそうしてくれると助かるのよ、だってユーキとおんなじくらい強いのよね？　すごいよねー。ユーキ一人でここらへん一帯の有名人なのに、それが二人もいてくれたら、もうこの町も全然安あん泰たいよねー」

  「この奴ど隷れいの腕はわたしも認めます。信用はしませんが」

  「ケッ」

  　一ノ谷は目線で二人をなだめると、キャラバンの日程表を差し出した。

  【一日目　出発～新しん宿じゆく到着～夜営

  　二日目　新宿にて採集活動～午後出発～渋しぶ谷や到着～夜営

  　三日目　渋谷にて採集活動～午後出発～二ふた子こ玉たま川がわ到着～温泉にて行楽～夜営

  　四日目　午前出発～調ちよう布ふ新しん町まち帰着】

  　タマは簡単に目を通して頷うなずいた。特とく進しん種しゆを二人揃そろえればなんとかくぐり抜けられる旅路だ。

  　ユーキの留守中、リオは役場の人が世話するとのこと。一ノ谷の笑顔にユーキは深々と頭を垂れて感謝の言葉を口にした。　

  　出発はその日の午後だった。

  　リオに見送られてタマとユーキが旅支度を調えて家を出ると、幌ほろ馬ば車しや二台に御ぎよ者しや二名、それに馬車のものとは別に鞍くらを置いた馬二頭が町の出口で待機していた。馬の様子を見ていた一いちノの谷たにがユーキ達に気づいて手を振る。

  「やっほー。いい馬が残ってたよー」

  　思ったより立派な幌ほろ馬ば車しやだった。馬の方も毛け艶づやよく、筋肉が張っていて、結構な量の物資を運うん搬ぱん出来そうだ。

  「で、おれの武器は？」

  　気になっていたことを一ノ谷に尋ねた。タマの二本の短剣は、あの日ユーキに敗れて以来、役場が保管していた。今回は護衛役ということで返してもらえるはずだった。その問いにユーキが応える。

  「戦いになったら一ノ谷さんからお前に渡す。終わったらまた返すんだ」

  「なんだそれ。信用ねーな」

  「信用なんか出来るか。いいか、キャラバンにお前を同道させるのはこの呼び子でいつでも自在に操れるからだ。お前の人間性を認め、信用したからじゃない。そのことは覚えておけ」

  　居い丈たけ高だかなユーキの物言いに、タマは横をむいてケッ、と答えた。二人の様子を眺めた一ノ谷が話を変える。

  「じゃーん。御ぎよ者しやさんは二人とも霧生きりゆう館かん道場の門下生さんでーす。氣きはそれなりに使えるから、あてにしていいわよー」

  　馬車を繰るのはまだ一〇代半ばの少年たちだった。二人とも坊主頭に学生服を身につけている。

  「財ざい前ぜん直なお道みちともうします。久く坂さかさんとご一いつ緒しよ出来て光栄です」

  「式しき島しま和かず彦ひこです。未熟者ですがご容よう赦しや願います」

  　ユーキが挨あい拶さつを返し、そのあとに馬車を点検する。

  　御者台には連絡用の伝でん書しよ鳩ばとを入れた編あみ籠かごが吊つり下がっていた。なにかあったときは町からつがいの鳩がこの鳩をめがけて飛んでくる。逆の場合もしかり。馬車になにかあったときは、この鳩を町へ飛ばす。いまの時代、伝書鳩は主要な遠えん隔かく地ち通信手段だった。

  「こっちの馬はユーキとタマちゃん用」

  　一ノ谷が二頭の手た綱づなを引いてきた。鹿か毛げと栗くり毛げの若わか駒こまだった。タマは栗毛のあぶみに片足を置き、

  「馬か。久しぶりだ」

  　鞍くらにまたがり、首を一度叩く。ユーキも鹿毛に足をかけると、タマへ声をかける。

  「鞍あん上じようで剣を振るか？」

  「状況による。基本は降りて振る人」

  「わたしもだ。馬はあくまで移動用だな」

  　背筋をぴんと伸ばしたユーキの騎き乗じようすがたはなかなか凛り々りしい。タマは猫背気味のややくせのある姿勢だが、慣れた手つきで手綱を繰る。

  　ユーキが一行の先頭に立つ。タマがその斜め後ろにつき、後方へ幌ほろ馬ば車しや二台がつづく。

  　午後二時、一行は甲こう州しゆう街道に轍わだちを刻み、馬首を東へとむけた。

  

  　春の日射しを浴びながら、タマは悠ゆう然ぜんと馬を繰り、甲州街道沿いの廃はい墟きよへと眼を送った。もうすっかり見慣れた、ひび割れた灰白色と若々しい緑の混在する景観だった。

  　道の両側に居並ぶコンクリート建築群は立ち枯れた雰ふん囲い気きをまとっていて、ひび割れた壁面は蔓つる草くさに覆おおわれ、窓ガラスが全部割れてしまっているものや、屋上がほとんど雑草の茂みになっているもの、壁面に大穴をあけた状態で、後ろ手をつくように斜めに傾かしいでしまっているものなど様々だ。

  　へしおられた交通標識や信号機、かつて車だったのであろう錆さび付いた鉄塊、切れた電線、横転した大型トラックと、その荷台からあふれ出た鉄骨。道のうえに散在しているそれらはみな植物の苗なえ床どことなり、淡い緑色のなかで音も立てず眠っていた。

  　道の直上は首都高速の高架がまだ残っている。進むうちに橋が倒れている箇か所しよも散さん見けん出来て、そこでは青空がひらける。横倒しになったり、一定の区画だけが前のめりに崩くずれ落ちたり、壊れ方も多種多様で、崩ほう落らく箇所では車両の残ざん骸がいも多く転がっていた。

  　路上は雑然としているが、勇気ある交易商のために一定の通行スペースが常に空けられていて、キャラバンはその空いた路面を選んで進んでゆく。道の状態が良いところもあれば悪いところもあるが、進めなくなるほどの障害物は既に撤てつ去きよされている。途中、どうしようもないほどアスファルトが隆りゆう起きしていたり陥かん没ぼつしていたりするところは全員で馬車を押したり持ち上げたりして通った。

  　やがて日射しが傾いてきた。こがね色の光がキャラバンを背後から照らしてくる。進路上に長い騎き影えいが曳ひかれた。

  　そのとき不意にタマの眼に、不吉な影が映じた。

  　隣の棟に寄りかかるように崩れている前方の建物のベランダに獰どう猛もうそうな鷹たかが五羽ほど留まってキャラバンを見下ろしていた。どの鷹も胴体は一つなのに頭が二つあり、くちばしの先端には乾いた血の色がついていた。

  　いわゆるバケモノである。

  　六〇年前、世界中で大だい猖しよう獗けつした新種感染性ウイルスは、幾度もの変異を経たのち水平遺伝子伝達を成し遂げ、種の壁を越えてあらゆる生物のゲノムに侵入し、適性のない99パーセントの生物を死に至らしめ、適性のある１パーセントの生物の生せい殖しよく細胞に寄生した。

  　その結果、変異生殖細胞から産まれ出た異形の生物が地に満ちている。すがたはいびつだが、彼等は汚染された世界に適応した進化種である。そして人々は彼等を「バケモノ」と呼ぶ。その文脈でいえばこの汚染された世界を生き延びている人間もバケモノなのだが、そのあたりは不問のようだ。

  　と、先頭をいくユーキの馬が止まった。

  「なにかくる」

  　鞍くらから下りてそれだけ言う。タマも目を閉じて感覚を研ぎ澄ませた。ユーキの言うとおり、通常とは性質の異なる振動のようなものが、新しん宿じゆく方面から大気を通じてわずかに伝わってくる。

  　タマは御ぎよ者しや台だいに座すわる財ざい前ぜんと式しき島しまへ眼を送った。

  「バケモノが来るぞ。馬車を路脇へ持っていけ。一いちノの谷たにさんは隠れた方がいい」

  　一ノ谷が頷うなずき、幌の内側へ避難した。財前と式島も速やかに馬車を退避させる。

  　その間、ユーキは下した氣き海かいに涵かん養ようしていた練れん氣きを呼び出し、その不可視の鎧よろいを身体の周辺にまとった。そして練ねり上げた氣きをつま先へ移動させて、跳躍する。

  　つま先に集合させた氣の塊かたまりが跳躍板の役割を果たし、上方への推進力が倍加されている。加算される推進力は氣の密度に比例する。よく練られた氣ほど、より高く遠くへ飛べる。

  　飛びながら、ユーキの身体は中空で半回転した。蹴けった右足の推力が強すぎて身体が回転してしまう。長い右足が伸びきり、完全に頭が進行方向と逆をむいたところで左の踵かかとが雑ざつ居きよビル三階の壁面を捉える。

  　コンクリート面と踵の間に挟まれた氣が、再び光り輝く跳躍板となる。

  　光の粒子を散らしながらユーキはさらにもう一段跳躍、地面から二〇メートルほども上方にある首都高速の側壁上に両足を置いた。彼女の眼下で鷹たかが舞っている。タマは思わず口笛を吹いた。悔しいが、ユーキはタマがこれまで会ったなかでも最も優れた練氣使いだ。

  　ユーキはしばらくのあいだ新宿方面を睨にらみつけたあと、側壁から身を投げた。

  　頭をしたにして真っ逆様に落ちてきて、地面につく寸前に猫のように身体をひねり、練氣を踵に集合させて文字通りふわりと着地する。

  「新宿の方から牛みたいな群が来る。四、五〇はいるぞ」

  　ユーキの言葉通り、地から伝わる振動が徐じよ々じよに増幅している。

  「もしかして角が四本あるやつか？」

  「あぁ、それだ」

  「お、ラッキー。美う味まいんだよ、あいつら」

  　タマの言葉を、しばらく無言で受け流していたユーキは、真剣な面もちで傍らを振り向いた。

  「お前は、バケモノを、食べるのか」

  　一語一語確かめるように問いかける。タマは平然と、

  「あぁ、食える食える。美味いのもいるんだよ、なかには」

  　ユーキはまじまじとタマの横顔を観察してから、強ばった声をあげた。

  「わたしは食べないぞ。食べるなら一人で食べろ」

  「なんでもいいけどどうするんだよ。戦う気ならおれの武器返せ」

  「……ここはわたし一人でいい。お前は黙って見てろ」

  　ユーキはタマの目前へ進み出ると腰を落として低く構えた。

  　地面の振動が大きくなる。新しん宿じゆく方面へ眼をこらすと、青灰色の塵じん芥かいがもうもうと舞っている。

  　ユーキの呼気が短く鋭くなる。鞘さやに収まったままのサーベルの剣けん尖せんが腰の後ろに回る。手に持っているのは日本刀ではないが、これは居い合あいの構えに近い。

  　寂しんとした翡ひ翠すい色いろの眼が、髪の毛の隙すき間まから甲州街道の先を見つめる。新宿方面へは道がやや左側へ湾わん曲きよくしており、バケモノのすがたは地上からはまだ見えない。

  　姿勢は低く、膂りよ力りよくを溜め込む。いや、この場合は溜めた氣きを呼吸と一いつ緒しよに呼び出している。呼び出されたものは右手の氣き街がいに集積され、許容量を超えたところで、ほとんど物質化したそれが刀身へ籠こもっていく。練れん氣き使いでないタマにも、その様子がはっきり見えた。

  　――練氣使イニ「溜メ」ノ時間ヲ与エタ事ガ、変異牛ノ敗因ダ。

  　タマのこころのうちから、タマのものではない声が聞こえた。タマもそれはわかっているが、声の主のことは無視しておいた。

  　まもなく道の先に敵が見えた。

  　カーブを曲がりきり、不幸なバケモノ達がなにも知らず死地へむかってまっしぐらに駆け込んでくる。
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  　体格も形状も毛並みもだいたい牛のそれだ。だが上下の顎あごと角が普通のものではない。異常発達した下顎から凶悪そうな牙きばが上向きに突き出て、さらに上顎はそれよりも二回りほど肥ひ大だいしていた。反はん芻すうしているのか、大量の涎よだれがかみ合わせの悪そうな側口部から漏れて中空へ糸をひいている。そして頭部には湾曲した角が四本、決然と天を指している。

  　それらバケモノが五〇体ほど密集し、灰かい燼じんを撒まき散らして突っ込んでくる。二〇〇もの蹄ひづめの下でアスファルトが砕くだける。錆び付いた車両に正面からぶち当たり、吹き飛ばし、粉こな微み塵じんに踏み砕いて、猖しよう狂きようの咆ほう吼こうをあげる。

  　一頭あたり六〇〇キログラムとすると、群では三〇トン近い重量だ。それがこちらへ一直線に駆け込んでくる。路上の散乱物が細かな欠片かけらになるまで蹂じゆう躙りんされてゆく。

  　ユーキはまだ剣を抜かない。充分に引きつける。右肩は前方に押し出し気味に、右手の先まで腰の後ろへ回っている。捻ねじられた上体に張りつめた氣が巡り、解放のときを待っている。

  　震動が足下から膝を伝い腰まで届く。タマの視界は遂ついに上下に揺れはじめる。変異牛の真紅の瞳が見えた。突き出た牙の、個体による形状差までわかる。ユーキは、それでもまだ撃たない。視界のうちを占めるバケモノの比率が上昇してゆく。

  　角どころか一頭一頭の毛け艶づやまで判別がつく。変異牛の開かれた口こう腔こうの中身、眼球の毛細血管、突き出た牙の先端の黄ばみまでも視認出来、口づけが出来るほど間近に異形のものの顔があり、柄で額を小突けると確信したそのとき――風景が裂けた。

  　中空に響いていた音の粒子が全て、裂け目へと吸引された。

  　腰の後ろに回っていた剣けん尖せんは、いまやユーキの斜め上方で残光をまとっていた。

  　剣尖が辿たどった軌跡から、こがね色の光があふれ出る。

  　それは膨ぼう張ちようしてゆく。

  　角かく膜まくを炙あぶり、網もう膜まくを灼やき、視神経が軋きしむほどの光こう芒ぼうがはしる。

  　鼓こ膜まくを突き破り、半はん規き管かんを砕くだき、脳のう髄ずいまで貫き通すほどの破は裂れつ音が轟とどろく。

  　そして光は駆け抜けてゆく。

  　いにしえの賢者が祈りと共に紅海を割ったように、建築材の飛沫しぶきを噴き上げ、こがね色の一撃が廃都をふたつに引き裂いてゆく。

  　上空を遊ゆう弋よくしていた鳥は、密集していた建築物群が砂の上の城さながら真ま一いち文もん字じに割られるさまを見た。

  　まばたきするほどの一刹せつ那な、光は首都高速の高架を砕き、橋はし桁げたを横ざまに倒し、それでも止まらず車線のむこう側の雑ざつ居きよビル群に衝突し、一〇階建てビルのどてっ腹に風穴をあけ、さらに路地裏を走り抜けて裏通り沿いにあったアパート一棟と住宅四棟を跡形もなく粉こな微み塵じんにした。

  　射線上に居合わせた者たちの悲鳴も絶叫も聞き取れなかった。

  　ただ衝撃波に遅れて、夕焼け空に高々と舞い上がる血ち飛沫しぶきと肉にく片へん、粉ふん塵じんと瓦が礫れき、石灰と鉄骨とコンクリートの乱らん舞ぶがあった。

  　重く低い鳴動が地を伝っていく。地下深い岩盤まで振動が染み通っていき、大地を根底から身震いさせる。

  　氣き弾だんが抉えぐった箇か所しよを中心にして、水面の航跡さながらに周囲の建物が崩くずれ落ちてゆく。耐久年数の限界をとうにこえて、かろうじて立っているだけだった建築物たちはいまようやく地に横たわることを許されたようだ。同時に舞い上がった大量の煤ばい煙えんと塵じん芥かいが、あかね色だった空を暗い色へと塗り込めていく。

  　倒壊の残ざん響きょうがやまない。遠く近く、廃はい墟きよが啼ないているかのように、いつまでもおんおんとこだまをつづける。やがて雨のように、上空へ打ち上げられたものが音を立てて降りもどってきた。

  　静寂がまた廃墟を包み込み、しばらく経ってから、一連の事態を見守っていた第三者たちは我に返った。

  　路脇から様子を眺めていた財ざい前ぜんと式しき島しまは、脚の震えがおさまらず、その場に尻しり餅もちをついた。

  　タマも口をあんぐりとあけ、予想を遙はるかに越える惨状に言葉を失う。

  「すごいな」

  　サーベルを鞘さやに収め、自らの破壊の跡を一いち瞥べつし、ひとごとのようにユーキは言った。

  　氣弾はアスファルトごと抉っていた。特大のスプーンで表面を掬すくったかのように、緩ゆるい弧状の痕こん跡せきが路上に刻まれている。その通り道の建物はきれいに左右へ倒壊していた。よく観察すると路上には、変異牛のなれの果てとおぼしい肉にく塊かいがいくつか転がっていた。破壊の女神はみなの方を振り返り、前方を指さす。

  「ここまで壊れると思わなかった。引きつける必要は無かったな」

  　少しうれしそうに言う。タマは顔を引きつらせつつ、

  「なんかその技、前よりすごくなってないか？」

  「一カ月ほど氣きを練ねっていた。そのぶん威力も増す」

  　なんでもなさそうに、つらりと述べる。氣は、日頃から溜めた分を戦闘で消費する仕組みになっている。呼吸器系特とく進しん種しゆであれば戦闘中でも蓄ちく積せきは可能だが、通常の使い手は使い切ってしまうとまたしばらく時間を使って溜めなければならない。

  　長い期間に渡って溜めるほど威力を増す……と聞いて、タマの頭に小こ粋いきなジョークがひらめいた。

  「つまりあれか。あれみたいなもんか」

  「？」

  　タマは固形排はい泄せつ物ぶつの俗称をユーキにむかって投げつけた。そして爽さわやかに微笑ほほえむ。

  「一カ月も溜めてれば、そりゃすごいのが出るよな」

  　ユーキは、すぅぅ、と長く息を吸い込んでから呼び子を口に含み、眼を閉じて頬をふくらませ、ぴぃぃぃぃぃぃ、と高らかに吹いた。

  　タマは地面に横になり、ミミズのようにのたうちながら、

  「か――――――――ゆ―――――――――――い――――――――――――」

  「お前がゲスなことを言うからだ！」

  　頬を紅こう潮ちようさせ、ユーキが怒鳴る。タマにとっては小こ粋いきなジョークだが、ユーキにとっては問答無用のハラスメントだった。

  「や――――――――め―――――――――――て――――――――――――」

  「氣きとそんなものを一いつ緒しよにするな！」

  　ぴぃぃぃぃ。ぴぃぃぃぃ。ぴぃぃぃぃ。怒りのあまり、何度もタマの体内ウイルスに攻撃命令を送り込む。

  「言いま―――せ―――ん―――。もう―――言いませ―――ん―――」

  　振り絞しぼったタマの声が頼りなく瓦が礫れきの街に響く。みかねた一いちノの谷たにが荷台から飛び出してきて制止するまで、ユーキは呼び子を吹き続けていた。

  

  　御ぎよ者しや台だいの角ラン灯タンに火が灯り、頭上高くに星々があらわれた頃、一行はようやく新しん宿じゆく南口に到着した。

  　東の空の低いところに大きな臥ふし待まち月が浮かんでいた。夜空から噴き出たもののように輪りん郭かくもくっきりと、ただれた真っ赤な光を死に絶えた街へ投げかけている。

  　往時、光の七彩で金きん襴らん華か麗れいに飾り立てられていた不ふ夜や城じようは、いま赤あか錆さび色いろの月光だけをわびしげに羽織っていた。

  　道路、鉄道、通信施設、電気、ガス、上下水道、全ての都市インフラが停止してしまった現在、新宿に限らず過去の大都市はほとんどが無人の廃はい墟きよと化していた。

  　なにしろ水がない。そのうえ土地も生産性はない。交易路は障害が多く未発達だから、宿場町にもなりえない。いまを生きる人が新宿に住む理由はなかった。

  　だが過去の大都市がいまも保持する魅力がひとつある。

  　手つかずのままそこに保存されている耐久財である。

  　六〇年前、ウイルスとの戦いに勝ち残った１パーセントの人々――首しゆ都と圏けんに限定すれば約一二万人の人々は、それからを生き延びるために都市に残された食料、飲料水などを命を賭して奪いあった。

  　レトルト、缶かん詰づめ等の保存用飲食物までもが消費しつくされてから、彼等はようやく都市生活を捨てて狩猟採集生活へ移行することを決意する。

  　不毛の大都市からより生産性の高い土地へむけて、人々の大移動がはじまった。

  　そののち、山野における採集生活が軌道にのりはじめた頃、彼等は都市に眠る膨ぼう大だいな耐久財の回収を思い立つ。

  　衣食住のうち、それまでは食だけだったのが、快かい復ふくするうちに衣類と住宅、それに娯楽に関しての欲求が出てきていた。

  　服飾用の布地、寝具、家具、食器、文房具、酒やタバコなどの嗜し好こう品ひん、教育用の書しよ籍せき類、小説や漫画などの娯ご楽らく本ぼん、それになによりも油。かつて廃はい棄きした街にはそれら宝の山が眠っている。

  　はじめのうちは、回収範囲は手近な町に限られていた。だが年月が過ぎるうちに近隣の物資は枯こ渇かつしてくる。徐じよ々じよに遠くへ出かけざるを得なくなる。やがて商隊を組んで物資回収の旅に出る共同体が現れはじめた。

  　だがこれはひどく難航した。

  　そのころ既に、都市への交通路には変異動物――バケモノが猖しよう獗けつしていたのである。

  　物資回収へ旅立った者達が帰らないことが増えた。

  　バケモノの攻撃力が非常に高いため、これを防ぐにはそれなりの資金を投下した護衛が必要となり、そうすると旅は赤字が出た。

  　結果、ほとんどの共同体が物資回収には二の足を踏んだ。

  　それよりもむしろ、共同体内部で生活必需品を生産するのが賢けん明めいということになった。

  　こうしたバケモノの大規模跳ちよう梁りようが、物流を滞らせて経済発展を阻害し、少ない物資を巡って共同体相互の争いを生み出しているとも言える。

  　一方、調ちよう布ふ新しん町まちの場合。

  　ここは新宿に最も近い共同体である。荷馬車を用意することが出来て住民も食は足りている。さらに専門の兵士――特とく進しん種しゆを四人も常備している。

  　常備軍を擁ようする共同体は東とう京きよう近郊にはまだ少ない。生産性の無い軍隊を維持運営出来るほどの経済力を持つのは限られた一部の大規模共同体だけだ。

  　だが、軍は維持出来なくても特進種であれば維持出来る。純粋にコストの問題だ。特進種を専門の兵士として訓練育成し、戦闘力に関しての一切を委ねる方式を調布新町は採用していた。

  　その中核にユーキがいる。

  　彼女一人分のコストで、一〇〇人規模の軍隊を常備しているほどの軍事的経済的効果がある。調布新町町長にとっては久く坂さかユーキ様々だった。近年における町の隆盛にユーキほど貢献した人間はいない。

  　現在、新宿の経済財はほとんど調布新町が独占している。彼女の卓たく越えつした戦闘力があってはじめて可能な占せん有ゆうだ。この時代、優れた特進種を保持する効用は大きい。

  　ユーキがタマを飼い慣らそうとしている理由がここにある。ユーキは力ずくでタマをねじふせ、その下げ卑びた人格を矯きよう正せいして調布新町のためにその力を使役したい。それにより町のみんなが幸せになれると、彼女は無ぶ骨こつに信じている。

  「殺す気かよ」

  　先ほどの呼び子の件についてまだ文句を言いながら、タマは馬を下りた。

  「お前が悪い」

  　吐き捨てて、ユーキは荷台の薪まきの束を抱える。

  「まあまあ、なにはともあれ無事に着いたんだから良かったじゃない、ね？　みんな大丈夫？　疲れなかった？」

  　一いちノの谷たにがせわしくまくしたてながら鉄鍋と脚台を担かついで荷台から下りる。

  「星がきれいですね。よく眠れそうです」

  　屈くつ託たく無く言いながら、財ざい前ぜんが薪を並べ、式しき島しまが焚たき火びを起こす。

  　野営地は新しん宿じゆく駅南口前の広場だった。

  　石いし畳だたみはそこかしこがひびわれて雑草が繁はん茂もしていた。六〇年前に広場の一角を占めていたシアトル生まれの喫茶店は半壊していて、雑多な植物の温おん床しようとなっていた。

  　線路を挟んだ向こう側に、星空をくりぬいてかつての有名百貨店と、携帯電話会社が建てた真っ白な塔とうがそびえていた。二つの巨大建造物は赤あか錆さび色いろの月明かりに壁面をただらせながら寂せき然ぜんとしていた。

  　やや湿り気を帯びた地面に寝袋を車くるま座ざに並べ、各々そのうえに座って焚き火を囲む。

  　一ノ谷が鉄製の四脚に鉄鍋を据え、用意していた豆と大根を味み噌そで煮る。

  　穏やかなひとときだった。火を囲む五人の表情も、道中に比べてほっと和んでいる。まだバケモノを警戒する必要はあるものの、火があることで安心出来る。威圧感のある深い暗闇も、この一角だけは忍び寄ることが出来ない。薪のはぜる音が無人の街へただよい流れていく。

  　ほどなくして周囲に良い香りが漂いはじめた。芳かんばしい赤味噌の匂においが、春の夜のたわんだ空気へ溶けていく。

  　蓋ふたをあけようとした一ノ谷の横合いから、おもむろに声が届いた。

  「これも鍋に入れようぜ」

  　振り向くと、巨大な肉にく塊かいを片手に微笑ほほえむタマがそこにいた。

  「なにそのお肉？」

  「さっきの変な牛の肉。いい感じのが道ばたに落ちてたから、拾っておいた」

  　一ノ谷の顔が引きつり、ユーキの罵ば声せいが響く。

  「こら奴ど隷れい！　そんなもの入れるな！」

  「なんでだよ。美う味まいんだって。おれ、ずっと前からバケモノ食ってるけど平気だぜ？　食える、食える」

  「お前の身体は特別だ！　普通の人間と一いつ緒しよにするな！」

  「なんだよそれ。ひでえよ。おれはただ、おいしいから分けてやろうと思って」

  「はいはい、二人とも喧けん嘩かしないでね。牛の肉は怖いひともいるから、みんなの食事が終わったら鍋にいれましょう」

  　一ノ谷にあやされて、タマとユーキは口をつぐんだ。どうもこの二人は、口をひらくと喧嘩になってしまう。

  　ほどなくして大根に火が通り、青菜を入れて、一いちノの谷たにが取り分けたものをみなでいただく。質素だけれどおいしい。タマの顔に笑みが浮かんだそのとき不意に、式しき島しまが頓とん狂きような声をあげた。

  「あ、骨っ」

  　目線の先を追うと、焚たき火びに照らされて草くさ藪やぶのなかに這はいつくばる人骨がいくつかあった。ひびわれた髑どく髏ろの眼がん窩かから蔓つる草くさが芽め吹ぶいている。タマは醒さめた様子で、

  「別に珍しくないだろ」

  「あ、そうなのですか？　僕ら、町の外に出るのがはじめてなので……すみません」

  　言葉通り、財ざい前ぜんと式島は生まれてこのかた調ちよう布ふ新しん町まちから出たことがない。町の外は盗とう賊ぞくやバケモノがうろついていて危険だ。どの家庭でも、子供だけで共同体の外へ出る行為は厳しく戒められている。一五才になり、道場でも腕を認められるようになってようやく今回の旅の許可を頂けた。だから少々、興奮気味のふたりであった。

  「そういえばこの辺りって、むかし、神かみ追おい軍ぐんが暴れてた場所ですよね？　その名な残ごりじゃないですか？」

  　財前の言葉に、タマは興味なさげな眼で周囲を見回し、ふんと一つ鼻を鳴らしてなにも言わず碗わんにむきなおった。おしゃべり好きの一ノ谷が合いの手を打つ。

  「三〇年前の簒さん奪だつ王おう、霧きり崎さきキリヒトよね。どんな人だったのかしらねー。会ってみたかったわ」

  「そうですね。僕たちも興味あります。神追軍を見聞した人たちの口く伝でんしか情報が残っていないから、余計に想像をかきたてられるというか……」

  「霧生きりゆう館かん道場の師し範はんは、いまの混乱を生み出した元凶が西せい征せいだと仰おっしゃってます。でも僕らのあいだでは結構、キリヒトは人気ありますよ。暴力的ですが、日本統一を夢見たロマンティストでもあったんじゃないかな。話を聞くとそう思えてきます」

  　財前と式島は興きように乗ってきたらしく、それからしばらくあれこれと、歴史の闇に消えた簒奪王についての憶測を述べた。

  　曰いわく「明日なき征服者」「集団戦の天才」「鮮血のロマンティスト」――キリヒトの周辺には英雄伝説に付きものの魅み惑わく的な単語が多くまとわりついていて、その背徳的な魅力がいまを生きる若者たちを惹ひきつけている。

  　財前たちが知る、霧崎キリヒトに関する顛てん末まつは以下のようなものだ。

  

  　いまから五〇年ほど前、正確には西暦二〇二四年、秋あき葉は原ばら近辺のジャンク街「神追」を支配していた太おお田た原わら清きよ顕あきが突如として失しつ脚きやくし、リア王さながらに街を追放される事件が発生した。首しゆ謀ぼう者しやはのちに「簒奪王」と呼ばれる霧崎キリヒトとその盟めい友ゆう、澁しぶ澤さわ竜りゆう之の介すけ。ふたりは太田原の権力基盤である神追の地をそのまま受け継ぐと、積極的に周辺の小規模共同体を武力統合してゆき、二〇四三年頃には東とう京きよう一帯を完全に支配下に置いた。

  　だが二〇四七年一〇月、突然キリヒトは竜りゆう之の介すけと袂たもとを分かつと神かみ追おい軍ぐんの大半を引き連れ、西へむかって進撃を開始する。世界汚染以降としては空前絶後の大武力遠えん征せい「西せい征せい」のはじまりである。

  　彼に付き従った兵員は三千人を越えていたという。現在では考えられない規模の大軍団が行く手に立ち塞ふさがった共同体を蹂じゆう躙りんし、制圧しながら突き進んだ。

  　逆らうものは一切容よう赦しやなく血祭りにあげ、服従するものは最下層の住人として軍属に迎え入れる。神追軍には兵へい站たんなど存在しない。糧りよう秣まつは全て現地調達でまかなう。

  　刹せつ那な的な、明日をも知らぬ軍団だった。強度に圧縮された暴力だった。発生から収しゆう斂れんに至る過程が、大型台風そのものだった。

  　軍団の先頭には常に聖獣レヴィアタンをあしらった軍ぐん旗きが翻ひるがえっていた。七つの頭を持つこの海うみ蛇へびは、人格を持ったカオスとして旧約聖書に登場する。

  『剣も槍も、矢も投げ槍も彼を突き刺すことは出来ない……彼は棍こん棒ぼうを藁わらと見なし投げ槍のうなりを笑う……この地上に彼を支配するものはいない。彼はおののきを知らぬものとして作られている。　――ヨブ記　41：11―25』

  　混こん沌とんの化け身しん――霧きり崎さきキリヒトはレヴィアタンの寓ぐう意いを愛した。その旗が翻った跡は焼け爛ただれた街と糜び爛らんした死し臭しゆうが残るのみ。対抗しようとした関西の連合兵団をもやすやすと踏みにじり、もはや神追軍を止められる勢力は日本に存在しないと思われた。

  　だが、進撃は兵庫県加か古こ川がわを越えたところでぴたりと止まる。夢の終しゆう焉えんはあっけなかった。キリヒトは進撃方向にしか眼をむけておらず、裾すその内側に無む頓とん着ちやくだった。

  　反旗を翻したのはのちの姫ひめ路じコロニー市長、澁しぶ澤さわ美み歌か子こだった。

  　美歌子にだまされて眠り薬を飲まされたキリヒトは、就寝中に身体の六〇箇か所しよ以上を斬り刻まれ絶命したという。血袋と化したその遺体は、美歌子の命令により加古川に投げ捨てられた。

  　神追軍は解体され、美歌子を含めた四名の将校は、進撃中に収集した金銀財宝を使い、のちに「姫路コロニー」と呼ばれる新たな大規模共同体を立ち上げた。

  　あとに残されたのは暴力の肯定だった。

  　西征以降、「打たれる方が悪い」という考えが社会通念として認められてしまった感がある。日本各地に点々と存在する共同体は各々の内側に閉じこもり、外側へ敵意をむき出しにする。安易によそものを信じれば、裏切られて従属させられるかもしれない。敗者にならない秘ひ訣けつは、なにものも信じないことだ。

  　そうやって、三〇年が過ぎ去った。新たな征服者は登場せず、人々は互いを信用出来ないまま全国各地で絶え間ない争いを続けている――

  

  　財ざい前ぜんたちの話が一段落したところで、それまで黙っていたタマが嘲あざけるように言った。

  「霧きり崎さきは、ただの馬鹿だぜ。人よりケンカが強いだけの馬鹿だ」

  「ただの愚か者ではないでしょう。もしそうだったら三千人の軍勢を率いることなど出来ません」

  「周りの人間に恵まれただけだよ。でもやっぱり馬鹿だから、思ったとおりにいかなくてあんな終わり方になったんだ」

  　断定的なタマの言葉を受けて、ユーキの重い口がひらいた。

  「三千の人間を率いる馬鹿か。お前らしい考えだな」

  「らしいっていうか、それがほんとのことだし」

  　あけっぴろげな調子でタマはそう決めつけ、へらへら笑った。ユーキは特に答える言葉も持たず、タマの言葉を聞き流しつつ黙って橙だいだい色いろの炎を見ていた。


  


  　　　五．

  

  　鞄かばんを背負ったハトの群がまた飛んだ。

  　朝の情報番組がそのことを伝えていた。ブラウン管のはじっこに『謎なぞのハト!?　遂ついに日本にも出現!!』と煽せん動どう的なテロップが出ていて、女性リポーターが眉み間けんにしわを寄せて深刻そうになにごとかをわめき散らしていた。

  　わたしはトーストをかじりながら、ぼんやりとリポーターのよく動く口を眺めた。

  『おとといから世界各国で目撃されている鞄を背負ったハトの群が、本日遂に、日本にも現れました！　札さつ幌ぽろ、東とう京きよう、名な古ご屋や、大おお阪さか、博は多かた、以上五都市で目撃報告が続々と寄せられています！　いったいこのハト、誰が、何の目的で飛ばしているのでしょうか!?』

  　ほかにネタがない時期らしく、朝っぱらから耳に突き刺さる声でがなりたて、通行人にインタビューする。マイクをむけられた人々はみんな笑顔で適当な憶測を臆おく面めんもなくつらつら述べる。テーブルのむかいで、母親がリポーターに負けじと眉まゆ根ねを寄せて、

  「変なニュースね。ハトが誰かに届け物でもしてるのかしら」

  　コーヒーカップを口に運びながらささやく。

  　だが、わたしにはハトのことより気がかりなことがあった。

  「昨日は出てきたの？」

  　母親はなにげない顔のまま、首を左右に振って問いに答えた。

  「お母さんが呼んであげないからだよ。ごはんのときくらい呼んであげなきゃ」

  「うるさいわね。いいのよ」

  　なにがいいのか全然わからないが、母親は面倒くさそうに吐き捨てて再びテレビの世界へ戻っていく。この人にとっては弟のことなんかより、テレビ画面の中のほうが現実なのかもしれない。

  　このところ、わたしの弟が高校に行かなくなった。ずっと地下にある自分の部屋に閉じこもりきりで、食卓にもつこうとしない。世間的にいうところの引きこもりとかニートとか、そういう人に弟がなっていた。

  　母親は彼のことに関わろうとしない。心配してあげられるのはわたししかいないのだが、わたしの呼びかけにも弟は一切答えてくれない。

  「いってきます」

  　ここにいると気持ちがふさぎこんでくる。腰をあげ、母親の車を借りて大おお久く保ぼキャンパスへむかった。

  　冬ふゆ枯がれの街を走り抜け、一時間ほどで到着する。見上げると帽ぼう子しが落ちるほど高い研究棟の一階が活動の拠点だ。車をおりて時計を確認すると朝八時。みんなが出てくるまであと二時間ほどある。

  　静じよう脈みやく認証システムのエントランスをくぐり、薬品の匂においのただよう廊ろう下かを抜けていき、『先端バイオインフォマティクス研究所』と仰ぎよう々ぎようしい標ひよう札さつをつけた一室へ足を踏み入れた。

  　電気がついていたから誰かいるのかと思ったら、コンピュータにむかう引き締まった背中があった。

  「先輩、また泊まりですか？」

  　声をかけると、大学院の先輩、澁しぶ澤さわ竜りゆう之の介すけが肩越しにこちらをむいた。

  「早いな」

  　感情のない声で呟つぶやくと、顔を見られるのを嫌うかのようにまたすぐにモニターへ向きなおる。わたしは澁澤先輩の顔をのぞきこんで、呆あきれた。

  「また喧けん嘩かですか」

  　澁澤先輩は決まり悪そうに、青タンの出来た左眼をしょぼつかせた。理工学部内にファンクラブが出来るくらい見栄えのよい顔立ちが、いまは片目が無む惨ざんに腫はれあがってお岩さん状態だ。

  「勝てると思ったんだが、近くにそいつの仲間がいて囲まれてしまった。参ったよ」

  「先輩、いつか死にますよ」

  「性分だから仕方ない。それに、研究が進まないときは赤の他人を殴なぐるに限る」

  　理知的な口ぶりで暴力的な話をすると、先輩はこれ以上突っ込んでほしくなさそうに手のひらをわたしの目の前でひらひら振った。

  　溜ため息いきをひとつついた。これまでにも変わり者にはそれなりに会ってきたつもりだが、澁澤先輩は頭ひとつかふたつ分くらい飛び抜けた奇人だ。

  　成績は非常に優秀、頭脳明めい晰せき、独創性に優れ、当研究所の所長に「近い将来、日本の生命情報工学は澁澤が担になう」と太鼓判を押されるほどの人材であるのだが、なぜか素そ行こうが街のチンピラ並によろしくない。

  　研究が行き詰まると先輩は街へ出かけ、通りすがりの人に喧嘩をふっかける。そして気が済むまで他人に殴る蹴けるの暴行を加えたり加えられたりしてから、なに食わぬ顔で研究所に戻ってきて最先端生命情報工学の研究を再開する。

  　なぜそんなことをするのか。誰もが首をひねる。おそらく、澁しぶ澤さわ先輩のスペックをあまりに優秀に作りすぎたので、不公平にならないように神さまが特大の欠けつ陥かんを先輩の塩えん基き配はい列れつに仕込んでおいたのだろう。おかげで日本最高レベルの頭脳が日常的に場末の飲屋街で酔っぱらいに殴られたり蹴られたり、ぞんざい極まりない扱われ方をされている。

  　昨夜も喧嘩してから研究所に戻ってきて、そのまま徹夜していたようだ。先輩のこめかみには凝固した血がついていた。

  「消毒液持ってきます」

  「ヤダマリは優しいな」

  「ふざけないでください。化か膿のうしたらどうするんですか」

  「このくらいは唾つばで治るさ」

  　話を打ち切りたいらしく、こちらを見ることもなく先輩はかちゃかちゃとせわしなくキーボードに指を走らせる。本当に変な人だ。決まり悪いなら喧嘩なんかしなきゃいいのに。

  　ちなみにヤダマリというのはわたしのあだ名、というかフルネームだ。漢字で書くと矢や田だ真ま理り。呼びやすいらしく、みんなフルネームでわたしを呼ぶ。

  「それより、徹夜で頑張った甲か斐いがあって面白いウイルスが出来た。見てくれ」

  　促されて、澁澤先輩がむかっているモニターを眺めると、先輩が自作したウイルスデータに感染させられた疑似生命体が仮想空間内で健けな気げにうごめいていた。

  　――Omega-Cell-Projectオメガ・セル計画.

  　人間を構成しているパーツを全てデータに置き換え、これらを本物と同じように関連づけた疑似生命体――正確にいうと細胞シミュレーションシステム――を構築しようという米・英・日・独・仏、五カ国共同プロジェクト。略称ＯＣＰ。

  　生命科学分野においてはヒトゲノム解かい析せきにつづく歴史的大事業であり、当研究所もその一翼を担になって開発に参加している。

  　いま先輩のモニター上にいる人体オブジェクトの内部では、ゲノムから発生する部品が全てデータ化されて関連づけられ、現実のものと同じように機能している。ぱっと見はただの３Ｄグラフィックだが、その内部で限りなく本物に近い生命活動が営まれているところが通常のＣＧとは異なる。

  　二〇一七年現在、ＯＣＰが目標としている生成段階まで残り約37パーセントというところまでこぎつけた。いまわたしたちの手元にあるソフトウェアは、未開発ブロックを簡易データ化して動かしているβベータ版だ。

  　Omega-Cellが完成したなら、通例、何年もの時間と莫ばく大だいなお金がかかる臨りん床しよう試験をモニター上での医学的シミュレーションを経たのちに行うことが出来るようになり、かなりの時間短縮・コスト削減が見込める。

  　さらにこれまで生命倫理バイオエシツクスの壁に発展を阻まれてきた遺伝子工学分野においては、規制に縛られることなく遺伝子組み換え実験をおこなうことが出来る。生体実験は倫りん理り的に無理だが、生体を全てデータに置き換えたなら何をしようが文句は言われない。遺伝子治ち療りよう技術はドラスティックに進歩するだろう。医学の在り方が根本からひっくり返る可能性もある。Omega-Cellの完成は世界中の遺伝子工学技術者が待望している。

  　そしていまモニターのなかにいるのは、先輩がこのβベータ版を使って造り上げた「デジタル遺伝子組み換え人間」だ。

  「刺激に対する反行動がすさまじい」

  　先輩はキーボードに指を走らせ、Omega-Cellに《裂れつ傷しよう》コマンドを送った。モニターのなか、つるつるのテクスチャが貼られた人体モデルの右頬に大きな傷が刻まれる。すぐに痛つう痒よう受容体ブロックが反応し、裂傷に対する細胞の反行動が並へい列れつ処理されて画面上に反映される。使用しているマシンは一層の厚みが原子五個分しかない超薄型ペンティアム・チップを搭とう載さいした二進法コンピュータの最終型だ。これ以上の性能を求めるとしたらもう量子コンピュータの登場を待つしかない。

  「うわ。なにこれ」

  　人体モデルにおいて、細胞分裂が異常な速度で進行していた。刻まれていた傷がみるみるうちに塞ふさがる。だけでなく、塞いでからもまだ分裂が終わらない。傷であった部分が盛り上がり、特大のできもののように肥ひ大だいしていった。

  「気持ち悪い」

  　正直な感想が思わず出た。先輩はレポートを読み上げるような抑よく揚ようのない調子で、

  「アポトーシスを欠けつ損そんさせ、テロメラーゼ活性を入れている。うまくいけば不老不死人になるはずだが、なかなか難しい」

  　つまりいまモニター上にいるのは全身が癌がん細胞っぽいので出来た人間だ。癌細胞の不老不死の生命力と増殖力のみを残して、その他の機能は健常細胞のものを使っているのだろう。

  　疑似生命体は遂ついに、患部が瘤こぶ状に膨ふくれあがりこぶし大にまで隆りゆう起きしてしまった。おたふくじいさんにそっくりだ。アポトーシス機構、つまり細胞の自動死プログラムを削さく除じよしたモデルだと、自己修復作業はこういう結果になるらしい。勉強にはなるが、まだ試験段階のOmega-Cellの挙動がそのまま現実にあてはまるわけではないから鵜う呑のみにするわけにもいかない。現時点ではあくまで参考程度に留めておこう。

  「組織の修復が難しい様子だ。発生の歯止めがきかないはずだから理にはかなっている。良く出来たソフトだ」

  　澁しぶ澤さわ先輩は椅い子すの背もたれに身体を預けて、独り言のように呟つぶやいた。この人は飛びきりの変人だが、こういう一見いかれた好奇心が科学を発展させてきたといえなくもないから全否定するわけにもいかない。

  「このウイルスすごいですね。こんなことよく思いつきますね」

  　半分は呆あきれ、半分は感心しながら言うと、先輩は無言のままキーボードを叩き、この気持ち悪い人体のもとになった人造ウイルスの親株データを見せてくれた。

  　Omega-Cell上では、ウイルスデータを利用して宿しゆく主しゆ細胞の遺伝子組み換えを行うことが可能だ。ウイルスデータ――正確にいえばウイルスのゲノム情報はインターネットで簡単に手に入る。澁しぶ澤さわ先輩は複数のウイルスゲノムを組み合わせ、出来上がったオリジナルウイルスを疑似生命体に侵入させて「デジタル不老不死人間」を造ったわけだ。

  　データにはＨＩＶウイルスの殻からのなかにテロメアをいじった麻疹はしかウイルスのＲＮＡが入っていた。発疹を起こす部位は取り除かれて無害化してある。ウイルス増殖に必要な機構だけがＲＮＡ中に残されていた。

  「意外と単純ですね」

  「体内で進化した。宿主細胞と寄生者側の軍拡競争は凄せい絶ぜつなものだったよ。最終的に出来上がったのがこれだ」

  　澁澤先輩は抗体との選択圧によって進化したウイルスのゲノム情報をモニター上に表示した。

  「すごい！」

  　思わず声があがった。親株とはほとんど別物だ。データによれば麻疹のくせに消化器粘ねん膜まくや生せい殖しよく器き粘膜で増殖することも出来るらしい。

  「セックスで感染する麻疹だ。言っておくが、はじめからこれを意図して創ったわけではない。不老不死以外の特性は、あくまでウイルスが自分で選んだ進化のかたちだ」

  　澁澤先輩の口から出る「セックス」という言葉は、「たわし」とか「ちくわ」とかと同じくらい無機質に乾燥した響きを帯びていた。

  　わたしは罹り患かん細胞のデータを眺めた。これまたすごい。

  「組み換わりまくりですね、ゲノム」

  「それでも人体の外見を留めている。奇き蹟せきだね」

  「バグだと思いますけど」

  　ここまでヒトゲノムからかけ離れた遺伝子配列が、通常の人体構造を保てるとは思えない。Omega-Cellはまだまだ不安定だ。

  「確実にバグだよ。けれど徹夜した甲か斐いがあって、面白いデータが手に入った。これに手を加えて、抗体を進化させたシステムに感染させてみよう。諦あきらめずに繰り返せば、不老不死ウイルスの完成は夢ではなくなる」

  　なんだかこの人がこう言うと危険な香りがぷんぷんして肌が粟あわ立だつ。

  　たかがウイルスデータと侮ってはいけない。ゲノム情報さえ手に入れば、新種ウイルスを現実世界で生産することは可能なのだ。実際、いまOmega-Cellが算出した新種ウイルスデータは、この研究棟の施設と薬剤を使えばわたしたちでも簡単に生成出来る。そのままバイオテロに直結する非常に危険な情報でもあるわけだ。

  　いまから二〇年以上前に地下鉄で炭たん疽そ菌きんをばらまいた人たちみたいなのがOmega-Cellに眼をつけたら……と思うとゾッとする。ＯＣＰの中ちゆう枢すうスタッフもこれについてはきっと懸け念ねんしているだろう。

  　と、心配してはみたもののあまり現実感を抱くことも出来ず、わたしはそのまま自分のブースに入る。みながくるまでの二時間、先輩と同じようにOmega-Cellで遊んだ。生命科学を学ぶ人間にとって、このソフトほど面白くて勉強になるオモチャはない。

  

  　そのままいつものように一日を同僚や遺伝子データと共に過ごし、帰宅したときには夜の一〇時を回っていた。

  「おかえりなさい」

  　母親はテレビを見ながら背中でわたしを出迎えた。地下室へつづく階段から、すえた食べ物の匂においがした。弟のぶんの夕食がそこで置き去りになっているのだろう。

  　わたしは階段をおりて突き当たりにある地下室のドアをノックした。返事がない。呼びかけてみたが答えは返ってこない。ドアには厳重に鍵かぎがかかっている。

  「ごはん、食べなきゃダメだよ。お母さんのごはんがイヤなら、お姉ちゃんが作ってあげるから。おなかすいたら携帯にメールしてね」

  　それだけ言って、床においたままの食器を下げた。

  　男親がいてくれたらなんとかしてくれるのかもしれないが、不幸にして去年離婚して家を出ていってしまった。弟は父親の連れ子で、わたしは母親の連れ子だから血のつながりはない。つまり弟はいまこの家にいる誰とも血が繋つながっていない。実の父親は彼を引き取らず、義理の母親も彼のことなど気にかけていない。だから、寂しいのだと思う。

  　一いつ緒しよに暮らすようになって七年になる。わたしなりに優しくしてあげてきたつもりなのだが、彼のこころには届かなかったのだろうか。そう思うとわたしも寂しい。

  　物思いにふけっていると、げほげほ、と傍かたわらで母親が咳せき込んだ。

  「風か邪ぜ？」

  「かなあ。今日はもう寝ようかしら」

  　母親はぼんやりと呟つぶやいた。離婚してからずっと覇は気きがない。更こう年ねん期き障しよう害がい、という単語が時折わたしの頭にひらめく。母親は電話に出るとき、いまだに離婚前の姓を名乗ったりする。少し心配だ。

  　と、そのときわたしも咳が出た。けんけん、と喉のどの浅いところが鳴った。

  「お母さんのがうつった」

  　軽口を叩いて、自分の部屋に戻った。本当にうつったらしく、少しだけ頭痛がする。寝間着に着替え、ベッドに倒れ伏して眼を閉じた。

  

  　翌朝も早めに研究室に入った。ちょっと身体がだるかったが、無理がきかないほどでもない。同僚にうつすといけないからマスクをした。

  「おはよう」

  　わたしと同じくマスクをつけた澁しぶ澤さわ先輩が出迎えてくれた。

  「先輩でも風か邪ぜひくんですね」

  「生まれてはじめて病気になったよ。これはこれで新鮮な気分だ」

  　先輩はマスクのむこうで咳をしながら、また自作のウイルスデータをこしらえて疑似生命体に感染させている。モニターのなかでもウイルス、そとでもウイルス。わたしの青春はウイルスまみれだ。

  　それにしても、今年のインフルエンザはなかなか強力らしい。

  　研究室に来る人来る人、みんな咳せき込んでいる。マスクしている人は全体の四割で、残り六割はしていない。みなウイルスの散布には無む頓とん着ちやくなようだ。今年、インフルエンザが流行するなどという話はまったく聞いていないが、一夜にしてずいぶんと患者が増えた様子だ。

  　ブースに入り、今日の仕事を開始する。うちの研究所では現在、血管内皮細胞増殖因子受容体ＫＤＲという舌を噛かみそうな器官の働きをプログラミングすべく動いている。わたしは国立バイオ情Ｎ　　Ｃ報センターＢ　　ＩデータベースにアクセスしてSequence区　　画 Viewer監　　査の項目NT_０*２**53で ＫＤＲの第一エクソンをチェック、転写開始点を見極めて当とう該がい領域の塩えん基き配はい列れつをダウンロード、目視で転写因子結合モチーフをSeek探りだし、Omega-Cell細胞シミユレーシヨンシステムにinput入力してdemeanor挙動をcheck確認、くだくだしいので以下Omit省略、そうこうしてるとお昼が過ぎて、our manager我らが所長がComes to work出　勤　し　て　き　た。

  「おはようございます」

  　Smile笑顔でGreet挨拶。

  　いつのまにか頭のなかが英語に支配されていたようなので日本語へ切り換える。ミニラによく似た所長もマスクをしていた。インフルエンザはやはりかなり流行しているようだ。

  「矢や田だくん、ちょっとこれ、オメガで解かい析せきお願い」

  　挨あい拶さつもそこそこに、ミニラ所長は携帯メールをわたしのパソコンに送信した。なかをひらくと、どこかのサイトのＵＲＬとパスワード、ＦＴＰサーバのユーザー名とアドレスが記してある。あまりうちと接点があるとも思えない組織のドメインだった。

  「ＷＨＯ？」

  　言わずと知れた世界保健機関だ。ミニラ所長を振り返ったが、彼は硬い顔つきのままでなにも教えてくれない。

  　アクセスして関係者限定データベースのパスワードを入力すると、モニター上に見たことのないウイルスのゲノム情報が表示された。複雑すぎて目視ではなにがなにやらわからない。とりあえず言われたとおりにゲノムデータをダウンロードしてOmega-Cellで解かい析せきする。面白そうな匂においをかぎつけたのか、澁しぶ澤さわ先輩がわたしのうしろにやってきてモニターをのぞき込んだ。

  「見たことのないデータですね。新種ウイルスですか？」

  「うん」

  　ミニラ所長は短く相づちを打つだけで、詳しいことはなにも言わない。

  「翻訳します」

  　モニターに表示されたのは、このウイルスの外見および性能だ。

  　ぱっと見は普通のインフルエンザウイルスだ。単純な球形の表面に、釘くぎに似たエンベローブタンパク質の突起が無数に突き出している。ここまではなんの変へん哲てつもない。

  　おぞましいのはスペックだ。弾き出されたデータを一覧すれば、これが自然のものでないことがわかる。明らかになにものかが、特定の意図を以もつて作成した人造ウイルスだ。

  「外がい殻かくは豚インフルエンザです。これ、エアロゾル感染しますよ」

  　モニターをにらみつけたまま言った。豚は人インフルエンザと鳥インフルエンザの両方に感受性がある。両方に感染した豚から再集合体ウイルスが発現し、増殖力で鳥インフルエンザを凌りよう駕がした。近年、ＷＨＯが最も警戒している人獣共通感染ウイルスだ。

  　感染経路は空エア気ロゾル。最も流行しやすい形態のウイルスといえる。

  　しかし、いまモニター上にいるのは豚インフルエンザではない。感染力はそれだが、中に入っているゲノムＲＮＡが違う。この配列は――　　

  「ＨＩＶ」

  　豚インフルエンザの殻からのなかに、ＨＩＶの効力が詰められていた。

  　――つまりこれは、空気感染するエイズウイルスだ。

  「つづきがある」

  　肩越しに、澁澤先輩の重く低い声が届いた。

  「ＨＩＶで制せい御ぎよ系を壊したあと、エボラ」

  　身体の芯しんが凍えた。このウイルスデータは濃厚な狂気を孕はらんでいる。

  　ＨＩＶはヒトの免めん疫えき系を壊すウイルスだ。これに感染したなら、全ての病原菌に対する抵抗力を失う。そしていまモニター上に存在しているウイルスは、豚インフルエンザの感染増殖力を用いてＨＩＶに罹り患かんさせ、宿しゆく主しゆの抵抗力を奪ったあと、ご丁てい寧ねいにエボラ出血熱のＲＮＡを宿主細胞の遺伝子に組み込んでくる。エボラの感染源は通常、血液、分泌液、排はい泄せつ物ぶつのいずれかであり、これらに接触しない限り罹患することはない。だがこのウイルスにはその常識が当てはまらない。

  　――ＨＩＶの能力を兼ね備えたエボラウイルスが、空気感染する。

  　最悪の特性同士が組み合わされている。宿主側は避けるべくもなく、抵抗も出来ない。つまりこれが散布されたら誰も何も為なすすべがない。選せん択たく肢しは一つ、死ぬだけだ。

  「いかれてる」

  　澁しぶ澤さわ先輩が呟つぶやいた。この人にお墨すみ付つきを頂くくらいだから、このウイルス制作者はかなりレベルの高い狂人だ。

  「すごい悪意」

  　データから憎しみのようなものがにじみ出ていた。この人造ウイルスを構築した人物の執念といえばいいだろうか。地上の人間を殺し尽くすことを目的に、このデータを作成したとしか思えない。

  　これほど見事に人工ＲＮＡを構築するには、どれほどの経費と時間が必要だったことだろう。かなり潤じゆん沢たくな資金と先端生命情報科学技術、実績のある優れた研究者を大勢抱える製薬会社でもなければ作れないデータだった。

  「サンプルゲノムを一千人分作って、罹り患かんさせて」

  　乾いた所長の指示が背中越しに届いた。わたしは頷うなずいて、疑似生命体一千人分のデータをランダム作成した。ヒトゲノムを構成する二八億六千万塩基体のうち、個人差があるのは０・１％の塩えん基き配はい列れつだ。ここに該がい当とうする配列を一千パターン用意すれば、千人分の疑似生命体が誕生する。そして、出来上がった一千名の人体サンプルに問題のウイルスを感染させて様子を見た。こんなものを受け入れるしかない疑似生命体がかわいそうに思えたが、そうすることで感染から発症に至る経緯を千人分シミュレート出来る。

  　おぞましいウイルスデータはOmega-Cellの仮想口こう腔こうから侵入し、呼吸器粘ねん膜まくブロックを通して仮想体内へ染みこんでゆく。

  　観察しやすいよう、人体モデル内の時間を現実よりも速める。細胞膜に接合したウイルスのエンベローブが融ゆう解かいし、中に入っていたＨＩＶのゲノムＲＮＡが解き放たれ、逆転写が起こって宿しゆく主しゆゲノムがウイルスゲノムに組み換えられる。ＨＩＶのようなレトロウイルスは宿主の遺伝子を書き換えてしまうから恐ろしい。本来の機能を乗っ取られた細胞は汚染された自身のコピーを生産し続け、体内の感染防御機構を破壊してゆく。

  　驚くべきはこの増殖力だ。豚インフルエンザのスペックを使っているから通常のＨＩＶよりも数百倍速い。モニターのなかが地獄絵図となるまで、それほど時間はかからなかった。

  　体内へ侵入したウイルスのほとんどが連続変異を起こしていた。抗体を作って対抗しようとした宿主に対し、その抗体の攻撃をかわせるようにウイルスが自己変異する。宿主はさらなる抗体を作って対処しようとするが、ウイルスはそれを先読みしているかのように次々に障害を乗り越えてゆき、そうすることで自らをさらに強力に変へん貌ぼうさせる。澁澤先輩が「軍拡競争」と呼ぶ現象が、ここでも起こっていた。

  　やがてＨＩＶに感染した宿主は抗体を作成することも出来なくなり、エボラＲＮＡに体内を思うさまに破壊されて次々に死亡してゆく。豚インフルエンザの感染増殖力にＨＩＶによる免疫無効化、エボラ出血熱の殺傷力を併あわせていれば当たり前だ。こんなの、誰も抵抗出来ない。出来るわけがない。

  　Omega-Cell内での時間が三日を過ぎたころ、凄せい惨さんたる結果が出た。

  　――死亡率、98・７パーセント。

  　感染した一千人中、九八七名の疑似生命体が三日以内に死亡した。生き残ったのは一三名。わたしはむしろ、生存者が意外にも多いことに驚いた。あれに襲われて、どうやって生き延びたのだろう。

  「生存者のゲノム情報をＷＨＯに送って。すぐに」

  　所長に言われるまま、わたしは当とう該がいデータを圧縮し、ＷＨＯのＦＴＰサーバへアップデートした。

  　作業が一段落したところで、所長を振り向いた。彼の表情には蟹かにの甲こう羅らじみたものが貼りついていた。

  　わたしはさっきからずっと気になっていたことを尋ねた。

  「あの、このウイルスってなんですか？　なにかの研究用とか？」

  　所長は黙り込んだままなにも言葉を返さない。

  　とてもいやな予感がする。澁しぶ澤さわ先輩が問いかけた。

  「バイオテロ用、とか？　テロリストがこのウイルスデータを政府に送りつけて犯行予告してきた……みたいな」

  　所長は長く、長く黙り込んだあと、ようやく口をひらいた。

  「今日はもう、みんな帰りなさい」

  「え？」

  「家に帰って、すぐ身体を洗って、ＮＨＫをつけておくこと。重要な発表があったら、その指示に従いなさい」

  「なんですか、それ」

  「いいから。落ち着いていればいいから。大丈夫だから」

  　所長の声が震えていた。声だけではない。彼の足が、震えている。恐怖で膝が震える、という現象は本で読んだことがあるが実際に見たのはこれがはじめてだ。本物の恐怖におそわれたとき、人の膝はこんな風に小刻みに震えるのか。

  　一切の感情が剥はげ落ちた言葉が澁澤先輩の口から洩もれた。

  「実はもう撒まかれている？　誰かがハトの鞄かばんにこのウイルスを入れて、世界中に空中散布してしまった？」

  　澁澤先輩の表情はマスクに遮さえぎられて読めないのだが、なぜかわたしにはそのとき、彼が笑んでいるように見えた。いまマスクを外したら、先輩の口の片側は吊つり上がっているのではないだろうか。なぜかわたしはそのとき、そんなことを思った。

  「いいから。大丈夫だから。くれぐれも、誰にもなにも言わないように」

  　震える所長の返事は、澁しぶ澤さわ先輩の憶測が外れていないことを暗に告げていた。

  　わたしは、どこか遠くで二人のやりとりを眺めていた。なんだかあまり現実感がない。

  　そうか。この冗談みたいなウイルスはとっくに撒まかれていたのか。ということは、人類のうち98・７パーセントはこれから三日以内に死ぬのだ。

  　世界の終わり――か。

  　呟つぶやいてみたが、実感が湧わかない。

  　そのとき、不意にわたしの胸の奥が灼やけた。

  　そこから急速にこみあげてくる、熱を持った塊かたまりのようなものがある。

  「うっ――」　

  　わたしは床に膝をつき、マスクをはずし、口元を手で押さえてむせた。

  　肺の奥底のほうから、熱いものがほとばしってくる。

  「矢や田だくん？　どうした、大丈夫か？」

  　ミニラ所長の声が傍かたわらから届いた。なんとか息を整え、彼をふりむいた。

  「大丈夫です」

  　無理に笑みを浮かべたが、それを受けた所長の表情が引きつる。

  　ふと自分の手のひらを見た。

  　手首から先が、まんべんなく鮮血に染まっていた。かなりの量の血液だ。血のなかに、微少だが肉にく片へんのようなものが混じっている。

  　わたしはどうやら血を吐いたようだ。この肉片は、エボラに壊された組織の一部だろう。血が鮮やかな真紅をしているのは消化管出血だからか。

  　自分でも不思議なほど醒さめた分析をしていると、同時に研究室の片隅から、女性スタッフの悲鳴が届いた。

  「大おお木きさん！」

  　吐と血けつしたのがわたしだけではないらしい。フロアの片隅でスタッフの大木さんが口元に手をあてて咳せき込んでいた。その指のあいだから、わたしのとそっくりな鮮血がこぼれ落ちている。見開かれた眼球、苦しげに上下するのど元、ぜいぜいという荒い呼吸。床についたもう片方の大木さんの手の指が、五本とも鈎かぎ形がたに曲がっていた。いまにも窒ちつ息そく死ししてしまいそうなそのすがたを見て、わたしの鈍感な脊せき椎ついもようやく凍り付いてくれた。

  　つい今しがたまでモニターの上でシミュレートしていた事態が、現実世界にも訪れたのだ。一日の潜せん伏ぷく期間を終え、とっくにわたしたちの身体を乗っ取っているレトロウイルスがその凶暴な本性をむき出しにしている。遺伝子を組み換え、制せい御ぎよ機構を破壊し、内ない臓ぞうに伝でん播ぱして組織を粉々に砕くだきながら増殖している。

  「みんな、落ち着いて！　落ち着こう、みんな！」

  　誰よりもあわてた調子で所長が叫んだ。

  「滅ぶね、世界」

  　相変わらずレポートを読み上げるような調子で澁しぶ澤さわ先輩が呟つぶやいた。この人はもしかすると、こんな日が来ることを待ち望んでいたのかもしれない。先輩の声こわ音ねには、なにか楽しいことを期待するような色がにじんでいた。その言い方そのものに怒りがこみあげてきたが、すぐに先輩もマスクを外して血を吐きはじめ、わたしの怒りはむかう先を無くした。

  　怒りの矛ほこ先さきを求めていると、モニター上に表示されているＷＨＯのＨＰが眼に入った。

  　いままで気づかなかったが、ウイルスの上あたりに見慣れないアルファベットが表記されていた。

  　――Original Sin

  　オリジナル・シン。それがこのウイルスの名前のようだ。

  　訳すと「原罪」。キリスト教用語で、人間が持って生まれた罪を指す。

  　――世界は「原罪」のために滅びるというのか。

  　あまりに悪趣味過ぎて笑う気になれない。命名者はＷＨＯの人？　それともこれを作った悪意のある人物？　どちらでも構わないが、もう少しエスプリの効いた名前は付けられないのか。

  　原罪だなんて、こんな気の利かない冗談など求めていない。こんなふざけた名前のウイルスだなんて、わたしの人生に迎え入れたおぼえはない。

  　感情のほとばしるまま、こころゆくまで罵ば倒とうしてやりたかったが、わたしは血を吐くのに忙しくてもう言葉も出なくなっていた。


  


  　　　六．

  

  「はぁ……」　　

  　心地よくて、そんな声が勝手に洩もれた。

  　白はく濁だくした柔らかい湯に肩までつかり、縁の岩に頭を預ける。眼のうえに薄うす桃もも色いろの染そめ絹ぎぬに似た夕焼けがひらけている。

  　瀬せ田たは江戸の御み世よから旅人たちに愛されてきた由ゆい緒しよある逗とう留りゆう地ちだ。二ふた子こ玉たま川がわへつづく緩ゆるく長い坂の途中に位置していて、古くからの武む蔵さし野のの自然もよく保存されており、雑ぞう木き林ばやしに囲まれた岩場からころあいの湯が石いわ清し水みずよろしく湧き出てくる。

  　大きな岩石に囲まれた天然の露天風呂にゆったりと浸かり、くぬぎのこずえでさえずる雛ひな鳥どりの声を聞く。前方に眼をやると、湯煙のむこうに多た摩ま川がわ沿いの低地を展望出来る。空気が澄んでいれば富ふ士じ山さんまで見通せるが、いまは春はる霞がすみにかすんでいて見えない。

  　久く坂さかユーキは呆ほうけた顔で武蔵野の夕景を眺め、白い手足を湯のなかへ伸ばしきって再び頭をうしろの岩に預けた。

  　上下の瞼まぶたを合わせる。強ばっていた身体が湯のうちでほぐれていく。ぬるい五月の風が濡ぬれた髪を撫なでて行き過ぎ、ユーキは眠る幼おさな子ごのような険けんのとれた表情で温泉に身体を委ゆだねきる。

  　今日で調ちよう布ふ新しん町まちを旅立ってから三日目になる。

  　新しん宿じゆく、渋しぶ谷やと物資を収集してまわり、無事に瀬せ田たまでたどり着いた。今晩はここで夜営して明日の朝出発、調布新町へ戻る。旅の成果はまずまずといったところだ。

  　ここへきてさすがのユーキも疲れていた。

  　旧都市部のバケモノの数が明らかに増えている。交易路沿いに生息していたものは駆く逐ちくが進んだが、人の通わない都市部はもはやバケモノの巣そう窟くつといっていい。遺伝子異常を引き起こしているもの同士で食い合い、混ざり合って、すっかり環境に適応してしまっている。

  　それらを撃退するうちに、日頃から涵かん養ようしていた氣きは尽きていた。

  　初日、牛のバケモノを相手に氣き弾だんを使ってしまったのがあとに響いた。あれで身のうちの氣のほぼ八割方を消費してしまったため、それからあとは跳躍と防ぼう禦ぎよの際に使用する分量しか残らなかった。

  　――氣弾を制せい御ぎよ出来るようにならなければ。

  　それがいまのユーキの課題だった。

  　氣弾、つまり氣の射しや出しゆつは威力を調整するのが難しい。小規模の相手には身体にある氣全体のうちの一割を使い、中規模の相手なら全体の三割で応対、といった器用な使い方はまだユーキは出来ない。

  　いまのユーキに出来ることは、来る相手めがけて、溜ための時間に呼び出した氣を全て射出する、それのみだ。だから下手をすれば最初の一撃で氣を全て消費してしまったりもする。その辺り、自分の未熟さを自覚している。

  　湯に浮かびながら、細く鋭い吸気を気道を通じて肺へ送り込んだ。

  　心脈の働きにより、吸気は四つの身体の末端部、つまり氣き街がいを巡ってから上うえ氣き海かいと呼ばれる臍へそ近くの集積地へ送り届けられ、そこで氣という不可視のエネルギーへ練ねりあげられる。

  　このエネルギーは練ったその場で放出することも出来るが、普通は下した氣き海かい、俗にいう丹たん田でんに貯ちよ蔵ぞうされる。日頃から時間をみてこつこつと地道に氣を溜め込み、有事の際に放出するのが基本だ。

  　呼吸器系特とく進しん種しゆの場合、通常の練れん氣き使いよりも短時間で氣を精せい製せいすることが出来、貯蔵量も常人の数十倍となる。ユーキほどの特進種であれば、二時間ほど吸気するだけで三階建ての屋上まで跳躍出来るほどの氣を貯蔵出来る。

  　ユーキは唇を軽くすぼめ、細く長く吸気を送り続ける。その身体は乳白色の湯のなかへ無む造ぞう作さに投げ出され、蝋ろう人にん形ぎようのように動かない。

  　腰から胸にかけて弦楽器のようにしなやかな曲線が描かれている。こずえを縫って斜めに差し込んでくる日の光が湯面にはじけ、たゆたう四し肢しが斑まだら模様の乱反射のなか、解け残った雪のように白々と浮き立つ。

  　名のある彫刻家の作品を湯の中へ投げ込んだらいまのこの情景と同じものが出来るだろう。風が湯の表面を波立たせても、身体は造られたもののように微動だにしない。ユーキは完全に無防備なすがたのまま、黙々と氣きを練ねり、蓄える。

  「お昼寝中？」

  　三〇分ほどしたとき、傍かたわらから突然声を掛けられた。

  　うっすら目をひらくと、露ろ天てん風ぶ呂ろの縁に腰を下ろした一いちノの谷たにが膝ひざから下を湯のなかへ入れて微笑ほほえんでいた。

  「すみません。独り占めしてしまいました」

  「いいのよ。疲れたでしょう。ゆっくり休んでて」

  　一ノ谷は肩までつかってから先ほどのユーキと同じような声をもらす。ユーキは氣の貯ちよ蔵ぞうを取りやめ、伸ばしきっていた足を折り曲げて膝を抱える。

  　氣き弾だんを撃つには足りないが、ここから調ちよう布ふ新しん町まちまでは多た摩ま川がわの堤防沿いに上流を目指して行けばバケモノもそれほど出ないし、たいがいの相手は剣腕だけでもなんとかなる。必要最低限の量を蓄えておけば問題なしと判断した。

  「ユーキったらスタイルいいわねえ」

  　一ノ谷が冗談めかした眼つきでユーキのあらわな身体を睨ねめ回す。この人はまだ二七才なのだが中身はすっかりおばさんだ。生き真ま面じ目めなユーキはこういうときの対処に困る。

  「その眼はやめてください。なにかやらしいです」

  「やらしくないわよ。やらしいっていうのはこういうのをいうの」

  「ちょ、ちょっと一ノ谷さん、なにを……あっ！」

  「へっへっへ。よいではないか、よいではないか」

  「きゃ――っ」

  　為なすすべなく、ユーキの口から珍しい悲鳴があがった。

  

  「あっちは楽しそうだなあ、おい」

  　一ノ谷が猛威を振るっている露天風呂からしばらく坂を下ってゆくと、もうひとつ別の温泉に行き着く。こちらも自然の岩場に湧き湯が溜まったもので、真っ赤にほてったタマが財ざい前ぜん、式しき島しまと共に入浴中だ。

  「それに比べてなんだこっちは。殺伐としてるな」

  　タマのぼやきに、ゆでだこのように紅こう潮ちようした財前が答える。

  「我々もあんな感じではしゃいだ方が良いとおっしゃるのですか」

  「いや、すまん、おれが悪かった。はしゃがなくていい」

  　式島はしげしげとタマの横顔を眺め、

  「ところでタマさん、質問しても良いでしょうか」

  「難しい話じゃなきゃオッケー」

  「タマさんって、これからもずっと久く坂さかさんの奴ど隷れいなのでしょうか」

  　質問が発せられたあと、しばらくの間があった。どこか遠くから鳥のさえずりが聞こえた。

  　長い沈黙を経たのち、タマはおもむろに顔面を湯の中に入れ、ぶくぶくと泡を吐き出してから、式しき島しまにむかい途方にくれた顔をあげた。

  「お前はどう思う？」

  「は？」

  「いや、あのゴリラ、黙っておれを逃がしてくれるようなやつだと思うか？」

  「ゴ、ゴリラ？」

  「あいつだよ、あの傲ごう慢まん馬鹿女」

  　式島は、タマが意地でもユーキの名前を呼ぼうとしないことに気づいた。変な意地を張る人だと思いながら返事する。

  「久坂さんですか？　どうでしょうね。難しいかもしれないです。タマさんがいてくれれば町のためになるから、人権を侵害してでも繋つなぎ止めておくと思いますよ」

  「冗談じゃねえ。町のためならおれの気持ちなんかどうでもいいってか」

  「久坂さん、調ちよう布ふ新しん町まちを守ることに命をかけてますから。そのことを最優先にして行動すると思います。他のことは気を回さないっていうか、回せないでしょうね」

  　タマは再び湯のなかに顔を突っ込むとぶくぶくと泡を吐き出し、また顔をあげる。

  「なんだってそこまでしゃかりきに頑張るかね。あいつ、町に借金でもあるのか？」

  　なにげないタマの問いかけに、財ざい前ぜんと式島は顔を見合わせてから、しばしの黙考ののち知りうることを教えてくれた。

  「久坂さんは、五年前に関西から逃げてきたんです。ひどい怪け我がを負って、町の入口のところに倒れてました。もしもあのとき町長が追い出していたら、たぶん、もたなかったと思います。そのときの恩があるから、久坂さん、頑張って町の役に立とうとしてるんだと思います」

  　そこまで言ったところで式島はうかがうように財前の顔を見た。財前は黙って頷うなずき、言葉を引き継ぐ。

  「タマさん、姫ひめ路じコロニーはご存じですか？」

  「へ？　そりゃ知ってるよ」

  　それは現在の日本において一、二を争う大規模共同体の名前だ。

  　伝聞によれば住民の数は五万とも一〇万ともいわれ、豊富な資金を後うしろ盾だてにして練れん度ど・装備共に精強な常備軍を擁ようし、兵と同数の官僚を保持しているという。積極的に若い研究者を育成し、失われた技術の再生、工業分野の復活にも取り組み、さらに周辺勢力に対して旺おう盛せいな領土拡張意欲を示している。市長である澁しぶ澤さわ美み歌か子こは、西せい征せいの際に霧きり崎さきキリヒトを討ち果たしたとされる女じよ傑けつだ。

  「久く坂さかさんはどうやら姫路コロニーでお尋ね者になっているらしいのです」

  「へ」

  「詳しい事情はわからないのですが、とにかく五年前に、姫路から久坂さんへの追っ手がかけられていたことは間違いないです」

  　再び沈黙がやってきた。タマはきょとんとした顔でしばらく財ざい前ぜんの大した特徴もない顔を眺めてから、話のつづきをうながした。

  「だから、もし万が一、調ちよう布ふ新しん町まちが久坂さんをかくまっていることが姫路にばれてしまうと面倒なことになりそうなんです。下手すれば兵団を派は遣けんしてでも久坂さんを奪回しようとするかもしれない。町にとっては危険ですけど、でも久坂さんのおかげで町が発展してきた経緯もあります。いろいろ複雑なんです、はい」

  　財前は声をひそめてぽつぽつと語った。

  　財前が言うことはタマも理解出来る。なにしろユーキ一人いることで、一〇〇人規模の兵団を常備するに等しい効果がある。調布新町は姫路に睨にらまれる危険よりも、優れた特とく進しん種しゆの力で戦闘力を維持し、現在の生活の向上をはかることを選択しているわけだ。

  「ふ――ん……そっか。なるほどな。だからあの傲ごう慢まん女、町の奴ど隷れいみたいになって働いてるわけか。他に行くところがないから」

  「タマさん、少し言葉が過ぎます」

  「間違っちゃいないだろ。でも、ふーん。へぇー。なるほどねー」

  　タマの脳のう裡りにユーキの張りつめた表情が浮かんだ。笑顔どころか微笑ほほえむこともしない。絡みついた複雑で重苦しい事情が、ユーキから笑みを奪ったのかもしれない。

  　――笑うとどんな感じなのかな。

  　ふとそんなことを思い、我に返ってぶるぶると首を振った。

  　――なにが起きようが、おれには関係ない。

  　気を取り直して、その気持ちを確認した。

  　面倒な事態に巻き込まれそうになったら真っ先に逃げる。首を突っ込んでもまずろくなことにはならない。

  　――さっさと呼び子を奪って、逃げる。

  　このところ油断すると忘れそうになる目標を、胸のうちであらためて呟つぶやいた。呼び子さえこっちの手に入れば、あとは調布新町になにが起きようと自分の知ったことではない。また他の、気ままに暮らせる住み良い場所を求めてここからおさらばするだけだ。

  　頭のなかで自分の考えに賛同してから、湯を出て服を着て玉たま川がわ通りにとめておいた二台の幌ほろ馬ば車しやへ戻った。

  　そろそろ日が落ちかけている。坂の下は一カ月ほど前にユーキと出会った二ふた子こ玉たま川がわの廃はい墟きよだ。

  　ひびわれた街路は緑の下生えに覆おおわれ、錆さび付いたまま動かない車列に横倒しになった電柱、欠けた櫛くしの歯のような建物の列、それら全てが薄うす桃もも色いろをした空の下で音もなく居並んでいる。一カ月前のあのときよりも緑が色濃く、アスファルトの鉤かぎ裂ざきからはたくさんのたんぽぽが黄色い顔を覗のぞかせていた。

  　春の深まりとともに町のあちこちに花が咲いていた。菜の花たちが建物や縁石の裾すそから黄色の花弁を突きだし、それらは暮れていく空の色と相まって、死に絶えた藍あい色いろの町へ不思議な彩りを添えている。

  　坂の途中にとめた馬車の幌ほろも空と同じ色に染まっていた。

  　荷台には今回のキャラバンで収集した物資が満まん載さいだ。衣類や布地、食器や油などの生活用品に加え、ノートや鉛筆などの文房具、各種書籍、細かいところでは子供向けの玩具おもちやや女性用生活用品などもある。

  　特に布地は重ちよう宝ほうされる。ここで収集された布は町の仕立屋が加工して住民たちに支給する。ユーキが着ている制服もそうした支給品の一つだ。調ちよう布ふ新しん町まちくらいの規模であれば共同体内で布地の生産くらいは出来そうだが、やはりいまの段階では過去の遺物を集めてくる方が効率が良い。

  　もうひとつの貴重品が油だ。古すぎるので食用としては使えないが、照明用として需じゆ要ようが高い。灯りがなければ夜は真の暗闇と化す。食卓を囲んだ家族の団らんも就寝前の読書も灯りあってのものだ。油に関しては重要なので共同体内で獣じゆう脂しや菜な種たね油あぶらを収集しているが、やはり使用される分のほとんどが過去のものに依存している。

  　タマはしげしげと荷台をのぞきこみ、よからぬことを考える。

  　――呼び子さえ奪えば、これ全部おれのものにして逃げられるな。

  　これを市場で全てさばけば、しばらくは遊んで暮らしていける。この一カ月間、ひどい扱いに耐えてきたのだからそのくらいの報ほう酬しゆうがあっても良いように思えた。

  「盗るか」

  　独りごちた。

  「盗れば？」

  　いきなり声をかけられ、タマはびくりと背筋を伸ばしてうしろを振り返った。

  　いつのまにこれほど接近していたのか、見覚えのない青年が路ろ肩かたの段差に腰を下ろしてにやついていた。

  「盗んでいいよ、タマくん」

  　まとわりついてくるようないやらしい声こわ音ねだった。その顔のうえには、慈じ悲ひと嘲ちよう笑しようと憐れん憫びんが混じり合った、あまりこれまでに見たことのないたぐいのものが浮かんでいる。

  　そして、彼が着込んでいる軍服が何ど処この勢力のものであるかタマは知っていた。

  　上下ともに純白で統一され、黒革の紐ちゆう帯たいで腰を締める。首に巻き付けた外がい套とうは血のような緋ひ色いろ。見紛うはずもなく姫ひめ路じコロニー常備兵の兵装だった。

  　異常事態が起きていることを悟った。

  　だがそのとまどいは数瞬で終わった。

  　非常事態のいまだからこそ、かいくぐってきた修しゆ羅ら場ばの数がタマをかえって落ち着かせる。

  タマは薄い笑みを青年へ返し、泰たい然ぜんと言葉を投げる。

  「お前、誰？」

  　あたかも天気の話をするような何気ない口調だ。

  「姫路コロニー第三大隊隊長、鳥とり辺べ野のミゲル」

  　鳥辺野の自己紹介をタマはせせら笑いで受け流し、面倒くさそうに後頭部をぼりぼりと掻かく。掻きながらこの事態を頭のなかで咀そ嚼しやくして理解する。

  「つまりあれか。あの傲ごう慢まん馬鹿女をここまで追ってきて、これから捕まえるとこってわけか」

  「まさか邪魔はしないよね？　ウイルスを注射され、奴ど隷れいとしてその傲慢馬鹿女とやらに日々酷こく使しされているタマくん？」

  　既に情報収集は終わっているらしい。こちらの名前も事情も筒つつ抜ぬけだ。まったくもって完かん璧ぺきなまでに姫路コロニーらしいやり口。タマは鼻先で一笑するとそっぽをむいて、瞬時にしてこの状況における自分の利益の在処ありかを嗅かぎあて、いつもより低い声色で交こう渉しようを開始した。

  「あぁ、邪魔はしない。むしろお前を歓迎する」

  「良かった。調査通り、やはりきみはそういう人だったね」

  「おれが欲しいのはあの女が持ってる呼び子だ。それを寄越すなら手伝ってやってもいいぜ」

  「きみのように私欲を最優先にして動く人間は信用出来る。邪魔をしなければ呼び子はきみに渡す。どこにでも行きたいところへ行けばいい。我々はきみの動向には関与しない」

  「さんきゅ。んじゃ、さっさとあいつら捕まえてこいよ。おれはここで待ってる」

  「あいにくもう捕まえている」

  　鳥辺野ミゲルは温泉のある雑ぞう木き林ばやしの方向へ眼を送った。

  　葉ごもりがざわめいた。

  　暗い木陰に幾つもの赤鉛色の光が浮かんでいた。タマはその眼光に見覚えがある。

  「鎌かま鳥どりか」

  「うん？　きみは関東人だろう？　鎌鳥を知っているのか」

  「もともとは関東で造ったグリルだよ。三〇年前に神かみ追おい軍ぐんと一いつ緒しよに関西に流れて、むこうで繁殖したんだ。姫路の馬鹿共は自分たちが造ったと思い込んでるみたいだがな」

  　鳥辺野は口をへの字に曲げた。そういえばそんな話はコロニーの生命科学研究者から聞いたことがあった。意外なタマの博識だった。

  　木こ下した闇やみから緑がかった鎌鳥の足がにゅっと飛び出て路上へ下りた。一頭、二頭、三頭、次々とその異様な外見を夕闇のもとへさらけ出す。全身を覆おおう緑の外皮、胴から突き出た二本の鎌かま、青せい銅どう色いろのくちばしに結わえ付けた手た綱づなを、山や羊ぎ色いろの軍服に身を包んだ騎き兵へい達が鞍あん上じようから繰っている。その数、二〇頭以上。

  　それに加え、坂の上からも下からも歩兵の群が湧いてきた。五〇名ほどの兵員が全員手に手に鉄てつ鉾ほこを構え、整然と二列縦陣を組んでこちらへ行進してくる。その一いつ糸し乱みだれぬ足取りをみれば専業の兵士たちだと見当はつく。

  　どうやら温泉は既に囲まれていたようだ。

  　タマは素直に感心した。こちらが油断しきっていたとはいえ、鎌かま鳥どりを連れていながらここまで見事に気配を消していたことは驚嘆に値する。

  「いつのまに囲んだ？　全然気づかなかったぞ」

  「獲物が来てから囲んだのでは気づかれるからね。きみらが来るまえから囲んでいた」

  　キャラバンの日程まで洩もれていたようだ。町の住民の誰かが、金で雇われて情報を流したのかもしれない。

  「しかし呆あきれたもんだな。堂々と正面からやれよ」

  「あいにく失敗は出来ないものでね。だがお望みなら、これから正々堂々とした戦いも見せてあげるよ」

  「調ちよう布ふ新しん町まちを襲うのか」

  「あの町の特とく進しん種しゆは全部で四人。そのうちの二人、真岡もうか牛うし丸まると羽は染ぞめ靜しずかは奥おく多た摩まへ出かけ、久く坂さかユーキはこちらの手のうちにある。斎さい藤とう準じゆん平ぺいという弓使いが町を守っているが、筋きん繊せん維い特進種一人では我々には太刀打ち出来まい。いまなら関東の飛とび領りようが労せず手に入る。この機会を逃すのは愚か者だけだ」

  「それ、正々堂々っていうか？」

  「好きなように呼べばいいさ。それはともかく、主賓が来たようだね」

  　雑ぞう木き林ばやしのなかから、とりわけ大柄な鎌鳥に騎き乗じようしたものすごい肥満体が現れた。

  　かなり丈じよう夫ぶな脚を持つ鎌鳥が重みに耐えきれずふらついている。おそらくは特注であろうたっぷりした軍服の突き出たお腹に埋もれるようにして、荒あら縄なわで縛り上げられたユーキが肥満体の前に騎乗させられ、鋭い眼光を鳥とり辺べ野のの方へ向けていた。

  「おかげさまで楽なもんでしたわ。もう氣きも残っておらんかったようです」

  　ユーキを脂し肪ぼうのうちに抱きかかえ、肥満体の快活な声が鳥辺野へ投げられる。

  　鳥辺野は満足げに頷うなずき、上体を幾いく重えにも巻き上げられたユーキを眺める。

  「久しぶりだね、カヲル。僕のこと、覚えてる？」

  　カヲルと呼ばれ、ユーキの翡ひ翠すい色いろの瞳が静せい謐ひつな輝きをまとった。激しい感情を宿した静けさだった。彼女の怒りが頂点に達しているのがタマにはわかった。

  「お前を斬きる」

  「質問しているのは僕だよ」

  「……ふざけるのも大概にしろ、鳥辺野。お前とは口もききたくない」

  　押し殺した声で短く言い放つ。その一方でタマはユーキのすがたを確認し、捕ほ縛ばくに至った経緯を推量する。

  　ユーキは軍服を羽織っているが、ボタンが留められていないしサスペンダーも掛かっていない。素肌に直接上着を掛けたうえから荒あら縄なわで縛られ、身動きがとれない状態になっている。

  　――着替え中を襲われたな。

  　なにも着ていないときよりも、着ようとしているときの方が無防備だ。優れた特とく進しん種しゆ同士の戦いであればその一瞬の隙が命取りになる。

  　だがそれにしても、あのユーキがほとんどなにも出来ずに捕ほ縛ばくされるというのは、どんな技を使うのか知らないが肥満体の腕がいいこともあるのだろう。

  「おぉ、怖い怖い。そういえば澁しぶ澤さわカヲル様は未来の天てん子しであられましたっけ。これはこれは失礼失礼。では挨あい拶さつの最初からやり直しということで」

  　鳥とり辺べ野のは眼を閉じ、貴人に対するがごとく地に片膝を付け、鞍あん上じようのユーキへ頭を垂れて、芝居じみた台詞せりふを投げた。

  「拝はい顔がんの栄えいに浴よくし恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。闕けつ礼れいは重々承知ながらやむをえぬ用向き、天子にはしばし忍にん辱にくのほど、伏せてお願い申しあげます……ってこんな感じでいいかな？」

  　嘲ちよう笑しようのこもった鳥辺野の顔がユーキを見上げる。ユーキの表情はやり場のない怒りで強ばっている。

  　そうしている間に歩兵と騎き兵へいが坂の上下に展開し道を塞ふさいだ。今度は縛り上げられた財ざい前ぜんと式しき島しま、それに一いちノの谷たにが引き出されてくる。

  「ごめんね、ユーキ。日程表がこの人たちに洩もれてたみたい」

  　荒縄で胴回りを拘こう束そくされた一ノ谷が、済まなさそうな声をあげる。ユーキは首を左右に振って一ノ谷の詫わびを受け流した。

  　ユーキは自分自身を責めていた。一ノ谷はなにも悪くない。まだ旅の途中なのに油断しきって練れん氣きの精せい製せいを怠おこたった自分が悪い。

  「この子供らはどうします？」

  　肥満体が財前と式島を片目で眺めながら鳥辺野へ尋ねる。

  「ユーキの目の前で飛びきり残ざん酷こくな感じで殺してあげて」

  　鳥辺野は鷹おう揚ように返事する。

  「やめろ！　彼らは無関係だ！」

  　ユーキが怒鳴る。鳥辺野はわざとらしく小首を傾げ、

  「それはもしかして命令？　いや、勅ちよく命めいってやつですか？」

  「貴様……」

  「天子さまからのご下か命めいとあっては聞くしかありませんが……そのへん、カヲル個人としてはどうなの？」

  「……わたしは天てん子しなんかじゃない。市長が勝手に候補にしただけだ」

  「なら命令はきけないな。残念でした」

  「やめろ！」

  「ねえ、カヲル。口の利き方って知ってる？」

  「……やめてください」

  「聞こえないよ」

  「やめてください！」

  　叫ぶようなユーキの言葉を楽しげに聞き流し、鳥とり辺べ野のは財ざい前ぜんと式しき島しまを目の前に連れてきた。学生服すがたのまま、彼らも荒あら縄なわで上体を完全に封じられている。

  「久く坂さかさん、お守り出来ず申し訳ありません」

  「既に覚悟出来ています。命乞いなど無用」

  　まだ一〇代半ばの二人が健けな気げに言う。ユーキの顔が苦しげにゆがむ。いやらしい流し目を送る鳥辺野へ、見ひらかれた翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみがむけられる。

  「目的はわたしを連れ帰ることだろう？　わたしは抵抗しないし、言うことをきくから、この二人は助けてやってくれ。いや、助けてあげてください」

  　懇こん願がんを受け、鳥辺野の頬に嗜し虐ぎやく的なひずみがほんのひととき刻まれた。が、すぐその代わりに芝居がかった慈じ悲ひの色が眼まな差ざしににじむ。
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  「カヲルは挺てい身しん的だね。とてもヒロイックでいいよ。きみは世界で一番美しい」

  　ためらいなくそう言い放つと、肥満体へむかって顎あごをしゃくり、鞍あん上じようのユーキを地へ下ろさせる。そして気取った仕草で歩み寄り、ユーキの顎の下に手を入れて上をむかせ、強ばった表情をじっくりと眺める。蒼あお白じろい親指が、ユーキの桜色の唇をそっとなぞった。

  「氣きは尽きてしまったのかな？　残念だ。また一から溜めてもらおうか」

  「…………」

  「きみの氣を吸い尽くしてから、調ちよう布ふ新しん町まちを襲うよ。僕はきみの氣を使ってあの町を制圧する。きみの力を使って、きみをかくまった町を焼き尽くしてあげる。どうだいこの計画、面白そうだろう？」

  　ユーキのまなじりが吊つり上がり、堪こらえきれない言葉がその口から放たれた。

  「外げ道どう！」

  「やれやれ。従順になったと思ったら、早さつ速そく馬ば脚きやくを露あらわした」

  　鳥とり辺べ野のは左手を高々と掲げると、かなりの勢いでユーキの頬を平手打ちした。

  　一度ではない。二度、三度、四度、空気の割れるような音が高く雑ぞう木き林ばやしにこだまする。打たれるたび、ユーキは顔を戻して鳥辺野を睨みつける。そのくじけない眼光が、かえって鳥辺野のなかの悪魔的なものを猛たけらせる。

  「ああもう、なんだその眼は、頭に来た。そんな眼は、べろべろ舐なめてやる！」

  　鳥辺野はおもむろに裏返った声でそう言うと、あろうことかユーキのまぶたを指先で無理矢理こじあけ、むき出しの眼球におのれの舌を突っ込もうとする。

  「おーい。お楽しみのところ悪いが、こっちの話をしていいか？」

  　突然、横合いから緊張感のかけらもないタマの声が届けられた。

  　忘ぼう我がのふちにあった鳥辺野の意識が現実へ引き戻される。

  「おれの要望はふたつだ。その女が持ってる呼び子と、馬車の荷を全部おれに寄越せ。そしたら消える。あとは勝手にお前らでやってろ」

  　しばし呆ほうけた顔でタマを眺めてから、鳥辺野は口元だけで微笑ほほえみ、無言のまま顎を坂の上にむかってしゃくる。道を塞ふさいでいた兵たちは、馬車のために道をあけた。

  「さんきゅー。おかげで助かったぜ」

  　タマはへらへら笑いながら鳥辺野へふざけた敬礼を送ると、馬車の荷台に入り込み、収集した物資をかきわけて、木箱のなかに隠してあった二本の短剣を取り出した。

  「卑ひ怯きよう者もの」

  　荷台から降りたタマへ、ユーキの罵ば声せいが浴びせられる。タマはどこ吹く風でそれを聞き流すと、短剣を掌てのひらでくるくる回しながら、

  「んじゃ、呼び子を渡してもらおうか」

  　悠ゆう々ゆうとユーキに歩み寄る。

  　ユーキは鳥とり辺べ野のへむけているのと同じような表情でタマを睨ねめ付ける。タマは泰たい然ぜんとその眼をうける。ユーキの頬は真っ赤に腫はれているが、瞳は凛り々りしさを失っていない。

  　タマはユーキの胸元で揺れる呼び子をつかみ、首から抜き取った。そしてそれを地面に捨てると、靴底で踏みにじる。

  　これまでタマとユーキを繋つなぎ止めていたものは堅い音と共に地の上で砕くだけ散った。

  　タマは脚を上げた。さっきまで呼び子であった磁じ器きの欠片かけらがアスファルト上に無数に散らばっている。

  　へらりとした笑いが再びタマの頬に浮き上がる。ようやく目的を達した。晴れやかなものがタマの顔のうえに広がった。

  「これでおれは自由の身ってわけだ。せいせいしたぜ」

  「あの荷は町の人たちのものだぞ。泥棒。恥を知れ」

  「なんとでも言え。おれは好き勝手に生きる。誰にも何にも命令はされない」

  　刹せつ那な、タマは左の短剣を逆手に持ち替え、ユーキめがけて斬きりあげた。

  「!?」

  　天を指す剣けん尖せんが、次は傍かたわらの鳥辺野へむかい振り下ろされる。

  　鳥辺野は地に身体を投げ出すようにしてその一撃をかわす。

  　ユーキの縛いましめが両断された。

  　斬られた荒あら縄なわが地に落ち、タマは右手の短剣をユーキの手に握らせ、彼女の耳元に口を寄せて、

  「坂の下に逃げろ」

  　ささやく。ユーキの見開かれた眼が、間近のタマを見上げる。

  「なぜだ」

  「お前は嫌いだが、あの変質者はもっと嫌いだ」

  　抑えた早口でそう言うと、電光さながら、タマは坂の上へ陣取った歩兵の群のなかへ飛び込んでいた。

  「うおっ!?」

  　斬ざん撃げきが第一列を弾き飛ばす。第二列の歩兵から、重量のある鉄てつ鉾ほこが振り下ろされる。だがその先にはタマはいない。猫のような動きで中空に弧こを描きながら既に跳躍している。

  　兵列を飛び越え、降り立った先には鎌かま鳥どりの隊列がいた。ユーキ達が逃げる時間を稼ぐため、タマはまず鎌鳥を奪う腹づもりだ。

  　勢いを殺さず、両手で地面を叩きもう一度宙を舞い、飛びながら投げ放たれたタマの短剣が鞍あん上じようの騎き兵へいの喉のどへ食い込む。

  　なにが起きたかわからない、といった表情で首筋から鮮血を噴き上げる騎兵の手からタマは鉄鉾を奪いとり、ぞんざいに鞍くらから蹴け落おとした。

  　兵が落ちる間際、短剣を首から抜き取り、手た綱づなを右の手首にからませて笑む。

  「鎌かま鳥どりの乗り方ってやつを教えてやる」

  　言い捨てて、タマはあぶみを蹴った。同時に思い切り手綱を引きつける。鎌鳥の長い首筋が伸びきり、二本の鎌かまが歩兵めがけて振り上げられる。

  　そして薙なぐ。

  　ノコギリに似た形状の鎌が歩兵の首筋に突き立ち、無む慈じ悲ひにそのまま挽ひかれる。この鎌は、ただの巨大化したカマキリの鎌ではない。鎌の刃には鮫さめの歯にも似た無数の鋭利な突起が突き出ていて、対象を切断することが出来る。

  　鎌に挽かれた不幸な歩兵の頭部は薄皮一枚でしばらく身体と繋つながっていたが、すぐにぼとりと自分のかかとのそばに落ちた。

  　潮のごとく、周囲の兵がひいていく。

  　タマは手綱を叩き、ひいていく兵列めがけて突っ込む。

  　再び血ち潮しおに塗まみれた鎌がひらめく。

  　かろうじてそれをかわした兵の頭ず蓋がいをめがけて、無む慈じ悲ひなタマの鉄てつ鉾ほこが一直線に振り下ろされる。その一撃は頭蓋はもちろん脊せき椎ついの辺りまでまとめて砕くだく。

  　タマから笑みが消えた。その表情は寂しんと静かだが、その眼は爛らんと輝きを増す。

  　鎌鳥は大きく右足を前へ出し、包囲してきた兵列を突き破ると、その背後にいた騎兵二列に鎌をむける。

  　騎兵が囲んでいるのはユーキだった。坂を下ろうとしたところで囲まれたらしい。一いちノの谷たにを守りつつ慣れない短剣を振るうユーキの傍かたわらで、縛いましめを解かれた財ざい前ぜんと式しき島しまもなけなしの氣きで奮闘している。が、ここは正面からやりあわず、脚力で逃げるのが賢けん明めいだ。

  「馬を奪え！」

  　タマは叫んだ。ユーキがこちらへ顔をむける。

  「鎌鳥より馬の方が速い、馬で逃げろ！」

  　ユーキは眼を路脇へはせた。道中、タマとユーキが騎き乗じようしていた二頭の馬は馬車の傍らの雑木に繋つなぎ止めてある。

  「させるか」

  　そのとき横合いから野太い声が降ってきた。

  　タマが振り返ると同時に鉄鉾が落ちてくる。

  「ちっ」

  　舌打ちしながらかろうじてかわす。

  　どこから湧いてきたのか、目前で見覚えのない筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの武者が第だい二戟げきを放とうと鉾を振りかぶっていた。

  　タマの動物的な直感が、やり合っても分ぶが悪いことを告げる。

  　手た綱づなを大きく引っ張り、鎌鳥の体さばきで横撃をかわす。鳥の脇腹を両のももで引き絞しぼり、瞬時に周囲へ目を這はわす。

  　ユーキは騎き兵へいに手を焼いている。歴然とした数の不利に加え、一いちノの谷たにの安全に気を配りつつ　鎌かまと鉄てつ鉾ほこの二段攻撃をさばくのは氣きの尽きた彼女には荷が重いらしく、なかなか囲みから抜け出せない。それを悟るとタマは思い切り手綱を絞って鎌鳥を旋転させ、繋つないだ馬のもとへ駆ける。

  　さきほど突貫した歩兵の群が戻ってくる。それを脚力で振り切り、繋いでいた馬の傍かたわらを走り抜けながら二頭の手綱を手に取る。

  　さらに駆ける。鎌鳥の脇腹をあぶみで蹴け立たて、全速でユーキ達を囲んでいる騎兵の壁へ突っ込んでゆく。

  　騎き乗じようしている鎌鳥はタマの手綱さばきに操られ、姫ひめ路じ兵へいめがけ容よう赦しやなく鎌を振るう。

  「受け取れ、これで逃げろ！」

  　兵馬入り乱れる混乱のさなか、手綱をユーキの手に握らせ、追いすがってきた歩兵へ振り向きざまに鉄鉾の一撃。

  　鉾が描いた弧の先へ肉にく片へんと血ち潮しおの飛沫しぶきが飛び去る。

  　だがすぐに視界のすみにきらめきが映り、タマはとっさに首をすくめる。

  　鎌鳥の鎌が頭頂部をかすめて行き過ぎる。

  　一いつ閃せんでは終わらず、斬ざん撃げきは二閃、三閃と連続で振り降りてくる。

  　器用にさばいていたタマだが、背後から来る新しい悪お寒かんに気づいた。

  　振りむけば、さきほどの大男が鉄鉾を横よこ殴なぐりに振ろうとしていた。

  　――当たる！

  　その次の刹せつ那な、鈍く重い衝撃を脇腹に感じた。

  　右の脇腹に深々と鉄鉾がめり込んだ。脊せき柱ちゆうまで届いたかもしれない。タマの身体がくの字に折れて、鞍くらの上から剥はがれ落ちる。

  　腹部の臓器がいくつか潰つぶれたかもしれない。吐いた血ち反へ吐どのむこう側で、一ノ谷が鞍くらにまたがったのが見えた。そうだそのまま馬で逃げろ、と頭の端で呟つぶやいた。

  　タマは地面に打ち付けられ、大きく跳ねてから路脇のコンクリート壁に激突、壁面に血ち糊のりをぶちまけて、そのままずるずる崩くずれ落ちた。

  　そこへ容よう赦しやなく騎兵五騎が突っ込んでくる。鎌鳥は大きく脚を振り上げて、横たわるタマをめがけて振り下ろす。

  　為なすすべなくタマは騎兵の群に蹂じゆう躙りんされた。

  　腕が折れた。脚も折れた。肋ろつ骨こつも鎖さ骨こつも肩けん胛こう骨こつも折れて砕くだかれ擂すり潰つぶされる。

  　タマの身体は鎌鳥の脚の下で、ブリキ人形のように音を立てながらあちこち凹へこみ、いびつな角度に四し肢しを折り曲げ、抵抗も出来ずただ跳ね踊るのみ。

  　下手を打った。ここで死ぬかもしれない。あれほど自分を戒めていたにも関わらず、結局貧乏くじをひいてしまった。

  　自分自身に呆あきれていたとき、こころのなかから声が聞こえた。

  　――代ワレ、『意志』ヨ。

  　それは三つの単音が重なりあった和音として、タマの内側に響いた。

  「いやだね」

  　騎き兵へいに蹂じゆう躙りんされながらもタマはその声に答えた。

  　――阿あ呆ほうメガ。死ヌ気カ。

  「お前に代わるくらいなら死んだ方がマシだ」

  　こころの内側から響く和音の申し出を拒否し、細かい明滅とともに上下左右に激しく振動する視界を抱えた。もはや痛覚はどこか遠いところへ去っていき、踏まれようが鉄てつ鉾ほこで殴なぐられようがその衝撃しか感知することが出来ない。

  「掴つかまれ！」

  　今度はそんな声が、身体の外側から聞こえた。

  　うっすらとひらいた眼のむこうに、傷だらけのユーキを見た。タマと同じく血ち潮しおに濡れながら、真っ白な手を懸けん命めいに差し出している。

  　この女は黙っていればきれいな顔をしてるよな、となぜかそのとき改めて思った。

  　――そっくりだ。

  　誰かに似ている。それが誰なのかわからない。わからないけれど、ときの彼方かなたへ消えてしまった大切な誰かにユーキは似ている。

  　その人を思い出せないままタマの意識はぶつりと途絶え、周囲の世界は音のない一面の黒のなかへと塗り込められた。


  


  　　　七．

  

  　世せ田た谷がや通りは黒煙に覆おおわれていた。

  　前方では渋滞した車列から火の手があがっている。

  　これはもう動きそうにない。人々は車を捨て、次々に路上へ散っていった。わたしもそれにならい、助手席に置いたリュックサックを肩にかけて母親の車を乗り捨てる。

  　道は押し合いへし合いする人々でいっぱいだ。みな大荷物を抱え、大人は子供達の手をひき、恋人同士は肩を支え合うようにして、曇りがかった空の下、煙にいぶされ、建物からあがる炎に焦がされて、頼りない足取りでいずこへかむかう。

  　この人たちはどこへいこうというのだろう？

  　わたしと同じように家いえ路じを急いでいるのだろうか。それとも首しゆ都と圏けんから逃げようとしているのか。混乱の極みに達し、意味もないまま外に出ているだけかもしれない。

  　もう逃げ場所などどこにもないのに。

  　オリジナル・シンの感染力・増殖力・殺傷力に対して、感染初期の対応が致命的に出遅れていた。みなが感染に気づいたときにはすでに体内伝でん播ぱが終わって発症を待つばかりの状態だった。

  　人々の顔色はみな一様にどす黒い。あちこちから喀かつ血けつにともなう呻うめきが洩もれる。悪お寒かん、嘔おう吐と、吐と血けつ、頭痛、それに加えて内ない臓ぞうのなかからも痛みが伝わる。

  　道ばたにまだ若い母親と子供が立ちすくんでいた。背中をブロック塀べいに預け、眼にいっぱい涙を溜ためて、衣服の下半分を鮮血に染め、二人ともうつむいて泣いている。あまりにも急な事態に頭が追いつかないのだろう。どこにいくでもなく、助けを求めるわけでもなく、葬そう列れつにも似た人々の流れを傍はた目めに、ただ立ちすくんでいつまでも泣いている。それが普通の反応なのかもしれないと、少しだけ思った。

  

  　国営放送でウイルス散布が知らされたのが昨日の晩だった。しかしそれが流される前から、ウェブを中心にかなり正確な情報が広まっていた。

  　エボラ出血熱には治療法が存在しないという事実――マスコミは最後までこのことを秘ひ匿とくしようとしたが、権威と信頼性のある複数のウェブサイトがこれを認めてしまった――が、不特定多数の人々から熱狂的に受け入れられた。

  　澁しぶ澤さわ先輩のような、世界の終わりを待ち望んでいた人は大勢存在していたらしい。日頃から社会への鬱うつ憤ぷんを抱き、世界を憎悪の対象として見ていた人々にとって、オリジナル・シンの散布は最後の饗きよう宴えんのはじまりを告げる鐘の音だった。

  　研究室のパソコンが世界中で発生している暴動の様子を伝えていた。モニターのなかで、個々人の内側に宿っていた暗い情熱がこれでもかと地表へ吐き出されていた。

  　法治主義は崩ほう壊かいしていた。法の実効力が剥はぎ取られた世界で、男性たちが本性をむき出しにしていた。一般から投とう稿こうされる検けん閲えつのない動画ニュースは、眼を背けたくなる暴力を鮮やかすぎるほどモニター上に描き出していた。

  　――原罪オリジナル・シン。

  　その名の通り、このウイルスはその異常な殺さつ傷しよう力りよくを以もつて、人間の生まれ持った罪を白日のもとにさらけ出すようだ。

  

  「帰らないのか」

  　昨日――みなが逃げ去ったあとの研究室で、澁澤先輩はそう尋ねてきた。

  「ちょっと調べたいことがあって。先輩こそ帰らないんですか？」

  　尋ね返した。先輩はわたしにティッシュを差し出し、

  「鼻血が出てる」

  　受け取ったもので鼻の下をぬぐった。凝固した血が付着していた。もうあまり時間がないことはそれで知った。

  「先輩も、白目のとこが真っ赤ですよ？」

  「あぁ。モニターがちかちかする。眼球の毛細血管が切れているな。特発性球結膜下出血というやつだ」

  　患者のカルテを読み上げる医者のような口調で自分の状態を断言すると、先輩は自分のブースに入ってOmega-Cellのメニュー画面を呼び出した。オリジナル・シンのゲノム情報をダウンロードし、疑似生命体に罹り患かんさせる。

  「このウイルスを作った人物は、Omega-Cellを使った可能性が高い」

  　きつい症状が身体の内部で発生しているのか、先輩はいつにも増して聞き取りにくい声で呟つぶやいた。彼の背後で、わたしも頷うなずく。

  「そう思います。オメガでなければ、そのウイルスデータは作れないはず」

  　作り方は先輩が昨晩実験したのと同じ方法だ。既き存ぞんのウイルスデータに改変したＤＮＡを組み込み、それをOmega-Cellへ罹患させ、抗体との選択圧を使って進化させる。数千回か数万回、もしくは数千万回――とにかくうまくいくまで、諦あきらめずにシミュレーションを繰り返したなら、豚インフルエンザの感染増殖力とＨＩＶの免めん疫えき無効化、エボラ出血熱の殺傷力を併あわせ持ったウイルスを生産することは理論上可能だ。

  「そうであるなら、オメガを使って対抗出来るはず」

  「どうやってですか」

  「試したいことがある。おそらく世界中でいまの俺たちでしか出来ない実験だ」

  　先輩はこのところ毎晩徹夜で作成していた、あの不老不死人間を作り出すウイルスデータを画面に表示した。

  「原罪ウイルスV.S.不老不死人間。勝つのはどっちかな」

  　そしてオリジナル・シンに罹患した疑似生命体に不老不死ウイルスデータを注入する。

  　モニターのなか、細胞の自動死機構を欠けつ損そんさせたウイルスが、オリジナル・シンによって書き換えられたＤＮＡをさらにもう一度書き換える。いったいどんな疑似生命体が生まれるのか見当もつかない。

  　けれど祈る。どうか神さま、奇き蹟せきをください。

  

  「オリジナル・シンを作った人間の狙いは、これかもしれない」

  　夜中、青黒い顔色でモニターにむきあっていた澁しぶ澤さわ先輩が突然そう呟いた。

  「見てくれヤダマリ、この生せい殖しよく細胞」

  　わたしは作業の手を止めて、先輩のブースを訪れ、指摘された領域のデータに眼を通した。

  　そこにはＤＮＡ依存性ＲＮＡポリメラーゼを失った生殖細胞のゲノム情報が表示されていた。

  　ＲＮＡポリメラーゼとは、細胞分裂の際、正確に塩えん基き配はい列れつを複製するために設けてある検けん閲えつセクションのことだ。

  　ここを失うとどうなるか。

  　受精の際に転写検けん閲えつが行われないため、突然変異の発生率が飛躍的に上昇する。

  「これ、人間の生殖細胞ですか」

  「罹り患かんして生き残った１パーセントの人間の雄性生殖細胞。言うならば、いままで我々と肩を並べて普通の人間のように生活していたが、実は特別な塩基配列を隠し持っていた人間たち――選ばれた人間たちだけが持ち得る、選ばれた生殖細胞だよ」

  「でもこんなの、受精出来るんですか？」

  「実際にやってみなければわからない。催さい奇き性を高めるから、もし受精がうまくいけばあり得ないほど優秀な人間が次世代に生まれることもあるだろう。それはもはや人間と呼べるものではなく、特別に進化した存在として、人間に取って代わって生態系の頂点を極めるかもしれない」

  「むごい失敗のケースの方が多いですよ？」

  「それはウイルス制作者の関知することではない。彼は人間を次の段階に進化させたかったのかもしれない。うまくいけば地上にエデンの園が出現するとでも思ったのかな」

  　本気なのか冗談なのか、もう区別がつかない。先輩の声は弱々しく、頬ほおはげっそりとこけて、楽しんでいるのか悲嘆に暮れているのかわからない。常に超人的だった澁しぶ澤さわ先輩の顔のうえに現れた死相は、余計に痛々しいものとして眼に映った。

  　返す言葉もなく、わたしは自分のブースに戻り、Omega-Cell上におけるウイルス同士の戦いを見守った。

  　わたしの手元にあるカードはもはやこの不老不死ウイルスだけだ。このウイルスを疑似体内で進化させ、オリジナル・シンを駆く逐ちくするように仕向けるのが最後の仕事――わたしがこれまで学んできたことの総決算だ。

  　もしも完成したとして、これを実際に人体に投与するのか。出来るのか。

  　そのことはそのときにならないとわからない。いまはただこれを完成させることを考えよう。このまま黙って死ぬだなんて納得がいかない。なにかが欲しい。わたしがこの世界に存在したことを証明するなにかが。

  

  　わたしは世せ田た谷がや通りを下ってゆく。昨夜から一晩かけて作った新型不老不死ウイルスがリュックサックのなかに入っている。

  　空には暗い色の雲が出ていて、気がつかないほどの雨が降っていた。

  　霧きり雨さめに濡ぬれそぼった路脇には動かなくなった人が幾人も倒れている。皮ひ膚ふからの出血痕が見られる遺体もある。

  　人だけではない。鳩はとやカラス、犬猫の死し骸がいも路上に多く散乱している。ウイルスの水平遺伝子伝達が為なされている証拠だ。

  　これはつまり人の手のはいっていない未開の地にも、渡り鳥などの動物を通じてオリジナル・シンが散布されるという事実を示している。地球上のすべての生命がオリジナル・シンによって選別され、生き残ったものも生せい殖しよく細胞を汚されて、遺伝子異常を引き起こした子供たちを産み落とすこととなる。

  　行き交う人はもう誰も死骸などに眼をとめない。

  　みな押し黙り、ときおり呻うめきをあげ、壊れゆく臓器から腐くさった血を吐き、身体を支え合って、それぞれの目的地を目指している。

  　わたしの家は用よう賀がにある。このまま二〇分ほど歩けば帰れる。わたしは家で死のうと思う。母親と弟と一いつ緒しよに、実家で息を引き取りたい。

  　けれど、もしもいまわの際に、母親か弟のどちらかが生き残ることを希望したなら――自分がどうするのかわからない。

  　わたしはいま、その死を押しとどめることが出来るものを背負っている。

  　この死にゆく世界に与えられた、ひどく醜しゆう悪あくな希望を背負っている。

  　これを人体へ投とう与よするということは――神さまの設計図を穢けがすということだ。

  　天才が書いた交響曲の譜ふ面めんに、傲ごう慢まんで身の程知らずの素人しろうとが音符を書き加え、もとの音楽の美しさを損なわせる行為だ。

  　摂せつ理りに反する。道義に反する。これを使ったならわたしは氷地獄に落とされて、ユダと一緒にルシフェルに食べられる。

  　ならばどうして、わたしはこのウイルスを捨てられないのだろう。

  　わたしはこんな狂気じみたウイルスに希望を託たくしているとでもいうのか。

  　この世界にはもうこんないびつな光しか差し込まないのか。

  　こんなけがらわしいものが神さまがくれた奇き蹟せきだというのか。

  　自問は終わらない。結論など出るわけがない。選択出来ることはいつも、ひとつしかない。神さま、次にまた世界を創るときは、選せん択たく肢しはふたつ選べるようにしてください。

  

  　我が家にたどり着き、玄関の呼び鈴りんを押したけれど、誰も出てこない。涙がこぼれそうになる。まだ泣くな、と自分に言い聞かせて財布から鍵かぎを取り出した。

  「ただいま」

  　屋内の照明は点灯していた。うちは一昨年から次世代太陽電池発電を取り入れて、屋内で使用する電力は全て屋根のパネルでまかなっている。だから発電所が停止したいまも電気は確保出来ている。

  　玄関で靴くつを脱ぎ、廊ろう下かへ足を踏み入れると、研究室で嗅かいだのと同じ、錆びた鉄の匂においが届いた。　

  　居間からわずかにザーザーと、サンドストームの音がする。テレビ放送は軒のき並なみ中断しているため、おそらく付けっぱなしのテレビモニターから流れてくる音だろう。

  「お母さん」

  　声が洩もれた。すると喉のどの下あたりが灼やけるように熱くなり、血を吐いた。口元をぬぐう。手の甲に赤黒い血液が付いていた。

  　眼がかすむ。頭が痛い。身体の内側が燃えている。

  　居間に脚を踏み入れると、わたしに背をむけて、母親がソファーに腰掛け、サンドストームを眺めていた。いや、首が右斜め下に傾いているからもう眺めてはいないようだ。

  　わたしはテレビを消して跪ひざまずき、母親の遺い骸がいを抱きしめた。

  「お母さん」

  　母親の足元には吐と血けつの跡があった。苦しかっただろう。寂しかっただろう。そばにいてあげたかった。

  　冷たい母親の身体をソファーに寝かせた。まぶたをおろし、両の手をおなかのうえにそろえ、その手の甲にわたしのひたいをくっつけて、しばらく泣いた。

  　ウイルスの散布からたった二日で世界は破壊されていた。Omega-Cellでのシミュレーションによれば、オリジナル・シンは指し数すう関かん数すう的に感染者数を増加させてゆき、明日までに地上における99パーセントの生物が死滅する。

  　だから遅くとも明日までにわたしも母親のところにいく。そうしたら母親も寂しくないだろう。天国は世界中から押し寄せた人たちで満員で、みんな地上の些さ末まつな争いを忘れて雲の上で手を繋つなぎ、神さまを讃たたえる幸福な歌を高らかに歌っているだろう。胸の内でそう呟つぶやいて自分を納得させようとするが、うまくいかない。

  　こんなの、不条理すぎる。納得出来るわけがない。わたしがなにをした。真ま面じ目めに一生懸けん命めい生きてきたのにどうしてこんな目に遭あわなければならない。どんな思想も宗教も、いまのこの事態の意味を説明してくれない。あまりにひどすぎる。残ざん酷こくすぎる。神の試練もほどほどにしてほしい。

  　恨うらみ言ごとを吐いていたそのとき不意に、ひとりの少年の顔が脳のう裡りにひらめいた。

  　――キリヒト。

  　わたしにはもうひとり、最後の時間を一いつ緒しよに過ごしたい大切な人がいる。

  「キリヒト」

  　弟の名前を呟き、涙をぬぐい、リュックを手に持って地下室へつま先をむけた。

  「あけて。お姉ちゃんだよ」

  　地下へつづく階段を下りきり、突き当たりのドアをノックする。部屋は相変わらず、内側から鍵かぎがかかっている。

  「いるんでしょ？　あけて」

  「マリ？」

  　部屋の内側から、辛つらそうな声が返った。

  「頭が痛いよ。助けて」

  　ドアがひらいた。わたしの弟、霧きり崎さきキリヒトは真っ青な顔をして身体を震わせていた。両親が離婚したとき、わたしは母親に合わせて矢や田だ姓に戻ったが彼はそれを拒んだ。だからわたしと苗みよう字じが違う。

  「さっきからネットが繋つながらないんだ。殺人ウイルスが広まってるんだろ？　おれもそれにかかったのかな。頭が痛いし寒い」

  　キリヒトはひどく怯おびえていた。まだ一五才の彼に怯えるな、なんて言えるわけがない。わたしだってわけがわからない。叫びだしたい。けれどそんなことをしてもどうにもならない。

  「おれ、死ぬの？　やだよ、死にたくないよ」

  　彼の部屋に入った。ひどくちらかっていた。床にはパソコン雑誌やゲーム情報誌がお菓子のふくろなどと一いつ緒しよに無む造ぞう作さに投げ出してある。いつもなら溜ため息いきをついて皮肉のひとつも言ってから掃除するところだが、今日はそんなことをしている時間がない。

  「さっき、おれ、血を吐いたんだ。すごい真っ赤な血。怖いよ」

  　わたしはベッドに腰を下ろし、リュックサックを膝のうえに乗せた。キリヒトはすがるようにわたしを見つめる。咳せき払ばらいしてから彼をにらんだ。

  「マリっていうな。お姉ちゃんって呼びなさい」

  「なんでもいいよ。助けてよ。おれ怖いよ」

  　泣き言と共に顔をくしゃくしゃにする。この子は突っ張ったふりをしているが、根はとんでもないヘタレだ。お世せ辞じにも言葉遣いがいいとはいえないし、すぐに皮肉やへらず口をたたいて周りのみんなを怒らせる。でも根はとても優しい子だ。

  　世界でわたしだけが本当のキリヒトを知っている。だから死なせたくない。この子だけでも生き延びてほしい。

  「時間があんまりないの。キリヒトの気持ちを知りたいから、よく聞いて正直に答えて」

  「う、うん」

  「どんな手段を使っても、生き残りたい？」

  　わたしの質問の意味が理解出来ないのか、キリヒトは呆ほうけた顔をしているだけで答えを寄越さない。

  「このまま死ぬか、バケモノになるか。どっちがいい？」

  　言葉を変えて、率直に尋ねた。キリヒトの表情にはますます不可解そうな色が広がっていく。どうやらわたしには説明と同意インフオームド・コンセントの能力と理解が著いちじるしく欠けているようだ。

  「お姉ちゃんとお友達が、昨日一日がかりで薬を作ったのね。これを飲めば、もしかすると助かるかもしれないの。コンピュータ上のシミュレーションでは『たぶん大丈夫』って結果が出たけど、現実ではどうなるかはわからないの」

  　ゆっくりと、呼吸を整えながら話した。わたしもいま、とても苦しい。頭が灼やけるように痛い。言葉を話すだけで自分の頭ず蓋がいがわんわんと鳴り響いて、脳のう幹かんが軋きしみ、しょっぱい涙が勝手に出てくる。

  「マリ、大丈夫かよ。マリも死ぬのかよ。駄目だよ、死ぬなよ」

  「聞いて。あのね、だからこの薬を飲むと、キリヒトの遺伝子が組み換わって、悪いウイルスをやっつけてくれるかもしれないの。でもその代わり副作用があって、なんていうか、その……細胞がいままでのものじゃなくなって、永遠に死ななくなるの。普通の細胞はアポトーシスっていう、自動的に死ぬためのプログラムがあるんだけど、これを使うとアポトーシスがなくなって、その、細さい胞ぼう増ぞう殖しよくを制せい御ぎよ出来なくなって……」

  　余計な説明であることに気づき、わたしはそこで言葉を切った。キリヒトは相変わらず怪け訝げんな顔をしている。わたしの説明がいたらないせいで、理解するのは難しいようだ。なんとかうまい言葉を見つけたいが、眼がかすんできて彼の顔も満足に見えない。頭が働かない。風景が揺らぐ。油断すると気を失いそうになる。

  「これが、その薬」

  　わたしは無理矢理に意識を覚かく醒せいさせ、リュックサックから一本の試験管を取り出した。

  　今朝方、澁しぶ澤さわ先輩と一いつ緒しよに研究棟の設備を使って、机き上じようのウイルスデータから作成した本物のウイルスが実験用細胞液のなかに溶かし込んである。

  「お姉ちゃんのお友達は、これを飲んだのね。そしたら苦しそうになって、変な叫び声をあげて、どこかに走り去っていった。治ったかはわからない。探したけどどこにもいないの。治らなかったかもしれないし、ひょっとしたら治ったのかもしれない」

  　そう、澁澤先輩は不老不死になることを選択した。

  　そしてこのウイルスを飲み干し――失しつ踪そうした。どこにいったのかわからない。もしかしたら今頃快かい癒ゆして不老不死人になっているのかもしれないが、確認出来ていない。

  　キリヒトはなにも答えない。言葉をつづける。

  「お姉ちゃんは、飲まない。死ぬのはいやだけど、得体の知れないバケモノになるくらいなら死んだ方がマシ」　

  　これは少し嘘うそだ。正直なところ、飲んでもいい。

  　けれど研究棟の薬やく品ひん棚だなにあったものから生成出来たウイルスは二人分だけ。

  　澁澤先輩が片方を飲んだから、残りは一人分しかない。だからこう言っておかないとキリヒトがわたしに気を遣った結果、飲まないことを選択するおそれがあった。

  「選んで、キリヒト。このまま死ぬか、バケモノになって生き残るか」

  　寸すん時じの間を経たのちに、震えるキリヒトの声が返った。

  「マリにやるよ。おれはいい」

  　勘のいい彼はなにかを察したのかもしれない。さっきまでべそをかいて助けを求めていたくせに、言うことが正反対になった。虚勢を張っていることがその声こわ音ねでわかる。

  「お姉ちゃんはいらないの。バケモノになりたくない」

  「駄目だよ。飲めよ。生き残れるかもしれないだろ。おれみたいな馬鹿は死んでもいいけど、マリは頭がいいんだから、生き残らなきゃ駄目だ」

  「自分で自分のこと馬鹿とか言わない」

  「おれ、嫌われ者だし、ひねくれものだし、生き残っても誰も喜ばないよ。マリはそうじゃないから、死んだら駄目だ」

  　この子は本当に自分の気持ちを言葉にするのが苦手だ。その下手くそさがいじらしく、絶対に死なせたくないと思った。

  「じゃあ、キリヒトが飲んだらわたしも飲むよ」

  　そう言った。

  「キリヒトが飲まないならわたしも飲まない。それならどうする？」

  「――その薬、二人分あるのか？」

  「うん。リュックのポケットにもう一本入ってる」

  　視界はほとんど霞かすんでいて見えないが、キリヒトが探るようにわたしを見つめていることが雰ふん囲い気きでわかった。

  　お願いだから、これ以上なにも尋ねずに、わたしの手から細胞液を取ってほしい。

  　役立たずの神さま、仕事しない神さま、お願いですから、わたしは氷地獄に堕おとされていいですから、この子の命を助けてください。

  　胸のうちでそう叫んだ。

  　最後の最後で珍しく叫びが届いたようだ。キリヒトの白い手が試験管を握ったのが視界の片隅に映った。

  　安心したら、いきなり視界が漆しつ黒こくに染まった。身体のなかの電池が尽きたような、唐突な暗転だった。どうやらここで、気持ちのみで繋つなぎ止めていたものが切れてしまったようだ。

  　もうなにも見えない。全方位的な闇のなかにわたしはいる。

  　わたしという存在の全てが、一面の黒のなかへ落ち込んでゆく。音が遠ざかり、色彩は失われ、一切の光のない静寂のただなかへわたしそのものが溶け込もうとしている。

  　わたしは昏こん睡すいしたのだろうか。それともこれが死というものか。もしもこれが死なら、思っていたより悪くない。消滅するというよりも、来たところへ帰るといった感覚の方が近い。

  　そのとき不意に、一面の闇へ光が差し込んできた。

  　色彩が再び芽生える。音が生まれる。これは鳥のさえずりだ。川のせせらぎだ。吹きすさぶ風のなかにわたしはいる。

  　大きな川に架かった鉄てつ橋きようが見える。

  　これは廃線だろうか。線路は錆さび付き、若草に覆おおわれ、切れた電線が砂利のうえに力無く垂れている。放置されて長い年月が経っているらしく、とても電車がこのうえを走れるとは思えない。

  　そして――その線路上にわたしがいる。

  　すがたかたちはわたしではない。だが、そこにいるのは外見は違うけれども紛れもなくわたしだ。

  　非論理的だが、その事実は理屈を飛び越えてわたしの意識の奥底へ直接に触れ、眼には見えない真実の鐘を打ち鳴らす。

  　わたしは窮きゆう屈くつそうな子こ鹿じか色いろの服に上下とも身を包み、サーベルを片手に持ち、少年と抱き合っている。

  　いや、抱き合っているのではない。これは戦っているらしい。わたしのサーベルの剣けん尖せんが少年の胴体を貫通していて、わたしは少年から離れようともがいている。大怪け我がしている少年はそれでもわたしの腰のうしろへしっかりと手を回し、剣に貫かれた傷が痛いにもかかわらずいっこうに離れようとしない。この少年はどうやら、もう少しこのままでいたいようだ。

  　風が終わらない。堤防沿いの桜並木から散ったものが、わたしたちの傍かたわらを止むことなくただよい過ぎてゆく。

  　この少年の顔がわたしの眼に映し出された。その顔はまぎれもなく、わたしのよく知っている人だった。

  

  　――霧きり崎さきキリヒト。

  

  「姉ちゃん」

  　そのとき、わたしが見ているのとは違う場所から、キリヒトの声が聞こえた。

  「姉ちゃん、姉ちゃん」

  　声こわ音ねから察するに、泣きながら呼びかけているようだ。

  　その声を待っていたかのように、廃はい墟きよの風景は色彩を構成していた微少な粒子がばらばらに霧む散さんしてしまい、すぐその代わりに涙と鼻水でぐしゃぐしゃになったキリヒトの顔へと像を結んだ。

  　我が家の地下室で、わたしはキリヒトの膝のうえに頭をのせて横たわっていた。

  　最さい期ごの力で片手をあげ、彼の頬を撫なでた。何度言っても絶対に言おうとしなかったくせに、姉ちゃんだなんていまさら呼んでいるキリヒトのことがおもしろく、自然に笑みが浮かんだ。

  「また会う」

  　励ましておこう。この子がこれからくじけることのないように。

  「また会うよ。鉄てつ橋きようで会う」

  　たとえ世界が穢けがされていても、この子が優しさを失うことのないように。


  


  　　　八．

  

  　河か床しようへ突き立てた右足を引き抜き、前へ送った。動かない左足が川底の泥を摺すりながら遅れてしたがい、再び力無い右足が弱々しい飛沫しぶきと共に前へ送られる。

  　赤あか錆さび色いろの月明かりが波は紋もんと共に川かわ面もへ広がる。紫紅色の光こう芒ぼうをまとった下か弦げんの月が空の低いところに玲れい瓏ろうとある。きらびやかな春の星たちの幾千幾万の彩りが頻しき闇やみに沈む多た摩ま川がわの川面に映える。

  　河霧がその光を濾こして、おぼろな色を夜の底へ撒まく。上は星の海、下は文字通り天の川、そんな夢幻にも似た光景のなか、傷ついた久く坂さかユーキが霧をかきわけ逃げ延びてゆく。

  「死ぬな」

  　ユーキの背中にはぼろ雑ぞう巾きんのようになったタマがおぶさっている。ほぼむき出しの上半身は十字架上の聖者よろしく一面が打ち傷と刺し傷と裂れつ傷しようにまみれ、垂れた四し肢しは力無く、血ち糊のりでごわごわに強ばった髪の隙すき間まから生気のない瞳ひとみがうつろに見える。
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  「がんばれ」

  　背中越しに伝わってくるかすかな体温を感じながら、ユーキは絶えずタマへ声を掛ける。そうするのをやめた途端、タマの意識がこの世から切り離されそうで怖い。

  　腰のあたりまで水に浸かりながら対岸を目指す。いまのところ、追ってくるものはいない。

  　他の皆は無事に逃げ切れただろうか。タマが渡してくれた馬に一いちノの谷たにが乗ったところは見た。だがそれからはわからない。騎き乗じようを確かめた直後、ユーキは騎き兵へいから鎌かま鳥どりを奪って蹂じゆう躙りんされるタマを救い出し、包囲を突破して多た摩ま川がわの下流へとなんとか逃げ延びた。いまは一ノ谷たちが無事に逃げ切ったことを祈るしかない。

  　ユーキ自身も全身に傷を負った。鉾ほこ先さきで突かれたのか、左の大だい腿たい部ぶに深々とした刺傷がある。川の水に浸したとき思わず声が出て、この傷の存在に気づいた。あとの裂傷や打だ撲ぼく傷しようは包囲を突破する際に負ったものだろうが、行動が制限されるほどのものではない。

  　傷ついた左足を引きずりながらもなんとか川を渡りきり、さざれ石の河岸へたどり着いた。

  「着いたぞ」

  　ユーキはいちいちタマに声を掛ける。返事は一言もない。眼をこらすと、淡い月明かりのなか、おびただしく繁はん茂もした丈の高い草むらが見えた。

  「あそこに隠れられる」

  　また声をかけたそのとき、かぼそい、消え入るようなタマの呟つぶやきが聞き取れた。

  「マリ」

  　ユーキはタマを振りむく。相変わらず生気のない瞳がそこにある。うわごとだろうが、タマからなんらかの反応があったことに少しほっとした。

  　そしてふらつく右足を草むらに踏み入れた。

  　入ってみてわかった。これはどうやら草むらではなく、菜の花の群生地のようだ。花は背が高く、花弁がユーキの胸の辺りで咲きこぼれていて、湿り気を帯びたアブラナの香りが鼻び孔こうを心地よくくすぐってくる。月明かりに眼をこらすと、繁茂の範囲はかなり広いらしい。昼間であればきっと氾はん濫らん原げん一面が黄色と若草色に埋もれているだろう。

  「ここで朝まで休もう」

  　土の地肌が見える箇か所しよにタマの身体を横たえて、その隣に腰を下ろした。周囲は良い具合に菜の花の壁が出来て二人のすがたを隠してくれる。

  　タマの様子をみた。頭部からおびただしく流血したようで、顔全体が血ち糊のりに覆おおわれ、目鼻立ちも原形を留めていない。全身が青黒く変色し、凝固した血がそこここに覆い被さって、腕も足も関節が破壊されているために不自然な方向へ折れ曲がっている。

  　タマの胸にそっと手を当てた。粉砕された肋ろつ骨こつの奥から伝わる弱々しい心臓の鼓動を確認し、上半身の裂れつ傷しようを見る。再生が為なされていない。普段ならこのくらいの傷はついたその場で修復してしまうはずだが、いまはそれがない。さらに彼の両眼がうっすらとひらいているのが気がかりで、ユーキは手のひらを差し出して両のまぶたを閉じさせた。

  「死ぬな」

  　震える言葉がまた洩もれた。意識の奥底から、これまでに経験したことのない感情がこみ上げてくる。重く鋭い痛みがへその辺りに沈ちん殿でんし、しっかり自分を保っていないと目尻から塩辛いものが流れてきそうだ。

  　うえを見上げてそれをこらえた。にじむ視界の先に、花の陰に切り取られた星空があった。三千の星せい彩さいにこころを這はわせて呼吸を整える。

  　――タマはこのくらいでは死なない。

  　そのことを自分に確認した。なにしろはじめて会ったとき、ユーキはサーベルでタマの身体を貫いたまま氣き弾だんを射しや出しゆつしたのだ。普通の人間であれば粉こな微み塵じんになって消滅しているはずだが、タマの場合は土ど手てっ腹に大穴をあけながらなお生きていた。あのときは七日七晩の昏こん睡すいのあと、八日目に平然と起きあがってお腹をグーグー鳴らしていた。タマの再生能力は特とく進しん種しゆのなかでも飛び抜けている。

  「またしばらく休めば治る。そうだろ？」

  　そう呟つぶやいて、両膝を胸に抱きかかえて座り直し、手の甲にあごを乗っけてタマを見下ろした。それで胸のうちの痛みが消えるわけでもなかったが、気持ちの動どう揺ようはかなり収まった。

  　上流の方からぬるい夜風がやってきて、菜の花たちをやんわりと撫でてから下流の方へ消えていった。

  　ユーキはタマの傍らに横になった。タマのかすかな呼吸の音に注意を留めつつ、夜の空気を深々と吸い込む。身体の奥深くへ、血と土と菜の花の香りが沁しみていく。春の夜の匂においだった。

  　――氣きを蓄えなければ。

  　ユーキがまずいまやるべきことはそれだった。目を閉じて、細く長く大気を吸い込み氣を練ねり上げる。からっぽだった下した氣き海かいへ、徐じよ々じよに新しい力が溜め込まれてゆく。朝まで練り続ければ、氣弾を撃つには足りないにしても身体を防護し運動を補助するくらいは溜まりそうだ。

  　調ちよう布ふ新しん町まちがいまどうなっているのかはわからない。下手をすれば、もう姫ひめ路じ兵へい団だんが強襲をかけているかもしれない。気がかりで仕方ないが、氣が尽きたまま出ていっても返り討ちに遭うだけだ。町に残る唯一の兵士、斎さい藤とうが住民たちをスタジアムに避難させていると信じるしかない。朝まで出来る限りここで氣を涵かん養ようし、日の出とともに調布新町へ駆け戻って町を守る。それがいまのユーキに出来る最善だった。

  　身体を大地に預けきり、眼を閉じて、黙々と練れん氣きを続けた。

  　音のない夜だった。風はさっき吹いた一度きりで、虫の音もなく、川のせせらぎも聞こえてこない。真空管の底のような静寂に世界が沈んでいる。

  　二時間ほども練れん氣きしただろうか。時折その静けさを破るものが聞こえはじめた。

  　傍かたわらのタマの身体の内側から発せられるものだ。ユーキはその音に耳を澄ませた。身体のなかで小動物が蠢うごめいているように聞こえる。断たれた筋きん繊せん維いが再び繋つながろうとする音なのか、折れた骨が元通りにくっつこうとする音なのか。あまり聞き慣れない、笹ささ藪やぶのなかで子犬が戯たわむれているようなざわざわとした響きだった。そしてその音が流れるたびに、タマの口元から苦しげな呻うめきが洩もれる。

  　その音と呻きがユーキの思考をかき乱してくる。良心がとても痛む。

  　タマは自分を助けるためにこんなすがたになってしまった。奴ど隷れいとしてこき使っていたのに、夜は手足に鉄てつ枷かせをかけて馬小屋に放り投げていたのに、言うことを聞かなかったら呼び子を吹いて苦しませていたのに、そんなひどい自分を無む償しようで助けてくれた。

  　その事実が胸を切り刻む。タマへの感謝と悔かい恨こんとうしろめたさが混こん淆こうされた、言葉にならない感情が脊せき椎ついにまとわりついて重い痛みへと変換される。音が響くたびに集中が寸断され、氣きを練ねり上げることが出来ない。

  　ためいきが洩れた。一度、二度、三度ほど、深く息を洩らしてから半身を起こした。

  　昏こん睡すいするタマを見下ろす。その表情が苦しげに歪ゆがんでいる。

  「治ち療りようしてやる。でも勘違いするなよ。これは治療だからな」

  　誰に言い訳するでもなく、そう呟つぶやいた。

  「変な目的じゃないぞ。氣のやりとりはこうやってするんだから仕方がない。わたしだっていやだけど、お前が可哀想だからしてやるんだ」

  　一人でぶつぶつとつづける。ためらいがある。やり方は姫ひめ路じにいたときに師し範はん代だいから教わって知っているが、実際にやったことはない。

  　戸惑っていると、静せい謐ひつのただなかへ、またタマの身体の内側から響く音が流れた。

  　苦しそうなタマの顔がユーキの最終的な決意を促した。

  　身体を寄せ、タマの髪の毛に手を添えて、顎あごの下へもう片方の手をあてて少しうえをむかせ、桜色の唇を彼のささむけた唇に押しつけた。

  　そして精せい製せいした氣をタマの体内へと流し込む。氣はユーキの生命力そのものだ。これが傷ついたタマの肉体を修復させる力となる。

  　ユーキは眼を閉じ、上うえ氣き海かいで涵かん養ようしたものをお互いの口こう腔こうを通してタマへ与える。さっきまで意識の奥底へわだかまっていたものが、氣の流れとともに消えていくように思える。同時に、ここちよく清せい冽れつななにかが意識の底からせり上がってくる。

  　――これは治療だ。治療。

  　思考の端でそう自分に確認を取りながら、こころなし唇をひらき、タマの髪に指を絡めた。

  　ぬるい夜風がまた行き過ぎた。菜の花たちが葉ずれの音を立ててそよぐ。タマとユーキは唇を重ね合わせたまま風のなかにいる。

  　ややあってユーキは身体を起こした。見下ろすタマは微動だにしない。けれど若じやつ干かん、容態は良い方向へむかったように思える。タマの呼気がややはっきりして、苦しげに歪ゆがんでいた表情も穏やかなものへ変わり、胸に手を当ててみると鼓動もさきほどより少しばかり力強い。

  　ユーキはまた仰あお向むけに寝ころんだ。氣きはすべてタマにあげてしまったため、またはじめから練ねり直さなければならない。

  　星空を眺めながらこつこつと再び練り上げる。唇にさきほどの余よ韻いんが残っている。かたわらのタマの身体から、また子犬の戯たわむれのような音が聞こえる。

  　ユーキは横目でタマの寝顔を確認した。口元がかるくひらいたままになっている。自分がしたことを思い出して頬を赤らめ、腕を伸ばしてタマの顎あごの下に指先をおくって口を閉じさせた。

  　だがその口はすぐにまたひらいた。そこから言葉が洩もれる。

  「姉ちゃん」

  「？」

  「姉ちゃん、姉ちゃん」

  「――え？」

  　目覚めたのかと思ったが、タマは依然として昏こん睡すいしたままだ。どうやら夢を見ているらしい。その目尻から流れるものがある。

  　――泣いている？

  　彼の表情がまたひどく歪ゆがんだ。悪夢をみているのかもしれない。

  「大丈夫か」

  「薬がないよ。姉ちゃんの薬が、リュックにないよ」

  「おい、しっかりしろ」

  　様子がおかしい。ユーキは身を乗り出してタマの顔をのぞき込む。

  　と、タマの眼が不意にひらいた。ユーキと視線が直にぶつかる。

  「気づいたか。どうした、悪い夢でもみたのか」

  「姉ちゃん」

  　見ひらかれたタマの両の瞳から、まだ涙がこぼれ出てくる。

  　その呼びかけを受けて、錐きりのようなものがユーキの胸の奥を貫いた。

  　魂のもっとも深いところが疼うずく。

  　その疼きがユーキの右手を無意識のうちに動かし、あたかも幼子を寝かしつけようとするかのように、タマの髪を撫でさせた。

  　タマの眼は再び閉じられた。涙も乾き、口元からは寝息が洩もれる。我に返り、ユーキはあわてて右腕を引っ込めると、そそくさとタマから離れて仰向けになる。

  　なにかと不思議な夜だ。

  　鼻を一つならして、ユーキはまた眼を閉じて氣を練ねり直す。けれどタマの言葉がこころをかき乱す。その呼びかけが何度も何度も胸のうちを木こ霊だまする。魂の奥底がざわめいて練れん氣きに集中出来ない。

  　形容しがたい気持ちがユーキの内側に芽生えていた。

  　まず重く息苦しい。だがどこかに温かくて清らかなものも孕はらんでいる。痛くて苦く、激しくて悲しく、淡く清涼で心地よい。矛む盾じゆんする感情同士が次々にどこからか手を繋つないでやってきて、さざなみのようにユーキの意識を静かに乱し、消えたかと思えばまた新しい痛みを伴ってうち寄せてくる。

  　ユーキはこの感情の名前を知らない。精神がこれほど動どう揺ようしたことはかつてない。

  　きつく眼を閉じて、ほとんど無理矢理に氣きを練ることに意識を駆り立てた。だがいつもより作業効率が悪い。自分の気持ちを持てあまし、それが練氣に影響している。

  　唇を噛かみしめて身体を起こすと、刺傷のある左足を無理矢理に折り曲げて半はん跏か趺ふ坐ざを組んだ。痛くて呻うめきが洩もれそうになるが、それをかみ殺し、両膝に両手の甲をあてて印を結ぶ。瞑めい目もくして呼吸に意識を集中させ、眉み間けんの裏側へ視線をあて、座ざ禅ぜんしたまま練氣する。

  　乱れていたこころが研ぎ澄まされてゆく。清廉な氣が下した氣き海かいへ降りてゆく。腿ももの傷は痛むが、それを除けばなかなか良好だ。ユーキはこのままの姿勢で日の出まで過ごすことに決めた。

  

  　閉じたまぶた越しに光を感じた。鳥のさえずりが聞こえる。ユーキはゆっくりと眼をひらき、菜の花の鮮やかな黄色を見た。

  　――朝だ。

  　大きく息を抜いてから半跏趺坐を崩くずした。氣は――それなりに溜まったと思う。どの程度の分量なのかは射しや出しゆつしないとわからない。

  　傍かたわら、タマの様子を見る。彼は軽く口をひらいたまま眠っている。菜の花越しに差し込んでくる朝日がその表情を照らし出す。起きているときの荒すさみ具合はどこへやら、赤ん坊のように邪気のない寝顔だ。

  　彼の胸に手を当てた。肋ろつ骨こつと鎖さ骨こつが再生されていて、昨晩よりも人間の身体らしい手触りがあった。順調に快かい復ふくが進んでいるようだ。このままここに隠れていれば問題なく元に戻るだろう。

  　ユーキは水際へ歩み寄り、胸ポケットから白いハンカチを取り出して水にさらし、タマのかたわらへ膝をついた。血と泥でよごれたタマの顔をぬぐい、きれいにしてからハンカチを彼の手に握らせた。タマはユーキのすることに気づくことなく寝息を立てている。

  　立ち上がって空の様子を眺めると、朝日はまだ東の空の低いところにあった。太陽から放ち出されるこがね色は雲間を縫って矢や筒づつのような幾筋もの光の線になり、たちこめた河霧に濾されて、水のおもてへ淡やかに染み込む。

  　風が一陣、ユーキの目の前をさらっていった。川面かわものさざめきを背景にして、明るい色彩を散らしながら、菜の花たちが一斉にたわみ、うねる。

  「きれいだ」

  　河霧が風に流れ、飴あめ細ざい工くのような光彩が飛び散り、思わず素直な感想が出た。朝の植物の匂においはむせるようで、胸がアブラナの香りに充たされ、身体の末端まで清涼なものが沁しみてゆく。

  　出来るならもう少しここにいたい。朝の光を思うさまに浴びて、太陽が中空にさしかかるまで水の畔ほとりを散策し、このけがれのない空気を身体の隅々まで送り届けたい。

  　けれどそれは叶かなわない願いだった。乱れる髪の毛を片手で押さえ、菜の花の原を冷たく遠い眼まな差ざしで見つめた。

  　――これが最後の朝になるかもしれない。

  　無事に明日を迎えることが出来るとは思っていない。わずか一晩溜めただけのなけなしの氣きで姫ひめ路じ兵へい団だんとぶつかればどうなるか、考えるまでもない。

  　しかし逃げるという選せん択たく肢しはユーキにはない。

  　調ちよう布ふ新しん町まちはどこにも行く当てのなかった自分にかけがえのない居場所をくれた。

  　かりそめの姉妹だけれども、家族で囲む食卓の楽しさも与えてくれた。

  　町の人たちはみんなとても親切で、それまでこころを閉ざして生きてきたユーキを優しさで包んでくれた。

  　姫ひめ路じコロニーで「澁しぶ澤さわカヲル」と呼ばれていたころは生まれてきたことを呪のろったりもしたが、いまここにいる「久く坂さかユーキ」は幸せというものがどんなものなのか知っている。

  　だから、町を守ることが出来るなら相あい討うちでもいい。自分をかくまってくれた町がそのせいで壊かい滅めつすることだけはなんとしても避けたい。

  　西の空を見た。雲が多い。光を吸い込むような暗い色をした雨雲が地表近くまで裾すそを下ろしている。上流の調布新町はもうすぐ雨になるだろう。

  　いつまでもぐずぐずしていられない。ユーキは地に膝をついてタマを見下ろした。

  　澄み切った朝の光景が気持ちを素直にしてくれたらしく、混じりけのない言葉が勝手に口をついて出てきた。

  「ありがとう、タマ」

  　はじめてタマの名前を呼んだ。なぜか涙が出そうになった。少し焦り、意志の力を寄せ集めて流れようとするものをこらえた。

  「さよなら。元気で」

  　短く言い捨てて、ユーキは立ち上がった。

  　ここから一〇キロほど上流へ行けば調布新町だ。馬がないから走っていくしか方法はない。呼吸器系特とく進しん種しゆであるユーキは、そのくらいの距離であれば限りなく全力疾走に近い速度で走り抜けることが出来る。

  　息を深く吸い込み、決然と背筋を伸ばし、凛とした眼まな差ざしを西の空へむけた。上空は強い風が吹いているらしく、輪りん郭かくのけばだった五月雨さみだれ雲がこちらへむかい流れてくる。

  　――行こう。

  　振り返ることはしなかった。武器も持たないまま、ユーキは菜の花たちをかきわけて堤防のうえへ登り、さらに堤のむこう側へ下りると、そのまま上流へむかい駆けていった。

  

  「なにがありがとうだ、馬鹿女」

  　ユーキがいなくなったのを気配で察して眼をひらき、地面に横たわったままタマは呟つぶやいた。

  　手に握ったユーキのハンカチを見て、無理矢理に口をへの字に曲げる。さきほど頬に当たったハンカチの冷たさで眼が覚めていた。だがユーキの意外な行動にどう反応して良いものかわからなかったため、そのまま寝ているふりをしつづけた。自分自身でもひねくれ者だとは思うが、これが性分だから仕方ない。

  「いきなりしおらしくしてんじゃねえ。タマとか呼びやがって。奴ど隷れいでいいよ。調子狂うんだよ」

  　へらず口をたたきながら菜の花の濃い香りを胸に吸い込み、朝焼けの空が描き出す蒼と紅の陰影を見上げた。

  　眼をつむっていたので、ユーキがどんな表情で感謝の言葉を口にしたのかわからなかった。もしかすると微笑ほほえんでいたのかもしれない。これまで一度もユーキの笑顔を見たことがないから、ちょっと見てみたかった。薄目をあけるのもありだったのではないか、と一瞬思い、自分の思考に気が付いてぶるぶると首を振った。

  　あの女が微笑もうが爆笑しようが興味はない、と自分に対して宣言する。やっとあの疫病神と縁が切れたことを喜ばなければ。

  　身体はこの具合ならおそらくあと三日も寝ていれば完かん治ちする。あれだけやられたにしては自分でも驚くほど快かい復ふくが早い。清麗として力強いものが体内組織の修復を後押ししてくれているように思う。長く生きてきて何度も瀕ひん死しの重傷を負ったが、これほど順調に快復するのははじめてだ。

  　――あれ、夢じゃなかったりしてな。

  　ユーキが口づけで氣きをくれる夢を見た。まさかあの傲ごう慢まん女がそんなことをするわけがないから夢だということにしているが、かなり現実的な感触があった。正直なところ、悪い気分ではなかった。いや、実はとても気分が良かった。むしろもう一回あの夢を見たい。

  　そんなことを考えていると、いつのまにか口元が幸せそうにほころんでいた。そんな自分に気づいて口を引き締め、雲のかたちの移り変わりを眺める。

  　これからどうしようかと考える。

  　北へいこうか、南へいこうか、海にするか、山にするか。誰にもなんにも気兼ねせず、気のむくまま風の吹くままの生活がまたはじまる。

  　太陽はやがて雲のうしろに隠れ、風景は暗あん鬱うつとした薄うす墨ずみ色をまとった。

  　タマはじっと動かない。

  　そのうちに昨夜見た夢の残ざん骸がいが映像となって曇り空と重なり合った。もうずいぶん長いあいだ思い出すこともなかった古い記憶だ。

  

  　頬に当たった義姉の手の冷たさと真っ青な肌、鮮血に染まった白のブラウス。

  　呼びかけても揺すっても彼女の眼はひらくことなく、その身体は時間の経過とともに硬く冷たくなっていった。

  　次の日、義姉の遺い骸がいを背負って地下室から居間へ移り、義母と並べて寝かせ、荼だ毘びに付すために我が家へ火を点けた。見上げるほど燃え上がった火か焔えんと煤ばい煙えんの前に立ちすくみ、優秀な義姉の代わりに生き残った無能な自分を責めた。

  　それからは地獄のような毎日が待っていた。薬の副作用により、自分の肉体を制せい御ぎよすることが出来なくなっていた。肉体を思うままに操るために必要な「意志」の力を獲得するまで、突発的な「力」に振り回されつづけた。

  　地を這はいずって生きながらえ、廃はい墟きよとなった東とう京きようで竜りゆう之の介すけに出会い、美み歌か子こに出会い、短くもない期間を彼らと過ごし、そして三〇年前のあの日――七つの頭を持つ海うみ蛇へびの軍ぐん旗きを翻ひるがえし、三千の兵員とともに西を目指して出発した。

  『行こう、わたしのレヴィアタン』

  　不意に、あの頃の美歌子の声が蘇よみがえる。声と一いつ緒しよに、凛り々りしい彼女の微笑ほほえみも。

  『我ら永えい劫ごうに、レヴィアタンの旗のもとに』

  　兵員たちの唱しよう和わする声が折り重なり、鋭い痛みとなってタマの内側へ爪を突き立てる。希望に胸を膨ふくらませた旅立ちが、結局ひどい終わり方になってしまったのは全て、おのれの「力」を制せい御ぎよ出来なかった不ふ甲が斐いなさゆえだ。整った顔立ちを無残にゆがめ、泣きながら剣を突き立てた美歌子のすがたが、いまだに脳のう裏りに焼きついている。どれほど悔いても決してやり直しのきかない、若く、愚かしい過去だった。

  　西せい征せいが収しゆう斂れんしてから、あらゆるものから逃げ続けた。夢も希望も仲間たちも、もうなにも背負いたくなかった。名前を捨て、過去を捨て、どう足あ掻がいても死ねない身体を抱えて、我が身に宿った「力」がこれ以上おもてに出ないよう、ただひたすらに逃げるだけの日々だった。

  　竜之介にも、美歌子にも、あれからずっと会っていない。ただ風の噂うわさで、ふたりがいまだ見果てぬ夢を追っていることは知っていた。そして自分は、もう二度と彼らに会えない。誰よりも遠大な夢を見て、それを叶えるために大勢の人間たちを巻き込み、美歌子を泣かせ、その手を汚させ、挙あげ句くにこんなすがたに成り果てて――会えるはずがない。

  

  　捨てたはずの過去だったが、どうやら捨て切れていなかったらしい。自嘲的な寂しい色がタマの頬に浮かび、すぐに消えて、その代わり灰色の空になつかしい矢や田だ真ま理りの笑みが映写された。

  　優しすぎる姉だった。彼女のおかげで世界汚染を生き延びることが出来た。そのことに改めて胸がいっぱいになり、まなじりにしょっぱいものがこみあげてくる。

  　――あいつに似てる。

  　いつのまにか義姉の顔がユーキのそれに変わっていた。

  　具体的にどこがと尋ねられてもうまく答えられないが、外見や性格のむこうにあるもの――魂の在り方とでもいえばいいのか、そういうものがなんとなく似ている。

  『また会うよ。鉄てつ橋きようで会う』

  　いまわの際に義姉が遺した言葉――

  　なんのことだかずっとわからなかったが、もしかするとその意味は――

  　そこまで考えてタマは醒さめた笑みを浮かべた。

  「馬鹿馬鹿しい」

  　わざわざ声に出してそう呟つぶやき眼を閉じる。だが、思い出した言葉が繰り返し繰り返しタマの内側を巡る。振り払おうとしても、無視しようとしても、他の考えで上書きしようとしても、言葉がタマの意識に絡みついて離れようとしない。

  「アホか」

  　また声に出して呟いた。呟きとともに一いち縷るの涙が流れた。我ながら女々しいとは思ったが、どうせ誰も見ていないし、たまには泣くのもまあいいか、とも思った。

  　そうしてタマは一人で泣いた。

  　気分転換のような軽い気持ちで泣きはじめたのだが、それは止まることを知らなかった。

  　自分のなかにこれほどのものがまだ残っていたのかと驚くほど流れつづけた。どこか懐かしい匂においを孕はらんでいた。ほどなくして視界はぐしゃぐしゃにゆがみ、嗚お咽えつが洩もれ、やがてとうとう慟どう哭こくとなった。

  　菜の花の群がタマの慟哭を見守っていた。雨がぽつりぽつりと降りてきて、涙と混じり合い、氾はん濫らん原げん一面を鈍銀色に染め上げた。


  


  　　　九．

  

  　はじめ霧のようだった五月雨さみだれはやがて小振りな水の粒となり、調ちよう布ふ新しん町まちを淡やかな白銀色の幔まん幕まくのうちに閉じこめた。

  　田植え作業がつづいているはずの水田にはなぜか誰もいない。どの水田も植えていた稲の列が中途半端なところで途切れていて、濡ぬれそぼった犬の子がやるせなさげに無人の畦あぜを駆けていく。

  　耕作地にも居住区にも人のすがたが見受けられない。常ならば女子供が遊んだり世間話しているはずの水車小屋にも井戸端にも人のすがたが絶えている。

  　鍛か冶じ屋やに仕立屋、魚屋、雑貨屋などが軒のきを連ねる表通りでさえ、いつもの色とりどりの暖の簾れんや立て看板はどこへやら、いまはどこも雨戸を閉め切り、木もつ棺かんのなかのような静寂の底に沈んでいる。

  　ぬかるんだ表通りには奇妙な足跡がたくさん並んでいた。銀杏いちようによく似た三本指の深々とした痕こん跡せきが幾百も乱雑に刻まれている。駝だ鳥ちようの群がここを走り抜けたような奇妙な光景だ。その足跡の周辺には、同じく深々とした轍わだちが幾つも刻まれていた。重く鋭利なものを引きずって歩いたようなその痕跡に雨が入り、それが互いに繋つながって茶褐色の水溜まりとなっていた。

  　足跡の指し示す方向を追っていくと、緋ひ色いろの外がい套とうを翻ひるがえした純白の軍団の背中へ突き当たる。

  　歩兵と騎き兵へいの混成大隊。歩兵は鉄てつ鉾ほこで武装した重歩兵と、短弓と細身剣を扱う軽歩兵から成る。騎兵が背にくくりつけた十字形の鉄鉾から赤あか錆さびた水滴が不吉そうに絶えずしたたる。

  　軍団は降雨など意にも介かいさず、整然と陣立てを組んでかつての競輪スタジアム入場ゲート前に待機している。行き場を求める戦闘意欲が熱気となって、兵員全体からおぼろな蒸気が立ち上っている。

  「あの弓使い、面倒ですな」

  　姫ひめ路じコロニー第三大隊兵へい曹そう長ちよう、岩いわ佐さ木き満みつ男おは眼前にそびえ立つスタジアムの外壁を見上げながら、傍かたわらの大隊長、鳥とり辺べ野のミゲルへ声を掛けた。白はく皙せきの横顔がそれに応える。

  「特注の弓ゆみ弦づるだね。矢勢が普通じゃない。対処出来なくもないけど、氣きはカヲル相手に使いたい。しばらくは辛しん抱ぼうしてくれ」

  「来ますかね」

  「凡人なら来ないだろうが、カヲルは来る。そういう子だよ」

  　きっぱりとした鳥辺野の物言いに、岩佐木は次の言葉を呑のみ込んだ。

  　ふと見ればスタジアムの観客席最上段部から、身を乗り出してこちらへむかい銀色の弦を引き絞しぼる影がある。

  　岩佐木の舌打ちと共に放たれた一筋の矢が、糸で引くように鮮やかな一直線を中空に描き出し、鳥辺野の眉み間けんへむかってくる。

  　舌打ちの音がまだ虚空に残るまに、鳥辺野は腰のサーベルを引き抜いて一歩前に踏み込んだ。

  　斬ざん、と空間が鳴った。

  「サーベル使いになれるかな」

  　両断されて地に落ちた銀の矢を靴底で踏みにじりながら鳥辺野は呟つぶやいた。この剣は昨夜、ユーキが野営地に残していったものだ。主に刺突用の武器だが鳥辺野はぞんざいに振り回して使っている。

  「これでは矢の的です。兵員を下がらせましょう。ここで立ちん坊になる意味がありません。居住区を焼けば、向こうさんから出てきてくれるやも」

  　岩佐木の提案は妥当なものだった。現在、調ちよう布ふ新しん町まちの住民は全員がスタジアムのうちへ避難していて、町のなかはからっぽだ。避難民のなかには、昨日の襲撃を逃げ延びた一いちノの谷たにと御ぎよ者しや二名も含まれている。町に残る唯一の特とく進しん種しゆ、斎さい藤とうが籠ろう城じよう戦を指揮しているのだが、これが存外に手慣れていて一手二手では攻め落とせそうにない。

  　ならばこのまま障壁の内側へ引きこもらせておき、こちらは思うさまに町の資産を略りやく奪だつする。守り手の士気は減退するし、攻め手の士気は増進する。民家を焼けば、業ごうを煮やしてむこうから出てきてくれる可能性もある。矢の脅威からも逃れられ、第三大隊には損のないやり口であるのだが。

  「駄目だ。カヲルが来るまではここに待機する」

  　鳥とり辺べ野のは言げん下かに却きやつ下かする。垂れ落ちた顎あごの下の肉を震わせて岩いわ佐さ木きは食い下がる。

  「氣きの尽きたあの娘は恐るるに足りません。たとえ一晩溜めたとしてもたかが知れています。あれに執着してなんの益がありますか」

  「この町は彼女の目の前で焼きたいんだ。全部焼き尽くしたあと、住民たちを一人一人、カヲルの目の前でくびり殺すのが僕の夢だ。彼女の泣き叫ぶ顔を想像するだけで、こころが跳ね踊って仕方がない。発狂寸前まで追い込んでから、リオを楯たてにとって様々な嫌がらせをしたい。このところ昼夜を問わずにカヲルを苛いじめるアイディアが湯水のようにわき出してきて、実行に移さないと僕の頭が破は裂れつしそうなんだ。だからカヲルを焦じらせるために、我々はこのままここにずっと待機。絶対に動くな」

  　鳥辺野は世間話をするような平へい坦たんな口調でそう言うと、聞いたこともないおかしな旋せん律りつの口笛を吹きはじめた。

  　岩佐木が鳥辺野の副官となって三年が経つが、いまだにこの上官の内面が掴つかみきれない。新たな進言を発しようとしたそのとき、横合いから伝令が告げた。

  「澁しぶ澤さわカヲルを発見しました。対岸からこちらへむかっています」

  　鳥辺野の頬に会心の笑みがひろがる。

  「あの奴ど隷れいも一いつ緒しよ？」

  「いえ、彼女一人です。武器も持っておりません。おそらく多た摩ま川がわ鉄てつ橋きようを渡ってきます」

  　報告を受け、鳥辺野はにやけた顔を背後へむけた。

  「騎き兵へいは兵へい曹そう長ちようとともに散さん開かいして待機。矢は各人でしのげ。歩兵はわたしとともに鉄橋へ」

  　てきぱきと下か命めいし、自分はさっさと線路へむけて歩いていく。町人たちが立て籠こもっているスタジアムの目と鼻の先が旧京けい王おう相模さがみ原はら線、多摩川鉄橋だ。

  　ユーキがわざわざすがたを晒さらして鉄橋を渡ってくる理由はわかる。そこで戦いたいからだ。橋のうえであれば包囲されることなく一方向のみを相手にしていられる。それに氣き弾だんを撃つにしても、射線上に敵をより多く入れることが出来る。いまのユーキが氣弾を撃てるとは思えないが、なんにせよ一人で多勢を相手にするには都合の良い場所だ。

  　そこまでわかっていながら、鳥辺野はあえて鉄橋へと兵を導く。姫ひめ路じを発ってから苦労を重ねてここまで来たのだから、ユーキとは時間をかけてじっくりこころゆくまで遊びたかった。

  　鳥とり辺べ野のが先せん導どうする歩兵四〇はスタジアムから五〇メートルほど離れた京けい王おう多た摩ま川がわ駅から高架線路へ入り、直下に堤防を見下ろしつつ行進する。そしてほどなく広めの氾はん濫らん原げんを従える多摩川の直上へ出る。

  　そぼ降る雨は徐じよ々じよに勢いを増し、歩兵達の視界を銀の斑まだら模様に染めていく。

  　鉄橋上には雑草が繁はん茂もし、氾濫原に根を下ろしたブナの木が橋きよう脚きやくに寄りかかるようにして枝葉の天てん蓋がいを線路上に差し伸べている。橋はし桁げたの両脇は鉄骨の梁はりがＷ字形に架けられ、その剥はげ落ちた塗装にたくましい蔦つたが幾重にも絡む。たんまり茂った下草のあいだからかろうじて顔をのぞかせる足元の砂利敷きへ、雨がぼつぼつと落ちて大きな音を立てる。

  　濡れた蔓つる草くさのじっとりとした匂においにまといつかれながら、鳥辺野は片手で眼のうえにひさしを作って雨のなかへと眼をこらした。

  　対岸から子鹿色の軍服が近づいてくる。

  　銀ぎん灰かい色しよくの帳とばりを引き裂き、ためらうことなく橋を渡ってくる。鳥辺野の口から、その人の名が洩もれ出る。

  「カヲル。僕の天てん子し」

  　あたかも恋人へ呼びかけるような声色だった。その背後で歩兵たちが一斉に鉄てつ鉾ほこを肩のうえに担かつぐ。

  「四列横陣。殺してはいけない。手か脚を叩き折って生け捕りにするんだ」

  　号令に応の声を返し、日々を戦闘訓練に費やす精鋭四〇人が四列横陣を組んで前進を開始した。

  

  　ユーキは歩を止め、毅き然ぜんと前方を見据えた。

  　敵は一〇人が橋はし桁げた上の横いっぱいに並んで前進してくる。それが全部で四列。兵列の背後では鳥辺野がにやけている。

  　こころのうちで頷うなずいた。いまのところユーキの思おも惑わく通りにことは進んでいる。

  　ユーキは三時間ほど前に多た摩ま川がわ原ら橋ばしのたもとを越え、野生の麦の茂みに伏せて対岸の調布方面を観察していた。

  　一見したなら平穏そのものの光景だったが、競輪スタジアムから炊すい事じの煙があがっているのを見逃さなかった。姫ひめ路じ兵へい団だんが町を襲い、住民たちがスタジアムへ避難したことはそれで知れた。

  　そのまま草くさ藪やぶの陰に身を隠しながら町へ近づき、多摩川鉄てつ橋きようの根もとの辺りで目と鼻のさきにある調ちよう布ふ新しん町まちの様子をさらに観察し、かなり詳しく現げん況きようを把は握あくすることは出来た。町からは強奪に伴う蛮ばん声せいも哄こう笑しようも聞こえず、火の手もあがっていない。さらに時折スタジアムの外壁上から直下にむかって矢が射られていることから、姫路兵団がスタジアムを包囲していることが知れた。

  　まだ町は無事だ。その事実でひとまず安心したが、いつまでものんびりしていられない。対岸の堤防上に敵の哨しよう戒かい兵へいが出ていることを確認し、ユーキは多た摩ま川がわ原ら橋ばしにもう一度戻ってからあえて堤防上にすがたを現し、そのまま駆けてきた。敵はうまくこちらの誘いに乗ってくれたようだ。鳥とり辺べ野ののことだからわかったうえでやっているのかもしれないが、まずは鉄てつ橋きよう上で勝負出来ることをよしとした。

  　ふう、と一息ついて呼吸を整え、接近してくる山や羊ぎ色いろの歩兵たちを見やる。

  　左足をやや前方に突きだし、右足を軽く引いて、左の掌てのひらをへその辺りに据え、右手はだらりと自然に下ろす。姫路にいたときに師し範はん代だいから教わった練れん氣き使い本来の構えだ。細く鋭く吸気しながら下した氣き海かいの氣を呼び出し、左の掌と右の踵かかとへ凝縮させる。そしてそこから溢あふれた氣を身体の周囲に張り巡らせて防ぼう禦ぎよ壁へきとする。これで戦闘準備は完了した。

  　第一列の兵たちは肩で鉾を担ぎ、鉾ほこ先さきを臀でん部ぶのうしろまで回し、徐じよ々じよに早足になりながらこちらへ来る。

  　ユーキは動かない。その左眼は爛らんと前方を見据え、落ち着いた吸気をつづける。

  　遂ついに第一列は駆けだした。威い嚇かくの蛮声を張り上げながら、橋の吊つり桁げたを揺らして純白の兵列が突進してくる。

  　それに呼こ応おうして、後ろに引いたユーキの右足がわずかに地を擦すった。火花のごとく、こがね色の氣が踵の下で弾け飛ぶ。

  　刹せつ那な、最右翼にいた兵士のみぞおちへ深々とユーキの肘ひじが突き立っていた。

  　雨の飛沫しぶきがユーキの動きに遅れて散った。兵士の身体が前のめりにくの字に折れる。その傍かたわらの兵士はまだ隣の異変に気づかず、もはや誰もいない前方へむかって駆けていく。それほどにユーキが速い。

  　ユーキは身体を旋転させ、回し蹴げりの要領で隣の兵士の背中へ無む慈じ悲ひな靴底を叩き込む。

  　悲鳴をあげる間もなく、不幸な兵士は靴底と背中のあいだに氣きを跳躍板のごとく挟み込まれ、中空高く舞い上がると橋はし桁げたのむこうへ落ちていく。

  　突っ込んでいた残りの兵達の眼がようやくユーキの動きに追いつく。あわてて止まろうとするが、それよりも早くユーキの掌しよう底ていが一人の兵士の脇腹へ、横よこ殴なぐり気味に叩き込まれる。

  　また火花が散った。兵士に叩き込まれた氣は身体の内側で爆発する。

  　哀れな兵士は横っ飛びに宙を舞い、隣の同僚にぶちあたり、二人一いつ緒しよに宙を飛ぶとまたその隣へぶつかって、あたかも爆ばく砕さいするように兵列全体が吹き飛んだ。何名かの兵士があえなく川面かわもに飛沫を立てる。

  　その光景に眼をやることもなく、ユーキの手に鉄てつ鉾ほこの柄が握られた。と同時に長く鋭く氣を呼び出し、橋のむこうを見やる。第二列が前進してくる。ユーキの背後では第一列の残り四名が体勢を立て直そうと地に片膝をついている。

  　なけなしの氣に賭けるしかない。昨夜一晩かけて溜めたものを、ここで使う。

  　決意して、ユーキは鉾ほこ先さきを腰の後ろへ回すと、左肩をやや押し出しぎみに低く構えた。サーベルであれば片腕一本で振り抜けるが、いまは重量のある鉾なので左手も柄に添える。果たして鉾を使って氣き弾だんを撃てるのかわからない。だがいまはこれでやるしかない。

  　――まずは通り道をあける。

  　そのことを確認する。標的は鳥とり辺べ野のミゲルただ一人。

  　背後から足音が近づいてくる。前方の第二列も咆ほう吼こうと共に突進を開始した。

  　――穿うがて。

  　奥歯を噛かみしめ、渾こん身しんの力で鉄鉾を右斜め上方へ振り上げた。

  　鉾先が描いた軌跡から、こがね色の光が溢あふれ出る。降り落ちる雨と相まって、幾千万の光粒子が鉄てつ橋きよう上に飛び散った。

  　白銀の稲いな妻ずまが翔かける。

  　放ち出された氣は鈎かぎ形がたにのたうちながら突っ込んでくる第二列へ鎌かま首くびをもたげ、横陣の中央にいた兵士を瞬時にして炭化させ、その後ろの第三列の中央の兵士を呑のみ込み、そのままの勢いで第四列を食い破った。

  　轟ごう音おんと飛礫つぶて、巻きあがった塵じん芥かいが稲光に遅れて橋きよう梁りようを震わせる。蔓つる草くさの含んでいた雨露がばらばら一斉に降り落ちる。その飛沫しぶきが居合わせたものたちの視界を閉ざす。
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  　ほんの一瞬だけ、肉体の障壁にひらいた突破口――それに反応出来たのはユーキと鳥とり辺べ野のだけだった。

  　振り上げた勢いそのままに鉄てつ鉾ほこを投げ捨てる。右の踵かかとの下で火花が散る。目の端に第二列の兵たちが後方へ行き過ぎたのが見て取れる。左足を前へ出し、線路脇の砂利敷きを踏みつける。残りわずかな氣きがそこで燦さん光こうを放つ。ユーキは文字通りに宙を翔け、第三列、第四列を突破する。兵達は誰も、小脇を駆け抜けていった存在に気がつかない。ユーキが投げ捨てた鉄鉾は、まだ中空に放物線を描き出す途上にある。

  　その鉾が放物線の頂点へ達したとき、ユーキは鳥辺野の目前にいた。

  　足元の砂利を砕くだきながら右足を突きだし、身体の勢いを止め、上体を低く屈かがめて左の掌てのひらへ残った全ての氣を振り絞しぼり、集積する。

  　ユーキの翡ひ翠すい色いろの瞳が爛らんと輝き、菫すみれ色いろをした鳥辺野の目線とぶつかり合う。

  　乾けん坤こん一いつ擲てき、突き出したユーキの左手のひらに、鳥辺野の右手のひらが押し当てられた。

  「!?」

  　ふたつの氣き街がいのあいだで、こがね色をした粒子が反発する。これは練れん度どが弱い方が弾き飛ばされる。

  　――危ない。

  　脊せき椎つい反射にも似た判断で、ユーキは左足の踵へ力を込め、後方へ大きく跳躍した。

  　わずか一瞬でも退くのが遅れていたなら、ユーキの左腕は付け根あたりから破は裂れつしていただろう。そうならなかっただけで僥ぎよう倖こうといえる。左腕の毛細血管が破裂し、毛穴から血ち潮しおを噴きあげながら、ユーキは弓なりに背筋を反らして宙を舞い、右手一本で砂利敷きへ着地した。

  　息つく暇はない。前方から鳥辺野が、後方からは歩兵の兵列が突っ込んでくる。

  　短く鋭く吸気する。左腕は肘ひじの先の皮ひ膚ふがまんべんなく出血していて、筋きん繊せん維いへ信号を送っても動こうとしない。さらに体内の氣きを大量に消費したため、氣の働きでかろうじて塞ふさいでいた左大だい腿たい部ぶの深々とした刺突傷が再びひらいていた。左半身がほぼ使いものにならない。

  　――ここまでか。

  　諦あきらめかけたとき、空気の唸うなりを感じ取った。地に倒れ込むようにして、後ろから振り下ろされた鉄鉾を避けた。別の兵が二撃目を打ち下ろしてくる。線路上に倒れたまま、身体を回転させてそれをかわしたが、さらに別の兵がユーキの顔の横に十字形の鉄鉾の先を突き立てた。それで身体の動きが止まった。地に横たわったユーキの周辺へ、第四、第五の鉾が垂直に突き立てられる。

  　姫ひめ路じ兵へいたちによる標的の捕獲は、またたくまに完了した。

  　標本にされた昆虫よろしく、十数本の鉄鉾によって地に縫い止められたユーキのすがたを、鳥辺野は楽しげに見下ろした。

  「また捕まえた。今度は逃がさないようにしないと」

  　そう言って、片手に持ったサーベルの剣けん尖せんをユーキの大腿部の刺突傷へと押し当てる。屈くつ辱じよくに青ざめるユーキへ酷こく薄はくな笑みをむけてから、刀身をぐいぐい傷の奥へ押し込む。

  　身体を動かすことも出来ず、ユーキは血がにじむほど唇を噛かみしめて悲鳴をかき殺した。周囲を取り巻く兵達から野や卑ひな哄こう笑しようが湧き上がる。サーベルは無ぶ遠えん慮りよにユーキの傷口をかき回し、肉をえぐり、血管も神経系もずたずたに切り裂く。ユーキはそれでも声をあげない。唇から血を流しながら痛みに耐えている。

  　鳥とり辺べ野のは傷口をまさぐりながら、朗ほがらかな口調で自慢話をはじめた。

  「高たか尾お修しゆ験げんに吉き荒ら大だい先せん達だつという人がいてね。とても優秀な氣き……いや、修験者は験げん力りきっていうのかな、なんでもいいや、とにかくかなり練ねり上げた氣を養ってて、僕はそれを全ていただくことに成功したんだ。本来であれば僕の氣ではきみの氣には勝てないだろうけれど、大先達のおかげできみと対等に張り合うことが出来るというわけだ。でもこれだとなんだか僕ばかり得をしていてずるいから、きみにも少しおすそわけしてあげよう」

  　鳥辺野はサーベルの柄に力を込めて、吉荒から奪った氣をユーキの傷口へ悪意と共に叩き込んだ。

  　これは高圧線の切断面を傷口に押し当てるのと同じ効果がある。

  　雷光がユーキの身体の表面を幾いく条すじも駆け抜ける。激しい光の明滅と共に、あれほどこらえていた悲鳴が遂ついに喉のどの奥からほとばしり、高く鉄てつ橋きようにこだました。

  　心地よさそうに残響を楽しみ、鳥辺野は二度ほど頷うなずいた。

  「喜んでもらえてうれしいよ。姫ひめ路じにいたとき、きみはいつも僕に冷たかったよね。そりゃあいくら同じ道場でも、きみのような天子と僕のようなただの軍人じゃ身分に差がありすぎるけど、でも僕はこんなにきみのことが好きなんだから、あんなに無視しなくてもいいじゃないか。せっかく話しかけているのに、世間話くらいしてくれたっていいじゃないか」

  　顔をねじまげてユーキの行動を批判すると、怒りを思い出したのか再び氣をユーキの太ふと股ももへ流し込む。哀れな獲物の全身を雷光が弄もてあそび、かすれた悲鳴があがり、背筋が尺取り虫のごとく跳ね踊る。鳥辺野の顔のうえに哀あい愁しゆうと追憶と嗜し虐ぎやくと憐れん憫びんが交互に表れては消えていく。

  　気が済むまで吉荒の験げん力りきをおすそわけしてから、鳥辺野はようやく傷口からサーベルを引き抜いた。血ぶりもせずに刀身を鞘さやへ収めると、歩兵たちにむかって顎をしゃくり、ユーキを縫い止めていた鉄てつ鉾ほこを地から引き抜かせる。

  　線路上では古い雑ぞう巾きんのようなユーキが四し肢しを力無く投げ出して横たわり、頬を雨に打たれていた。左腕の毛穴からの出血が続き、大だい腿たい部ぶからは鮮血と共に硝しよう煙えんのような蒼あお白じろいものが漂い出て、顔も血と泥にまみれ、失神したのか、眼は薄く閉じられている。普通の人間であれば間違いなく死んでいるだろうが、特とく進しん種しゆというものは幸か不幸か総じて生命力に秀でている。手足の末端を軽く痙けい攣れんさせながらも、ユーキはまだ死んではいなかった。

  　鳥辺野は自分の顎の下へ手をやると、泰たい然ぜんとユーキの肢し体たいを見下ろす。これからさらにどんな嫌がらせをしようか、あれにしようか、これにしようかと楽しい夢想に耽ふけっていると、歩兵たちのあいだから声が届いた。

  「ほんと馬鹿な女だ。わざわざここまで捕まりに来たようなもんだ」

  　ひとを小馬鹿にしたような声こわ音ねだった。同時に歩兵の壁がぞんざいに掻かき分けられた。

  「どこまで馬鹿なら気が済むんだろうな。勝てるわけねえのに。しかも、足、怪け我がしてるくせにあそこからここまで全力疾走だぜ？　追っかける方の身にもなれよ」

  　鳥とり辺べ野のの目の前に現れたのはユーキ以上に傷ついたタマだった。

  　血ち糊のりでごわごわに固まった髪の毛、腫はれの残る顔立ち、引き裂かれたシャツの隙すき間まからのぞく血まみれの裂れつ傷しようや陥かん没ぼつ痕こん、黒ずんだ角材を杖つえ代わりにして、右足を引きずりながら、死にかけの老人のような動作でユーキの傍かたわらへ歩み寄る。

  「くそっ……疲れた」

  　短く罵ば声せいをあげると杖を投げ出し、鉄てつ橋きよう上にあぐらをくんで座り込み、深くうなだれて荒い息をつく。その腰には短剣が差されていない。タマはまったくの徒手空拳だった。

  　死にかけの野良犬のように舌を出して呼吸を整えるタマの頭上へ、鳥辺野の至し極ごく当然な質問が舞い降りた。

  「なにをしにきた」

  「この女が忘れ物しやがってな。届けにきた」

  　タマは喉のどの奥をぜいぜいさせながらジーンズの後ろポケットから汚れたハンカチを取り出し、瀕ひん死しのユーキにむかって乱暴に投げつけると言葉を継ぐ。

  「あとついでに助すけ太だ刀ちもする。お前じゃなくて、この女の」

  　顔を上げることもなく、面倒くさそうにユーキを指さしながらタマは答える。鳥辺野の薄い笑みから、冷ややかな皮肉がこぼれる。

  「ずいぶん頼もしい援軍だね」

  「あぁ。お前らこれから全員死ぬぞ。死にたくないやつは川に飛び込め。そしたらたぶん追わない」

  　衰弱しきったタマの風体と言葉の隔たりが面白く、取り囲んだ歩兵達がどっと笑った。鳥辺野は芝居じみた仕草で肩をすくめる。

  「それは恐いね。いったいどんな作戦なのかな？」

  「作戦なんかねえよ。ただお前ら全員どつき回すだけだ。言っとくけど、そのとき泣いてもおせえぞ。故郷の家族を悲しませたくないやつは、いまここで川に飛び込め。これは警告だ」

  　タマは真ま面じ目めな声こわ音ねで告げた。歩兵たちは思わず互いに顔を見合わせてから、ひとときの間をおいて乾いた笑い声をあげた。

  　鳥辺野は片足をあげ、タマの額へ靴底を当てると、軽くむこう側へ押した。

  　タマの身体が素直にうしろへ崩くずれて仰あお向むけになる。鳥辺野は地に横たわったタマの側頭部へ靴底をあて、そのまま体重をかけて踏みにじった。

  　線路上の砂利を噛かみ、顔を踏みにじられながら、タマは隣で横たわっているユーキへ小声を投げかけた。

  「おい……馬鹿女、起きろ……いつまでも……寝てんじゃねえ」

  　この一カ月間、聞き飽きるほどに聞いた罵ば声せいを耳に受け、ユーキの瞳の虹こう彩さいに薄い光が宿った。

  　おぼつかない視界を抱えたまま、ユーキが顔を横にむけると、隣では傷ついたタマが顔を靴底で踏みつけにされていた。思わず眼を見ひらく。

  「な……なにを……している」

  「いいか……よく聞け。おれはこれからおれじゃなくなる……おれじゃない方のおれが出てきて、こいつら全員ぼこぼこにする……それはいい……けど問題がある。おれの力だと……おれじゃない方のおれは……止められない」

  「なにを言って……」

  「お前が止めろ。殺す気で止めるんだ。でかい氣き弾だんを撃てれば、おれじゃない方のおれでも止まる。撃つ方法はお前が考えろ。すぐに使える氣がお前の近くにある。いいか、わかったか」

  　タマの言葉に、ユーキは苦しげに胸を上下させながら切れ切れに答える。

  「わかる……わけがない。お前には関係ない……早く逃げろ」

  「うるせえ、黙れ、馬鹿、おれに命令するな。とにかくお前が止めろ。あと肝に銘じておけ。おれは絶対に死なない。殺されてもおれは死なないんだ。だから殺す気で止めろ」

  　容よう赦しやなく顔面を踏みつけにされながら、タマは必死の形相でユーキへ一方的に要望を送る。

  「わかったか。お前が止めろ。どんな手段を使ってもいいから止めろ」

  　勢いに押されるように、ユーキが頼りなさげに頷うなずいて了りよう承しようを示すと、タマは軍ぐん靴かの下で血と泥に汚れた顔をゆるませた。

  「頼んだ」

  　短い言葉がユーキに届いた。それを受け、なにかがユーキの胸の奥を締め付けた。

  「なにをぐだぐだ言っている」

  　鳥とり辺べ野のはもう一度足を上げると、勢いをつけてタマの首筋へ振り下ろした。頸けい椎ついが砕くだけるときの、重く鈍い音が靴底を通して響いた。

  「死んだかな」

  　小首をかしげる鳥辺野だったが、タマは一向に構うことなく、自分の意識の内側へむかって言葉を投げた。

  「出てこいよ、キリヒト。壊していいぜ」

  「……？」

  　次の刹せつ那な、タマの眼に宿っていた光が暗い鉄灰色に変じた。

  　みるみるうちにその口の両端が耳にむかって裂けていく。そして、奇怪な響きを伴った台詞せりふが鳥とり辺べ野のの耳じ朶だを打った。

  「久シイゾ、世界」

  　突然タマの口から漏れ出たその言葉の異様さに、鳥辺野は思わず腰を退いた。

  「三〇年振リノ大気ダ」

  　人間の声こわ音ねではなかった。それは三つの単音から成る和わ音おんとして耳に響いた。鉄筒を通して発声したような金属的な声調――パイプオルガンの音色に似ていた。

  「糞くそッタレノ『意志』メガ。次ハ貴様ガ封ジラレル番ダ。二度ト出シテヤランゾ、ザマアミロ」

  　面食らう鳥辺野の目の前で、頸椎を損傷したはずのタマが奇妙な所作で起きあがりはじめた。全身を覆おおう裂れつ傷しようがひらくのも構わず、壊れた身体の部位を筋きん繊せん維いの力で強引に動かし、地に膝をつき、上体を起こし、二本の足で立ち上がる。

  　同時にぬらぬらした蒼い気炎がタマの輪りん郭かくから立ちのぼる。

  　その顔に貼りついているのは、さきほどまでのタマとは違うたぐいの嘲ちよう笑しようと侮ぶ蔑べつ、傲ごう慢まんと慢心、堕落と退廃と卑ひ俗ぞく、弱者への差別意識、根拠のない選民意識、その他、人間にとって唾だ棄きすべき要素をはち切れんばかりに含んだ笑みだった。

  　底光りのするその眼光が、鳥辺野を射い貫ぬいた。ありったけの侮蔑を溜めた、口元だけの笑みがさきほどまでタマだった生き物の顔のうえに広がる。

  「祈レ、ゴミ共」

  　新たな和音を受け、鳥辺野の本能が非常警報を発する。

  「小便ヲ垂ラシテ、懼おそレヨ、クズ共」

  　その生物の上半身を覆おおっていた裂れつ傷しようから薄うす桃もも色いろをした新しい肉が発生して傷を塞ぎ、それだけでは終わらず傷のうえで隆りゆう起きした肉が盛り上がっていく。膨ぼう張ちように伴い、着ていたシャツが裂けていく。またたくまに全身がひどいミミズ腫ばれに覆われ、浮き上がった幾条もの醜みにくい細い筋が互いに結びついて、黒くろ薔ば薇ら色いろをした縞しま目め状の文様を体表面に描き出す。

  　様子が違っているのは肉だけではない。損傷していた骨も奇怪なかたちを伴って再生しようとしている。体内で別の生き物が活動しているかのごとく、骨折によって陥かん没ぼつしていた箇か所しよがそこここで盛り上がり、背中では急速に再生した肩けん胛こう骨こつが皮ひ膚ふを突き破り、外がい殻かくを形成するように湾わん曲きよくしながら体たい躯くを覆っていく。

  「崇あがメロ、便所虫共」

  　鳥辺野は無意識のうちに三歩ほど後ずさりしていた。脊せき柱ちゆうが怯おびえて凝固する。脳のう髄ずいが眼前の光景を理知的に処理することが出来ず、四し肢しがすくんで動こうとしない。タマを中心とした円周を描いて取り囲んでいた歩兵たちも、気がつかないうちに包囲半径を拡大していた。

  　さきほどまでタマであった生き物は、もはや人間ではない他の忌まわしいなにかへ変へん貌ぼうを遂げていた。

  「大便ヲ洩もラシナガラ這はイズッテ逃ゲロ。サモナクバ大だい腸ちようヲ抉えぐリ取ッテ臭イ糞くそヲ絞しぼリ出シ、貴様ラノ口ノ中ニ大だい腸ちようノ先ッポヲブチ込ンデ食ワセテヤル。ソレガ厭いやナラ糞ヲ洩ラシナガラ必死デ逃ゲロ、惨みじメデ薄汚イ回かい虫ちゆう共。母親ノ肛こう門もんデ生しよう涯がい蠢うごめク蟯ぎよう虫ちゆう共」

  　耳たぶの下まで裂けた笑みを浮かべ、醜しゆう怪かいな台詞せりふをいかにも楽しげに言い放つと、その生物は甲かん高だかい和音で嬌きよう声せいをあげた。

  　鳥とり辺べ野のはそのとき、生まれてはじめて恐怖という感情について学んだ。その感情がどれほどに四肢をすくませ、思考の継続を阻み、背筋を総毛立たせるのか、魂の底で思い知った。頭ず蓋がい中のニューロン連れん繋けいがさっきから「川に飛び込め」と警けい鐘しようを乱打しているが、鳥辺野は動くことが出来ない。大隊長だけではなく、居合わせた姫ひめ路じ兵へいはいまや全員が文字通り蛇へびに睨まれた蛙かえるだった。

  

  　同時刻――競輪スタジアム入場ゲート前に待機していた岩いわ佐さ木きの背筋にも戦せん慄りつが駆け抜けていた。

  　顎あごの下の肉をぷるりと揺らして、鎌かま鳥どりに騎き乗じようしたまま岩佐木は強ばった顔を多た摩ま川がわ鉄てつ橋きようの方向へとむける。岩佐木のいる場所からだと、頭のうえに高架線路の下腹が見えるだけで鉄橋上の様子は見えない。だが、なにやら言語に形容しがたい重く澱よどんだものがその方向からじわりと伝わってくる。

  　異変に気づいているのは岩佐木だけだった。その他の騎き兵へいはスタジアムの周辺に各自散さん開かいしてのんびりと包囲態勢を取っている。

  「兵へい曹そう長ちよう、いかがしました？」

  　傍かたわらの騎兵が不審そうに尋ねた。

  「なにも匂におわないか？」

  　質問に質問で返され、騎兵はいったん妙な顔をしてから鼻をひくつかせる。

  「いえ、特に」

  　岩佐木は見ひらいた眼を隣の騎兵へむけると、乾いた唇をなめた。

  「すまない、これは匂いではない。おかしな波のようなものが伝わってくる。お前は感じないのか」

  「わたくしにはなにも……」

  　騎兵は怪け訝げんな表情のまま、鉄橋と岩佐木の顔を交互に見比べる。

  　そうしている間にも、負の要素を詰め込んだ波動が大気に満ちてきて岩佐木の脊せき椎ついをいやらしく撫なでる。おぞけに耐えかね、全身の毛を逆立てて、岩佐木は騎乗している鎌鳥の手た綱づなを繰った。

  「兵曹長？」

  「お前達はここで待機しておれ。少し様子を見てくる」

  　騎兵の顔にますます困惑の色が広がった。大隊長の指示はこの場に待機だ。この兵曹長が独断で行動することは非常に稀まれだった。

  「いいか、もしもおれが一時間しても戻らなかったら、お前達は高たか尾おへ引き返せ。わかったか」

  　岩いわ佐さ木きはそう言い捨てて、騎兵をその場に残し、鎌鳥の首を旧京けい王おう多た摩ま川がわ駅へとむけた。

  　朽くち果てた改札を乗り越え、階段を駆け上がり、高架線路のうえへ出て、多摩川鉄橋へむかい駆ける。そぼ降る雨が銀ぎん灰かい色しよくの幔まん幕まくとなって前方に張りつめている。進むほどにその異様な波動が皮ひ膚ふへ突き刺さる。

  　――この感覚には覚えがある。

  　生まれ故郷を棄すてて簒さん奪だつ王おうについていったときの記憶が岩佐木の脳のう裡りに閃ひらめいていた。

  　あの日、路地裏でダストボックスの陰に隠れてのぞき見た、神かみ追おい軍ぐんの進軍風景――あのときと同じ匂いが、いままた岩佐木の周辺に立ちこめていた。　

  　手綱を打ち振り、雨を切り裂きながら、緩ゆるみきった肥満体が内側から急速に絞しぼり上げられていく。

  　稜りよう角かく鋭い上じよう腕わん筋きん、隆りゆう起きした肩けん胛こう骨こつ、尾根のごとく張り巡らされた僧そう帽ぼう筋きんと広こう背はい筋きん、その他全身の筋きん繊せん維いが盛り上がり、万ばん夫ぷ不ふ当とうの武者すがたが鞍あん上じように顕けん現げんした。

  　少年時代、岩佐木はこの筋繊維系特とく進しん種しゆとしての能力のために両親も含めた大人達から利用され、自由を奪われ、鬱うつ屈くつした思いを抱いていた。だから一五才の冬、簒奪王のあとを追って故郷を棄すてたのだ。

  　単騎、線路上を駆ける岩佐木のこころのうちに、遙はるか昔に捨て去った夢の残ざん骸がいが映像となっていくつか閃ひらめく。これをかき立てているのは、雨のとばりのむこうから漂ってくる残ざん虐ぎやくな波動だ。汚お辱じよく、悪あく逆ぎやく、この世界に存在する負の因子をこぼれ落ちるほど孕はらんだ凄せい惨さん極まりないなにかだ。

  　堤防の直上を越えた辺りから鎌かま鳥どりの足がすくみはじめた。鉄てつ橋きようのむこうにいる存在に怯えているようだ。手綱を叩いても引き絞しぼっても反応が鈍く、やがて完全に主を無視して止まってしまった。

  　鎌鳥を乗り捨て、岩佐木は鉄てつ鉾ほこを片手に線路上を走った。

  　雨のとばりのむこうから、人間の悲鳴が聞こえた。一人ではない。これは複数の人間からほとばしった断だん末まつ魔まの哀あい叫きようだ。雨に紛れて血の匂いが鼻び孔こうをくすぐる。ひどい悪お寒かんが丹たん田でんからこみあげてくる。鎌鳥の気持ちが理解出来る。出来ることなら進みたくはない。けれども思いとはうらはらに、岩佐木の足は前へ前へ送られる。岩佐木を駆り立てているものは、近づくほどに強度と振しん幅ぷくを増すこの波動だ。燃えさかる篝かがり火びへ飛び込み我が身を灼やかれる蛾がのごとく、いまの岩佐木は自動人形さながらの足取りで雨の幔まん幕まくをひたすら愚直に裂いてゆく。

  　そして――その足は不意に止まった。

  　荒かった呼吸が、かちりと収まった。その代わりに岩佐木の顔のうえには、わななく唇があった。

  　わななきは喉のどを伝い、大胸筋を通り、腹部から腰へ下りて、たくましい大だい腿たい部ぶを小刻みに震わせた。

  　鷲わしづかみにしていた鉄鉾が手元から剥はがれ落ち、砂利敷きのうえで重く鈍い音を響かせた。立っていることが出来なくなり、岩いわ佐さ木きはその場へ膝をついた。そしてすぐに膝をつくことも出来なくなり、地のうえにぺたんと腰を下ろしてしまった。

  　心臓の下にある堅いなにかが痛いほど岩佐木を突き上げていた。視界が揺らいでにじんでいるのは雨のせいだけではなさそうだ。胃いの腑ふの底から、制せい御ぎよ出来ない獰どう猛もうな感情がせり上がってくる。

  　いま岩佐木の眼に映っているのは三〇年前の一一月、溶よう岩がん色に煮えたぎった空の下、炎上するコンクリート建築物群だった。

  　アスファルト上にぶちまけられた肉にく片へんと血ち潮しお、皮ひ膚ふの表面を焦がす熱風――

  　頭を割られた父親、肉片と化した大人達、踏み破られたバリケード――

  　鮮血の染んだ純白の兵列、おぼろにゆらめく鎌鳥の騎影、路上にたちこめた濛もう気きを引き裂き、それら全てを従えて、翻ひるがえるレヴィアタンの旗！

  「キリヒト様」

  　かつて献身の限りを尽くして仕えた王の名が、震える唇からこぼれ落ちた。

  　五月雨さみだれが描き出す白しろ地じ銀ぎん斑まだらの光景のなか、ときの彼方かなたへ消えたはずの簒さん奪だつ王おう――霧きり崎さきキリヒトが線路上で姫ひめ路じ兵へいの死体を踏みしめ、いま、岩佐木へむかい泰たい然ぜんとうすら笑っていた。

  　キリヒトの体表面を重層的に覆おおう白大理石の結晶に似た外がい殻かく――灰白色の光こう沢たくを帯びたその殻からの正体は皮膚を突き破って発達した肩けん胛こう骨こつだ。この骨が背筋の二カ所を裂いて外界へ顔を出し、鳥が翼を閉じるように複雑な形状を描きながら身体を防護する鎧よろいの役目を果たしている。

  　殻と殻とのあいだからわずかに覗のぞく肉体は光を吸い込むような汚お穢わい暗あん色しよくをしていて、なにやら煮に凝こごりに似た肉質が表面を流れているように見え、絶えず蠢うごめき、月げつ餅ぺいにも似た瘤こぶ状の突起が出たり、それが破は裂れつして蒼白い気炎を放って消えたり、幾条もの筋が浮かび上がって互いに結びあい、大きな筋肉の束になって体表面を移動していったり、一瞬たりとも流れが静止しない。

  　だが殻や肉よりも禍まが々まがしいのはその表情だ。肌色は肉体と同じく腐くさった臓器にも似た汚お穢わい暗色、目鼻立ちは人間としての原形をかろうじて留めているが、髪の毛は眼に見える速さで伸びていくし、その髪の隙すき間まからは鉄灰色の双そう眸ぼうが嫌味な憫びん笑しようを溜ためてちらちら光り、口もとはあからさまな哄こう笑しようを示していて、悪趣味な外観のとどめに黒くろ薔ば薇ら色いろをした奇怪な文様が肌の表面を不吉に彩っている。さきほどから岩佐木の脊せき椎ついに絡みついていた厭いやらしい波動は、この哄笑を源みなもとにして発生していたらしい。それは岩佐木の記憶にあるものと寸すん分ぶん違たがわない霧崎キリヒトその人のすがただった。

  　――簒さん奪だつ王おう、再さい臨りん！

  　岩いわ佐さ木きの脳のう髄ずいを、その言葉が貫いた。全身を覆おおったわななきが、岩佐木から思考を奪ってゆく。この三〇年を戦いのうちに過ごしてきた円熟の戦士が、なすすべなく路ろ傍ぼうの石と化してゆく。

  「兵へい曹そう長ちよう、助けてください」

  　足元からかぼそい声をかけられて岩佐木は我に返った。見下ろすと、純白の兵装を朱あけに染めて歩兵達が壊れたブリキ人形のように散乱していた。

  　遺い骸がいの損傷状況から察するに、彼らはどうやら死に至るまで弄もてあそばれたらしい。押し花のように身体を平面に押しつぶされたもの、肉にく団だん子ごみたいに身体を丸められて絶命しているもの、関節ではない場所を複数箇か所しよへし折られて、干し魚さながら鉄骨の梁はりに引っかけられたもの、身体の各部位を数十カ所以上、細やかに引きちぎられて地面に並べられてしまったもの、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを抜き取られ、皮だけのすがたになって線路上に仰向けになっているもの、雑ぞう巾きんのごとく爪つま先さきまでねじられたすがたで絶命したもの――さまざまな方法で精兵たちが殺されていた。

  　簒さん奪だつ王おうは久しぶりの虐ぎやく殺さつをこころゆくまで楽しんでいた。悽せい愴そう極まりない死に顔の群がそのことを語っている。いま岩佐木の足元を這はいずって助けを求めている歩兵も既に手首の先と足首の先が引きちぎられている。哀れな兵士は先端から血ち潮しおの噴き出る棒状の四し肢しをおぼつかなく砂利敷きのうえに這わせながら、涙と鼻水と涎よだれを垂れ流して逃げ延びようとしている。

  「モット啼なケ」

  　三つの単音からなる和音が響き、助けを求めていた兵の身体がずるずると線路のむこうへ引っ張られていく。かすれた絶叫が彼の口から飛び出すが、岩佐木は腰が抜けてしまって動けない。

  　キリヒトは両手で兵の足首をつかみ、自分の顔の前まで高々と持ち上げると、逆さづりになったその身体を股また下したからまっぷたつに、めりめり、べりべりと裂きはじめた。

  　およそこの世のものとは思えない号ごう叫きようが鉄てつ橋きようにこだました。二つに割られた股こ間かんから血潮と共に膀ぼう胱こうが尿によう道どうと一いつ緒しよに顔を出し、真っ白な骨こつ盤ばんのなかからは直ちよく腸ちよう、大だい腸ちよう、小しよう腸ちようが次々とこぼれ落ちる。兵士の叫びは破壊が横おう隔かく膜まくに達したところでようやく収束したが、キリヒトは玩具おもちやが死んでいることなどお構いなく、薄うすら笑わらいながら裂け目の奥へ手を突っ込み、鎖さ骨こつの直下あたりまできれいにひらいてしまった。

  「かうぼーいノ真ま似ね」

  　簒奪王は楽しげにそう呟つぶやくと、臓ぞう器きが抜け落ちた歩兵の遺体の片足を掴つかんで自分の頭上でぶんぶん振り回しはじめた。言葉通り、カウボーイのつもりらしい。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが抜け落ちた体たい躯くは紐の役目を果たし、頭ず蓋がいは先端の重りの役目を果たす。キリヒトの馬鹿力により高速度で振り回される遺い骸がいは、橋はし桁げた、鉄骨、周辺の他の亡なき骸がらに叩きつけられてすぐに原形を失い、最終的にはただの真っ赤で丈じよう夫ぶな紐ちゆう帯たいのようになって「飽キタ」の一言とともに眼下の川へ投げ捨てられた。

  　岩いわ佐さ木きの脳のう幹かんは既に麻ま痺ひしており、指一本も自分の意志では動かせない状態、というより動こうという意志そのものが発生しない状態であるが、いま眼前で子供じみた遊びに興ずる怪物こそが紛うことなき霧きり崎さきキリヒトであることを認識することは出来た。

  　キリヒトは岩佐木の目の前で悠ゆう々ゆうと姫ひめ路じ兵へいの死体を物色し、もっとも体躯が近いものの兵装を奪って着込みはじめた。

  「ヤハリ儂わしニハ、コノ格好ガ良ク似合ウ」

  　山や羊ぎ色いろの軍服を着込み、律りち儀ぎに紐帯も締め、緋ひ色いろの外がい套とうをなびかせてキリヒトは嬉うれしそうに自画自賛した。姫路兵の兵装は神かみ追おい軍ぐんのそれをそのまま採用しているため、三〇年前の事変時と同じすがたのキリヒトである。

  「肉ノ匂におイガスル」

  　鼻をひくつかせながら、キリヒトは川岸近くにそびえるスタジアムの黒く濡れた外壁を見やった。憫びん笑しようを顔に貼り付けたまま緋色の外套を翻ひるがえし、岩佐木に構うことなく京けい王おう多た摩ま川がわ駅の方向へ鉄てつ橋きようを下りていく。避難した住民たちか、散さん開かいして待機している騎兵たちか、おそらくはその両方の匂いが届いたのだろう。驚きよう愕がくのあまり、怒りも怯えも戦闘意欲も示さない岩佐木には注意を払わず、もっと自分を楽しませてくれそうな玩具に気がいっている。

  　――町の住民も、部下も、一人残らず殺される。

  　動かない岩佐木の脳のう裡りを、その思いがかすめた。気力を奮い起こそうとしたそのとき、五月雨さみだれのむこうから、むせび泣くような声が聞こえた。

  「痛いよ、助けて」

  　その声の持ち主が鳥とり辺べ野のであることに気づいて、岩佐木は重すぎる腰をなんとか持ち上げ、散乱する無む惨ざんな遺骸を避けながら変わり果てた大隊長のもとへ歩み寄った。

  「痛い。すごく痛い」

  　鳥辺野は悪い意味でキリヒトに気にいられたらしく、かなり入念に弄もてあそばれていた。

  　投げ出された手足の関節が全て逆方向へ曲がっていて、両眼が抉えぐり取られ、ぽっかりとひらいた二つの眼がん窩かそれぞれに、本人の陰いん嚢のうのなかのものが詰めてあった。これはキリヒトの好きな遊び方だ。

  「外見の良い男を見ると、あの王はこうやって貶おとしめるのです。運がありませんでしたな」

  　鳥辺野の傍かたわらへあぐらをかいて、岩佐木はかすれた声を投げかけた。鳥辺野の啼なき声がむなしく響く。

  「助けて、助けて」

  　懇こん願がんを受け、岩佐木は眼がん窩かの詰め物を抜き取ると、鳥辺野の軍服の袖そでを切り取って包帯代わりに両眼の痕へ巻いた。もはやかつての白はく皙せきの美び貌ぼうはどこにもなく、線路上に横たわっているのは赤ん坊に破壊された人形そのものだった。まだ生きているのは練れん氣き使いの生命力のたまものだろうが、そのことが幸運だとは思えなかった。

  　――部下を助けなくては。

  　無む惨ざんな鳥とり辺べ野ののすがたが岩いわ佐さ木きの決意を促した。スタジアム前に残る騎き兵へいを撤収して、いったん高たか尾お山さんに戻って態勢を立て直すのがこの場合の最善だ。

  　そう決めて、鼻息をついて立ち上がろうとした眼の端に、五体満足で横たわっている久く坂さかユーキが映った。

  「生きていたか。運が良かったな」

  　声をかけると、ユーキは苦しげな息づかいのした、眼だけを岩佐木の方へむけた。

  「あの……怪物は……？」

  「スタジアムへむかった。もはや防壁など意味をなさん。町の住民は皆殺しだ」

  「なに……？」

  「戦は終わりだ。おれは騎兵を連れて高尾へ戻る。お前はここで死んだふりをしておけ。キリヒト様は飽きっぽい。住民を皆殺しにして町を焼いたなら次を求めて去るはずだ。それまではおとなしくしていろ」

  　ユーキはしばらく岩佐木の顔を凝視してから、歯を食いしばって身体を横に転がし、腕の力で立ち上がろうとしはじめた。

  　鳥辺野を背中におんぶしてから、岩佐木はユーキの苦闘を呆あきれ顔で見下ろす。

  「人のいうことを聞け。そんな身体でキリヒト様の前へ出ていけば、今度こそ玩具おもちやにされるぞ。あの方は女子供でも容よう赦しやしない」

  「死んだふりなど……出来るか」

  　ユーキは両手のひらを地について、腕立て伏せの要領で上体を持ち上げ、右膝を胸の方に引き寄せて地面に立てる。その程度の動きでも傷ついた右腕と左足から新たな出血が迸ほとばしる。それを見た岩佐木の眉み間けんに皺しわが寄る。

  　鳥辺野をおんぶしたまま、岩佐木は片方の手でユーキの左手首を握り、ぞんざいに引っ張り上げてやった。少しふらつきながらも、その助けを借りてユーキは自分の足で地に立つことが出来た。

  　しばし怪け訝げんそうだったユーキの顔が、すぐ間近から岩佐木を見上げた。息をととのえてから状況の変化を理解する。

  「姫ひめ路じ兵へいとは休戦、ということで良いのですか」

  「あぁ。引き分けということにしておこう」

  「わかりました。お名前を教えてください」

  「……第三大隊兵へい曹そう長ちよう、岩佐木満みつ男お」

  「久坂ユーキです。この名にかけて、この場では姫路兵に手出ししません」

  「ふん。お前の名前は澁しぶ澤さわカヲルだろうが」

  「本名は久く坂さかです。カヲルは市長が勝手に付けた名前に過ぎません」

  　ユーキはそう言って目を閉じ、ひとつ大きく息を吸い、長く吐いた。体内の気脈を整え体内外の傷へ応急処置を施す。

  　岩いわ佐さ木きにはユーキが死ぬつもりでいることがわかる。たとえ氣きが尽きていても、精一杯努力をすればキリヒトと相あい討うちにもちこめるとでも思っているのだろう。若いとはいえ、あまりに無む謀ぼうだった。まるで自分の少年時代を見ているようだった。

  「キリヒト様と戦う気か」

  「はい。ところで、あの怪物が霧きり崎さきキリヒトですか？」

  「あぁ。誰も信じないだろうがな」

  「信じられません」

  「ならそれでいい。おれも自分の眼が信じられない」

  「では、いってきます」

  「……やめろ。命を粗末にするな」

  　ユーキは深く静かな色の瞳を岩佐木にむけ、真ま面じ目めな声こわ音ねで告げた。

  「ありがとう。敵だけど、あなたはいい人だ」

  　それからきびすを返し、血と泥にまみれた傷だらけの身体を引きずるようにして、サーベルを片手にたったひとりで鉄てつ橋きようを下りていく。

  　雨の帳とばりへ消えていく華きや奢しやな背を眺め、岩佐木はひとつ大きく溜ため息いきをついた。

  　澁しぶ澤さわ市長があの娘を天子候補にするのもわかる。

  「可か憐れんだな」

  　誰にも聞こえないようにそう呟つぶやいてから、肩に担かついだ鳥とり辺べ野のへすまなさそうな眼をむける。

  「大隊長。突然ですが、献けん策さくつかまつります」

  「うん……？」

  「いえ、おそらく大隊長にとっても、ある意味目的を遂とげることにはなると思うのですよ。もちろん、ある意味ですが……」

  「なにを言っているのかな、きみは」

  　岩佐木はとある提案をした。それを聞いた鳥辺野の口元が緩ゆるむ。

  「ナイスアイディアだよ、兵へい曹そう長ちよう。その作戦をさっそく実行に移そう。よし、さあ、決まりだ、走れ！」

  　四し肢しの関節を全て破壊され、両眼を抉えぐられ陰いん嚢のうを引きちぎられても、精神だけはまだまだ元気な鳥辺野だった。

  　岩佐木は自分の献けん策さくをこころの隅で後悔しながらも、ユーキの背を追って走りはじめた。

  

  　右手一本で鎌かま鳥どりの足首を掴つかむと、霧崎キリヒトは破は顔がん一いつ笑しよう、四〇〇キログラムを越える体重をそのまま強引に引きずり倒した。

  　くちばしから甲かん高だかい悲鳴をあげ、緑色の外皮がなすすべなく地面に打ち付けられる。鞍あん上じようの騎き兵へいはあぶみから軍ぐん靴かを抜くことが出来ず、鎌鳥もろともアスファルトに激突し、狭い路地裏に重く鈍い音を響かせた。

  「イヒイ！」

  　快心の奇声がキリヒトの裂けた口こう腔こうから迸ほとばしる。

  　地に横たわった鎌鳥は両の鎌で宙を引っ掻かきもがき苦しむ。脚よりも長い鎌鳥の首へ、容よう赦しやなくキリヒトの片足が打ち下ろされる。哀あわれをさそう叫びがくちばしからこぼれるが、キリヒトは片方の鎌を握りしめるとそれを胴体から無理矢理引きちぎる。

  　鼓こ膜まくをつんざくような鎌鳥の叫びが雨のなかに響く。緑色の体液を胴の傷口から噴きあげ、踏みつけにされた首筋を支点にして足あ掻がけるだけ足掻く。むかしは一方通行だった狭い路地裏だから、ばたつかせた脚が道の両脇のコンクリート塀べいにどかどか当たって老ろう朽きゆう化した壁を打ち倒してゆく。

  　失神したのか死んだのか、鞍上にくくりつけられたままの騎き兵へいは人形さながらの無抵抗さで鳥の動きにあわせて首を前後左右に打ち振り、腕は骨が抜け落ちたかのごとくふにゃふにゃと万ばん歳ざいしたり横に広がったり互い違いに上下したりする。

  「喜ベ、馬鹿鳥。コレヲ儂わしノ武器ニシテヤル」

  　キリヒトは切断面から体液の滴したたる鎌を片手に持ち、ぶんぶん振り回してご機嫌の様子だ。

  「試シ斬リ」

  　短く呟つぶやき、切り落とした鎌を騎兵の首めがけて打ち下ろす。ざくりと音がして、鎌刃に並んだぎざぎざの突起が狙った箇か所しよに突き立つが、切断はされない。

  「ウヌ、斬レナイゾ。何故ダ、ドウシテダ、昔ハ斬レタノニ」

  　小首を傾かしげるキリヒトへむかい、スタジアムを取り囲んで散さん開かいしていた騎兵達が全騎再集合し、緋ひ色いろの外がい套とうをなびかせつつ隊列を組んで突進してきた。だがキリヒトはそちらへ注意をむけることなく、むきになって首から鎌を抜き取ろうとする。

  「ウリャア」

  　コルク栓せんさながら、掛け声と共に騎兵の首が胴からずぽりと抜け落ちて、五月雨さみだれのなかに血ち潮しおの朱を景気よく撒まき散らした。キリヒトは鎌の刃に片眼を送って独りごちる。

  「刃コボレシテオッタカ。手入レクライシテオケ、阿あ呆ほうガ」

  　鎌かま鳥どりの鎌は巨大化したカマキリの鎌、ではない。姫ひめ路じコロニーの研究者たちが遺伝子工学によって造りあげた、無数の鋭利な突起を持つ斬ざん撃げき用の刃物だ。騎兵のたしなみとしてこの鎌の手入れが必要なのだが、いま足元で死んでいる兵はそれを怠おこたっていたらしい。

  　その間にも、騎兵一八騎が狭い路地に二列縦陣を組み、一直線にキリヒトめがけて駆け込んでくる。キリヒトに逃げ場はなく、本人に逃げる気もない。威い風ふう堂どう々どうと姫路騎兵を迎え、さらなる笑みが顔の下半分に咲きこぼれる。

  「ブッタ斬ぎル」

  　宣言し、キリヒトは刃のかけた鎌の柄を片手で握りしめると、緋色の外套を翻ひるがえし、あろうことか自分から騎き兵へいにむかって駆け込んでいく。

  　先頭を切っていた二騎はさすがに面食らった。これだけの数の鎌かま鳥どりの突進を目まの当たりにして、単身で飛び込んでくる愚か者には出会ったことがない。

  「踏みにじれっ」

  　驚きよう愕がくから覚め、どちらからともなく号令をかけ、二騎は鉾ほこ先さきを前方へ突き出した。鎌鳥もよく訓練された動きで二つの鎌をキリヒトへむかい振り上げる。逃げ道のない細い路地裏で騎兵二列縦陣の突進を受ければ、普通であれば対象は確実に挽ひき肉にくと化すだろう。

  「死ニ腐くさレ、糞くそ餓が鬼き共どもッ」

  　普通でない対象、霧きり崎さきキリヒトは嬌きよう声せいをあげて刃こぼれした鎌を振り上げつつ、満面の笑みと共に姫路騎兵と真っ正面から激突した。

  　刹せつ那な――五月雨の描き出す白しろ地じ銀ぎん斑まだらの光景が、白地朱しゆ斑まだらに塗り変えられた。

  　悲鳴はなかった。たださまざまな彩りの飛沫しぶきと肉にく片へんが光景から噴き出した。

  　緑色の外皮、純白の兵装、黄おう土ど色いろの肉片、黒革の紐ちゆう帯たい、まっぷたつになった上体、こぼれでた腸ちよう管かん、切り裂かれた外套、くちばし、緋色の目玉、肘ひじから先だけの腕、勇ましい表情をしたままの生首、そういったものが粉吹雪ふぶきさながら中空を覆おおった。

  　遅れて緑色をした体液が噴き上がる。首からうえがなくなった鎌鳥たちが切断面から緑の潮を噴き上げてよろめき、どうと音を立てて次々に倒れる。

  　その鞍あん上じようには、あぶみに両脚を突っ込んだままの騎兵達の下半身があった。こちらは切断面から真っ赤な血潮を噴出させつつ、ぼろぼろとだらしなく臓ぞう器きを付近へ撒まき散らして左右にぶらぶら揺れている。

  　宙を舞う一八体の上半身の胸きよう腔くうから中身が降り落ちてきて、狭い路地裏一面に五ご臓ぞう六ろつ腑ぷがこれでもかとぶちまけられた。

  　襞ひだの付いた粘ねん膜まく、赤黒いぷよぷよした光こう沢たくのあるなにか、暗褐色の饅まん頭じゆうに似た組織、ちぎれた長い管、形容しがたい、柔らかそうな体内組織――文字通り死し屍し累るい々るいの惨さんを呈ていした地のうえを、キリヒトはひとり満足そうに眺め渡す。

  　純白の兵装は既に真紅に染まっていた。その体たい躯くには鉄てつ鉾ほこが四本突き立っているのだが、まるでお構いなしの様子で肉にく片へんと臓器の絨じゆう毯たんを踏みしめ、にたらにたら笑いながら片手に持った鎌かま鳥どりの鎌を胸の前へ掲げる。

  「上手ニ斬レタ」

  　満足そうにそう言って、完かん膚ぷ無きまでに刃こぼれした鎌を眺める。上手に斬れたというよりも、刃こぼれした鎌で騎兵隊を人じん馬ばもろとも一いつ刀とう両りよう断だんにしてしまうのは常識はずれの力ちから業わざに拠よるものだが、キリヒトはそんな理屈などお構いなしに忘ぼう我がの体ていで悦に入っている。

  「儂わしガ世界デ一番強イ。ソレニ一番格好良イ」

  　自画自賛しながら、身体に突き刺さっていた鉄鉾をひょいひょい抜き取り周辺に投げ散らかす。その肉体は細さい胞ぼう増ぞう殖しよくによって傷口を修復するというよりも、粘ねん性せいの高い樹液がひらいた穴を塞ふさぐような修復の仕方をする。タマであったときよりも再生効率が良く、快かい復ふくも早い。

  　と、そのとき空気の裂ける鋭い音と共に、キリヒトのこめかみに矢が突き立った。

  　かなりの矢勢だった。キリヒトの首が勢いに押され、思わず右に傾いていた。

  「痛イ」

  　出現してからずっと哄こう笑しようを示していたその表情が、はじめて歪ゆがんだ。

  　側頭部に深々と矢を突き立てたまま、キリヒトは壊れたブロック塀べいのむこう側にそびえるスタジアムを睨にらみつけた。観客席の最上部あたりから、斎さい藤とうが身を乗り出して二の矢をつがえているのが見えた。

  「ヘタレ弓使イガ。貴様ノ肛こう門もんニ矢束ヲネジ込ンデクレル」

  　ひょうっと甲かん高だかい音を立て、音速で飛来した二の矢を無む造ぞう作さに片手で払いのけた。そして矢羽を掴つかんで強引にこめかみから引き抜く。

  「痛イ、痛イ」

  　その傷口から赤い血ち潮しおが噴き出した。頭部の組成が肉体のそれと異なっていて、この部位では人並みの痛覚がキリヒトを苛さいなんでいた。

  「待ッテイロ、スグニ殺シテヤル」

  　血に塗まみれた鏃やじりを投げ捨て、キリヒトはスタジアムの方向へ爪つま先さきをむけた。

  　タマの意識の内側にいるときも、キリヒトは外界の様子を常に観察している。だからスタジアムに調ちよう布ふ新しん町まちの住民全員が避難していることは知っていた。

  　一五〇〇人の玩具おもちやたちをこころゆくまで弄もてあそぶ、楽しい想像がキリヒトの頭ず蓋がいをうきうきと巡る。常人がその空想を覗のぞき見したならその場で発狂死するような凄せい惨さん極まりない企てが脳のう幹かんの奥から次々に湧きだしてくる。キリヒトは楽しくて仕方がない。

  　だがそのとき不意に、意識の片隅から声が聞こえた。

  　――出番は終わりだ。そろそろ引っ込め、馬ば鹿か殿でん下か。

  　それが誰の声なのか、キリヒトにはわかる。

  　悪意に満ちたその笑みが、さらなる獰どう猛もうな感情を伴って顔のうえを裂く。

  「焦あせッテオルノカ『意志』ヨ。ヒャハハハハ。馬鹿メ、誰ガ代ワッテヤルモノカ。今度ハ貴様ガ封ジラレル番ダ。貴様ハソコデ儂わしノ行動ヲ眺メル事シカ出来ズ、永遠ニ臍ほぞヲ噬かンデ悔シガッテオレバ良イ。全ク以もつテ、イイ気味ダ、馬ー鹿、馬ー鹿」

  　――うわ、頭に来た。お前覚えてろよ、もう絶対出さねえ。

  「ウルサイ、黙レ、馬鹿。残念ダガ次ナド無イ。鬱うつ陶とうシイカラ話シカケルナ」

  　キリヒトは「意志」の声を半ば強引に遮しや断だんしてずんずん歩き、スタジアム入場ゲート前までやってきた。

  　見張りが急を告げたのだろう、スタジアムの内側から住民たちの悲鳴が聞こえた。

  　キリヒトは心地よさげにその啼なき声へ耳をそばだてた。これからのことを想像して身体中の細胞が喜びに堪こらえきれずぐらぐら沸き立つ。今こ宵よいは三〇年振りに外界に出られた祝しゆく宴えんだ。一五〇〇人分の血肉を敷き布団にして、おいしいものを食べながらきれいな月でも眺めよう。

  　そう決めて有刺鉄線の障壁を両手で掴つかみ、旧競輪場敷地内へ侵入しようとしたそのとき、背筋に微弱な電流が走った。

  　背後を仰ぎ見た。キリヒトの眼に、高架線路の黒い下腹と、それを支えるコンクリート支柱の列が映しだされる。さらに喉のど仏ぼとけをさらけ出してその上へと目線を動かしていき――高架線路の側壁のうえに佇たたずむ華きや奢しやな人影を捉えた。

  「小娘」

  　サーベルの剣けん尖せんを斜め下にむけ、そぼ降る雨を従えるようにして、久く坂さかユーキがこちらを見下ろしていた。全身を己の血に染めているが、その瞳の爛らんとした虹こう彩さいは地上からでも見て取れる。

  「死ニ損ナイガ。小便デモ洩もラシニ来タカ」

  　楽しげにキリヒトは呟つぶやいた。座ざ興きようは歓迎だった。美しい少女の首をもぎとって、両手のひらで押しつぶしてから祝宴に入るのも悪くない。底光りのする鉄灰色の双そう眸ぼうがユーキの肢し体たいを睨ねめ回す。

  　見つめる先で、その伸びやかな脚が空中へむかって踏み出された。

  　煮えたぎる火口へ我が身を投じる殉じゆん教きよう者しやさながら、ユーキはキリヒトをめがけ一直線に墜おちていく。

  　だがこれは殉教ではない。翳かげりのある長い睫まつ毛げのした、翡ひ翠すい色いろの眼まな差ざしはしっかりと標的に据えたまま動かず、サーベルの剣尖は腰のうしろに回っている。

  　――ナケナシノ練れん氣きデ何ガ出来ル。

  　ユーキの氣きが尽きていることはキリヒトも知っている。

  　懼おそれるほどのものはない。そのはずなのだが、サーベルの刀身へ発光する光粒子が溜まっていく。

  「ヌ？」

  　雨に混じり、空気の灼やける匂においが鼻び孔こうに届いた。

  　膨ぼう大だいなエネルギーを孕はらんだ振動音が、ジジと上空から聞こえた。

  「馬鹿ナ」

  　その呟つぶやきが終わらないうちに、中空でユーキのサーベルが鞭むちのようにしなる。

  　裂けた空間からこがね色の光が溢あふれ出る。静止した情景のなか、その光だけが膨ぼう張ちようしてゆく。雨雲から舞い降りてくる白銀色の飛沫しぶきと相まって、視界一面が黄金と白銀に埋め尽くされた。

  　刹せつ那な、丸太のような稲いな妻ずまが鎌かま首くびをもたげた。

  　瞬く間にそれは中空を鈎かぎ裂ざき、横っ飛びにかわそうとしたキリヒトの腹ふつ腔こうを斜めに切り裂く。

  「ギャッ」

  　その悲鳴はアスファルト上に着弾した氣き弾だんの爆発音と、巻きあがった粉ふん塵じんのなかに掻かき消された。

  　キリヒトは横ざまに路上に打ち据えられた。深々と抉えぐられた腹部から、粘ねん性せいの高いどす黒い血液がこぼれ落ちる。

  「生意気ナ糞くそ娘むすめ」

  　痛みと憤いきどおりのあまり歯がみしながら周囲を見回す。立ちこめていた塵じん芥かいは雨によって既に流されていた。腹部の裂れつ傷しようを修復しつつ、五月雨さみだれのなかへ眼を這はわせる。

  　そのわずか一瞬、右斜め前方で雨が裂けた。

  　裂け目からサーベルの剣けん尖せんが突き出される。

  　練れん氣きの籠こもった刀身だった。直に受けるのは危険だ。キリヒトは身体のさばきでそれをかわすと、著いちじるしく刃こぼれした鎌をユーキめがけて横よこ殴なぐりに振る。

  　火花のようなものが刃のうえで散った。

  　振りきった鎌の刃に片足をかけ、練氣を跳躍板のごとく踵かかとと刃のあいだに挟み込んで、ユーキは高々と跳躍した。中空に雨飛沫を蹴け立たて、身体を旋転させながらキリヒトの頭上を舞う。その動きを眼で追いながら、キリヒトの軽い舌打ちが響いた。どうやったのかはわからないが、瞬時にしてどこからか氣を充じゆう填てんしたらしい。こうなると途端にユーキは厄やつ介かいな存在となる。彼女が練氣使いとして希け有うな才能を持つことは、キリヒト自身もタマの眼を通して認識している。甲州街道で変異牛を相手に見せた氣弾――あれをくらったなら、いくら不死身の細胞再生能力があっても危ない。死ぬことはなくとも、西せい征せいのときの失態と同じように、戦闘不能になっている間に「意志」に身体を乗っ取られる危険がある。

  　氣弾を撃たせないためには、溜める時間を与えなければ良い。そのことを自分に確認し、キリヒトは惜しげもなく鎌を投げ捨てると、中空翔かけるユーキを追って跳躍した。

  　こちらは氣きを使った跳躍ではない。純粋な筋肉の瞬発力によるものだ。だが並の特とく進しん種しゆのそれとは桁けたが違う。キリヒトはあたかも射しや出しゆつ機から放たれた矢のように、すさまじい勢いで斜め上方へ中空を翔けてユーキに迫る。

  「!?」

  　今度はユーキが面食らった。

  　鈍重そうな体たい躯くのキリヒトが外がい套とうの裾すそをばたつかせ、かなりな高速でまっしぐらに空中を駆け上がってくる。

  　回避が間に合わない。そのことを悟り、宙を舞いながら、ユーキは練氣の防御壁を腹部に集中した。

  　次の一刹せつ那な――キリヒトの頭頂部がユーキのみぞおちにめり込んだ。

  「ぐっ」

  　呻うめきと共にユーキの身体がへの字に折れる。桜色の唇から鮮血が洩もれる。

  　キリヒトの勢いは死なず、宙を翔かけながらユーキの髪の毛と足首を両の手で鷲わしづかみにすると、その体勢のままでスタジアムの外壁へ叩きつけた。

  　どうん、と重い響きが調ちよう布ふ新しん町まちに響いた。雨で黒く濡れそぼったコンクリートの外壁が、叩きつけられたユーキの身体を中心にして円えん錐すい形けいに陥かん没ぼつする。

  　一瞬、ユーキの白いのど頸くびがむき出しになった。その喉のどの奥から吐き出された鮮血がキリヒトの笑みに付着する。

  　充分な手応えを確認し、キリヒトは壁面の凹おう凸とつに指をかけ、スタジアムの側壁にぶら下がった。

  　支えを失ったユーキの身体が力無く落ちていく。キリヒトは頭上で両手の指を互い違いに絡ませると、ユーキのあとを追って落下する。

  　地面に激突したユーキの顔面をめがけて鉄てつ槌ついを振り下ろし、頭部をアスファルト上で圧あつ壊かいさせる。それがキリヒトの狙いだ。

  　地面をめがけ真っ逆様に落下しながら、ユーキは遠のこうとする意識を懸けん命めいに保っていた。

  　練れん氣きの鎧よろいで致命傷は防いだものの、肋ろつ骨こつが何本か折れて臓ぞう器きに刺さっていることがわかった。けれどまだ呼吸が出来る。それが可能なら氣を呼び出すことも出来る。

  　キリヒトが自分を追って落下していることも知っている。地面に接触した瞬間が勝負だ。かすもうとする視界を意志の力で繋つなぎ止め、耳のそばを流れる風の音に神経を集中させてそのときを待つ。

  　風の音が変わった。眼を見ひらき、痛みをこらえて石せつ火かの早はや業わざ、猫の動きで身体を上下に回転させ、地面を靴底で捉えた。

  　上方を睨にらむ。頭上で両手を組んだキリヒトが降ってくる。

  　左の氣き街がいへ、下した氣き海かいから呼び出したものを籠こめる。

  　蒼白い稲光がそこから一瞬馳はせる。白銀の刀身へ、こがね色の光粒子が絡みつく。

  　渾こん身しんの力を込め、突き出した剣けん尖せんはキリヒトの鉄槌をかいくぐり、その右肩を深々と貫いた。

  　――ごめん、タマ。

  　ユーキは眼を閉じ、こころのうちで一度そう呟つぶやくと、剣尖に籠めた練氣をキリヒトの体内で炸さく裂れつさせた。

  　まばゆい光の束が四方八方へ放射状に射しや出しゆつされ、重く低い爆発音とともに、キリヒトの右肩を構成していた部位がちぎれ飛ぶ。

  　煤ばい煙えんのただなか、さすがのキリヒトも短く呻うめき、二歩ほどよろりと後退する。

  「小娘」

  　着込んでいた白い軍服が裂さけ、あらわになったその右腕は蒼白い硝しよう煙えんをあげながら薄皮一枚、骨一本でかろうじて繋つながっている状態だ。しかし致命傷には至らない。

  　キリヒトは荒い息をつきながらその場に静止し、全精力を傷の修復へあてる。その鉄灰色の眼光は弱まるどころか憎しみをこめてさらに輝きを増している。

  　――追い討ちを。

  　踏み込もうとするのだがユーキの脚は思いとはうらはらに前に出ない。キリヒトとはタマの変異したすがたであるという事実が、仕留めることを躊ちゆう躇ちよさせる。ためらううちに、せっかく与えた損傷が目の前でまたたくまに修復されてしまう。

  「阿あ呆ほうメ」

  　ちぎれかけていた右腕をぐるりと回転させてから、キリヒトは鋭く踏み込んできた。

  　焦って突き出したユーキのサーベルは余よ裕ゆうをもってかわされ、次の瞬間、この俊しゆん敏びんな怪物はユーキの腰に食らいつくとそのまま地面へ押し倒した。

  「ぐっ」

  　手遅れだった。やすやすと組み敷かれ、胴のうえに馬乗りになったキリヒトの醜しゆう悪あくな笑みがユーキを見下ろす。

  「ドウダ、重イカ、苦シイカ」

  　盤ばん石じやくの勝利を手に入れて、キリヒトはご機嫌な様子でユーキの傷ついた身体をうえから圧迫する。さきほど折った肋ろつ骨こつが臓器に突き刺さり、ユーキの表情をひどく歪ゆがませる。

  「眼球ヲ抉えぐリ出シテヤル」

  　三つの声を響かせて、キリヒトは両の親指をユーキの下した瞼まぶたへあて、そのままぐいぐいと眼がん窩かの奥へ押し込む。

  「泣キ叫ベ、喚わめケ、命乞イヲシロ」

  　蚊かの涙ほどの遠えん慮りよもなく、キリヒトの親指が眼球の下へ潜り込んでくる。閉ざした視界が赤く染まった。これはさきほど鳥とり辺べ野のがされたのと同じ責め苦だった。

  　悲鳴だけはあげまいと、ユーキは血がにじむほど唇を噛かみしめた。たとえ両眼を失おうとも、こんな化け物に屈する気は毛頭もなかった。

  　眼球を動かす下か斜しや筋きんがちぎれていく。鉄の匂においを伴う鋭い痛みが頭ず蓋がい中にわんわんと響く。眼を抉えぐられたあとどう反撃するかを考えていたそのとき、骨に響く重く鈍い音がキリヒトから伝わった。

  「!?」

  　音と同時に眼がん窩かへ入り込んでいた指が抜き取られ、体重の圧迫も消えた。

  　咄とつ嗟さに、腰を地につけたまま腕の力だけであとずさり、眼をひらいた。下した瞼まぶたの傷口に血と涙が沁しみて、降り落ちる雨と相まって視界がひどく霞かすむ。

  　そのおぼろな視界に、たくましい背中が映し出された。腕で眼をこすり、雨粒で血と泥を流し落としてから、なにが起きたのかを見定めた。

  　鋼鉄はがねと見紛うばかりの筋肉の装そう甲こうが雨のなかにそびえていた。尾根のように絡み合い、盛り上がった僧そう帽ぼう筋きん、三角筋、広こう背はい筋きん。雨粒が筋肉の稜りよう線せんに沿って下方へ伝い、川の流れのように集合し、腰のくぼみへと落ちていく。稜りよう角かく鋭い上じよう腕わん筋きんの先には、まだ血肉の滴したたる十字形の鉄てつ鉾ほこが握られている。

  　その背中のむこう側では頭部からおびただしく出血したキリヒトが片膝をついていた。片手で陥かん没ぼつした箇か所しよを押さえ、凄せい絶ぜつな笑みを新たな敵へとむけている。

  「岩いわ佐さ木きさん」

  　かすれた声がユーキの喉のどの奥から洩もれた。岩佐木は振り返りもせず、

  「無事か」

  「なんとか」

  「おれが時間を稼ぐ。お前はその間、氣きを溜めろ」

  「岩佐木さん……」

  「返事はどうした」

  「――はい」

  　ユーキの了りよう承しようを背中で確認し、岩佐木はキリヒトを睨ねめ付けた。

  　頭蓋に入っていたひびが修復され、キリヒトは卑いやしい笑みを浮かべたまま立ち上がった。もう出血も収まっている。鉄鉾の打撃では一時的な損傷を与えるだけで、致命傷には至らない。

  　心根を据えて、岩佐木は鉄鉾の柄を強く握りしめた。

  　旅立ちのあの日、路地裏から仰ぎ見た簒さん奪だつ王おうと、自分はいま一騎打ちしようとしている。自然な感慨が胸を衝くが、のんびりと思い出に耽ふけるわけにもいかない。

  　ときの流れとともに、人のこころも状況もうつろう。

  　いまここにいるのは簒奪王とその下げ僕ぼくではない。部下を殺した敵と、その敵かたき討うちのために戦おうとする兵へい曹そう長ちようがいるだけだ。

  　岩佐木は右足を大きく踏み込み、右手に握った鉄てつ鉾ほこで横よこ殴なぐりの一いつ閃せん。舞い落ちる雨粒が真横にはじけて空中で飛沫しぶきを立てる。

  　キリヒトは傲ごう然ぜんと笑んだまま、その横撃を苦もなく片手で止めた。そのまま鉾ほこ先さきを強く握り込み、逆に岩佐木の手から奪おうとする。二人の腕のあいだで、鉄鉾が音を立てて軋きしんだ。

  「ウム。馬鹿力ダナ」

  「光栄です」

  　短く答えて奥歯を噛かみしめ、岩佐木は地に足を踏ん張って力を加える。それに伴いこめかみや二の腕、太ふと股ももに野太い血管がびりびりと浮き上がる。込めた力の反動で、踏みしめた足元がずりずりと後退する。

  　キリヒトは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの体ていで、その場に直立したまま岩いわ佐さ木きの力を受けきっている。

  　最初に耐えきれなくなったのは鉄鉾だった。めりめり、ばきばきと音を立てたかと思うと二人の手のあいだで粉こな微み塵じんに砕くだけ散る。

  「ウエイヒヒイ」

  　強い相手と戦えることが嬉うれしいらしく、キリヒトは妙な声で笑った。間かん髪はつを入れずに岩佐木は鉄てつ槌ついのような右手の拳を耳の近くにもっていき、キリヒトの顔面めがけて叩き込む。

  　その拳をキリヒトの左手のひらが受けた。そして岩佐木の拳をうえから握り、そのまま握力で絞しぼり上げる。

  「ぐっ」

  　あろうことか岩佐木の鉄拳がキリヒトの握力によって破壊されようとしていた。手の甲に突き立ったキリヒトの指が肉に食い込み、五つの中ちゆう手しゆ骨こつがきりきりと悲鳴をあげる。締める力に押されて、拳を解くことが出来ない。

  　ぎりりと手首がのけぞり、こらえきれなくなった岩佐木は濡れそぼった路上に片膝をついた。キリヒトはのしかかるようにして岩佐木の拳を砕きに入る。体格でいえば岩佐木のほうが二回りほど大きいのだが、キリヒトは意にも介かいさず片手で大男をあしらっている。

  「ぬうう」

  　岩佐木は残った方の手で自分の右手首を掴つかんだ。そして片膝をつき直してしっかりと地面を踏みしめると、無理矢理にもう一度立ち上がろうとする。上半身一面の筋肉が紅こう潮ちようし、隆りゆう起きして、箸はしでつまめそうなほど野太い血管を浮き上がらせる。

  「頑張レ、頑張レ」

  　けれども岩佐木の渾こん身しんの抵抗も、キリヒトにとっては座ざ興きようでしかなかった。相手を小馬鹿にした口調でそう言ってから、ふん、とひとつ鼻息をつき、少しばかり本気を出した。

  「ぐああっ」

  　岩佐木の右手首がいやな音を立てて砕け、腱けんが切れ、肉が裂けて橈とう骨こつと尺しやつ骨こつがむき出しになった。起きあがろうとしていた腰も砕けて、中腰の体勢のままで思わず号叫する。

  「ウヒイ」

  　破は顔がんして、キリヒトは岩佐木の左腕を掴つかみ、今度は関節ではない場所をやすやすとへし折った。だが新たな叫び声はあがらなかった。岩佐木は顔を歪ゆがませながらも、根性で叫びを押し殺していた。途端に簒さん奪だつ王おうは不機嫌になる。

  「ツマラン。叫ベ、啼なケ、喚わめケ」

  　短く刈り込んだ岩佐木の髪の毛を強引に鷲わしづかみにし、王は容よう赦しやのない膝ひざ蹴げりをかつての部下の顔面に叩き込んだ。

  　岩佐木の鼻が砕くだけて血ち潮しおが散った。キリヒトはさらに勢いをつけた膝を、今度は胸部に叩き込む。肋ろつ骨こつが何本か折れたのを確認してから、同じ箇か所しよへもう一度膝蹴りを入れる。折れた肋骨が臓器に突き刺さり、岩いわ佐さ木きの口から粘ねん性せいの高い血液がこぼれ出る。

  「ドウダ、痛イカ。啼ケ啼ケ喚ケ」

  　何度も何度も、執しつ拗ようにキリヒトは膝を岩佐木に叩き込んだ。たくましかった筋肉の装そう甲こうが一撃ごとに重い響きをあげ、裂け、陥かん没ぼつし、やがて骨が砕ける音がしはじめて、岩佐木の口こう腔こうからは鮮血と吐と瀉しや物ぶつの混ざったものが垂れ落ちた。

  　一方的に殴おう打だしつつ、キリヒトは楽しげに声をかける。

  「肉団子ミタイニ真ン丸ニナルカ、延ベ板ミタイニ平タクナルカ、選ベ」

  　文字通り血だるまの岩佐木は眼だけを動かしてキリヒトを見た。ベッ、と血の塊かたまりを吐き出してから、宣告する。

  「準備が出来たようです」

  「ン？」

  「冥めい土どまでお供いたします。次は無む間げん地じ獄ごくにあの旗を立てましょう」

  　言い捨てて、岩佐木はキリヒトに組み付いた。

  　へし折れた両腕の先をキリヒトの胴回りにしっかりと回し、肋骨が折れて内ない臓ぞうに突き刺さっているにも関わらず身体を密着させて敵の動きを封じる。

  「ウヌ？」

  「我ら永えい劫ごうに、レヴィアタンの旗のもとに」

  　それはかつて神かみ追おい軍ぐんに所属していた兵士たちの誓ちかいの言葉だった。

  　悪あく逆ぎやく無む道どうの限りを尽くし、死後に行く場所は地獄しかない兵士たちのなけなしの願いが込められていた。

  　岩佐木は肩越しにうしろを振り返り、氣き弾だんの準備を終えたユーキに言った。

  「このまま撃て」

  　上体を低く屈かがめ、剣けん尖せんを腰のうしろに回し、右肩を少し張り出し気味に、居い合あいの構えを取ったユーキは雨に打たれながら叫んだ。

  「離れてください」

  「おれがこの手を放したら、キリヒト様には当たらない」

  「岩佐木さんっ」

  　ユーキの絶叫が雨のなかへ高く響いた。

  　岩佐木は最後の力を振り絞しぼってキリヒトに組み付く。

  「男ト抱キ合ウ趣味ハ無イ」

  　キリヒトは面倒くさそうに言を投げ、岩佐木の首に手をかけるとそのまま絞しめ上げはじめた。

  「小便ヲ洩もラセ。糞くそモ垂レ流セ。儂わしノ前デ虚勢ヲ張ッタ事ヲ後悔シロ」

  「撃……て……！」

  　かすれた岩佐木の声がユーキの耳じ朶だを頼りなく打つ。

  　見据えるユーキの視界がにじんだ。雨のせいではない。

  　撃てない。撃てるわけがない。けれども自分は撃たなければならない。

  　そのとき――聞き覚えのある声が届いた。

  「おっさん、格好つけすぎ」

  　はっ、とユーキは顔をあげ、見ひらいた眼をキリヒトへむけた。

  　道の先、岩いわ佐さ木きに組み付かれたキリヒトの瞳の虹こう彩さいが、茶褐色に変わっているように見えた。

  「出番は終わりだ。次はおれが格好つける」

  　キリヒトはそう言って、絞めていた首から手を離し、その代わり岩佐木の両脇の下へ自分の腕をねじ込んだ。

  　その声は和音ではない。人間と同じ単音だった。

  「お前は――」

  　キリヒトは岩佐木の身体をやすやすと持ち上げると、ゴミのように道の端へ投げ捨てた。ひどい扱いだが、それによって岩佐木は氣き弾だんの射線上からすがたを消した。　

  　キリヒトはユーキに眼をむけて、へらりと笑う。

  「撃て、ユーキ」

  「――タマ」

  「お前のへたれた腕じゃ、おれは殺せない」

  　見慣れたタマの笑みが、キリヒトの顔のうえにあった。

  　だが次の一刹せつ那な、その瞳の色が再び鉄灰色に変じた。唇の両端が耳にむかって裂けるほどに切れ上がり、三つの声が雨のなかに混じる。

  「糞ッタレノ『意志』メガ!!　出来損ナイノ玉無シ野郎ガ!!　ドコマデ儂ノ邪魔ヲスレバ気ガ済ムノダ!!」

  　キリヒトの髪の毛がさらに伸びていく。肉体の輪りん郭かくから噴き上がる蒼い光こう芒ぼうとともに肩けん胛こう骨こつが盛り上がり、身体全体をもう一段階重層的に防護しようとする。その底光りする双そう眸ぼうが、地上におけるあらゆる悪意を詰め込んだ色でユーキに突き刺さる。

  　――おれは死なない。

  　――だからお前が止めろ。

  　さきほど鉄てつ橋きようのうえでタマが言ったことの意味をようやく悟り、ユーキの胸が深々とえぐれた。タマははじめからこうするつもりで、自分の内なる怪物を解き放ったのだ。

  　言葉に置き換えることの難しい、清らかで激しく、痛みを伴う感情が意識の最さい奥おくに芽生えた。

  　それは身体中を渦うず巻まき、うねり、突き上げてきて、耐えきれずにユーキはその人の名を呼んだ。

  「タマ」

  　そして奥歯を強く噛かみしめると、まなじりから流れるものをぬぐいもせずに、サーベルを斜め上方へ振り切った。

  　剣けん尖せんの辿たどった軌道が絹きぬのように引き裂かれた。

  　その裂さけ目めから網もう膜まくを灼やくような穹きゆう窿りゆう形の光こう芒ぼうが首をもたげる。

  　光の集合体は静止した世界のなかでひとり膨ぼう張ちようしてゆく。この光には粘度がある。孕はらんでいる練れん氣きの凄すさまじさゆえか、半球体の表面には細かい稲光が幾条も奔ほとばしる。

  　裂け目から完全にすがたを現した光芒は、光子の転化した質量を持っていた。

  　この発光する涙のしずくは稲いな妻ずまを激しく息づかせながら、道の先のキリヒトへむかい一直線に送り届けられた。

  　そのとき全ての音は光のなかへ吸い込まれた。

  　射線上は一瞬、始点から終点まで黄金色の延べ棒と化した。始点にいるユーキから終点にいるキリヒトまで、眼もくらむ光輝の噴出のただなかへ呑のまれていく。

  　鼓こ膜まくを突き破るような、高い、高い音響がいきなり天頂めがけて駆け上がった。それにやや遅れて粉ふん塵じんと衝撃波が光のなかから噴き上がる。

  　同時に、それまで空間の裂け目へ吸い込まれていたすべての音の粒子が奔ほん出しゆつし、それらは天空が破は裂れつしたような雷音となり、地のうえを放射状に駆け抜ける幾千条の烈れつ風ぷうとなった。

  　地上から噴き上がった大気の波動に突き上げられ、立ちこめていた雲の下腹に大きな破は孔こうがひらき、そこを中心にして曇どん天てんがかき消されてゆく。

  　打ち上げられた粉塵と瓦が礫れきと建築材が土ど砂しや降ぶりの雨に混じる。それらは天頂を貫く轟とどろきに砕くだかれ、こまかな欠片かけらとなり、雨粒の色を黒く澱よどませて地へ降り戻った。濡れそぼったスタジアムの外壁がびりりと震え、老ろう朽きゆう化した張り出し階段がその震動に耐えきれず、気を合わせて幾つも剥はがれ落ちていく。

  　轟ごう音おんはアスファルトの皮ひ膜まくを突き破り、幾層もの堆たい積せき物ぶつを伝って地下の岩盤までも震わせた。大地の慟どう哭こくのような低く重い音の波が付近一帯から湧き上がり、晦かい冥めいの天地を殷いん々いんと響動どよませる。

  　舞い上がった砂さ礫れきや塵じん芥かいのおおかたが雨粒によって空から洗われて地に舞い降りてきたとき、あとに残っていたのは射線を中心にして航跡をえがくように傾かしいだ建物群と抉えぐれてささむけたアスファルト、それに――黒く焼けこげた芋いも虫むしのようななにかだった。

  　ユーキの手からサーベルが落ちた。舞い戻ってきた静寂のなか、堅い響きとともに剣尖が地に弾み、わななく唇からかすれた声が洩もれた。

  「駄目だ」

  　ユーキの周囲では雨の銀斑のなかに蒼白い硝しよう煙えんが余よ燼じんを孕はらんでまだ漂っていた。情けなく震える脚を前へ送り、よろめきながらかすみを掻かき分け、その真っ黒な芋虫へ駆け寄っていく。

  「駄目だ、駄目だ」

  　抉れてめくれあがったアスファルトには早くも雨の溜まりが出来はじめていた。ぼつぼつと弾けるその焦げ茶色の水面へユーキの膝が落ちた。

  「いやだ。死ぬな。駄目だ」

  　黒くくすぶったキリヒトの身体を抱き起こし、真っ黒に焼けこげた彼の頭を胸にかき抱いて、ユーキは駄々っ子みたいに叫んだ。

  「ごめん、タマ、ごめん」

  　その身体の輪りん郭かくはキリヒトのものではなくタマのものに戻っていた。一般の人間の形状であるけれど動かない。軍服は既に紙のごとく燃え上がって剥はがれ落ち、むき出しの体表面はまんべんなく木炭のような堅い色に燻いぶされている。

  「謝るから。いままでのこと全部謝るから」

  　いつも人形のように微動だにしなかったユーキの表情が、いまは見る影もなく取り乱し、感情をあらわにしていた。溢あふれてくるものをぬぐいもせず、ユーキはタマの身体を揺すり、頬に手を添え、言葉を絞しぼり出す。

  「死なないで」

  　嗚お咽えつしながら、桜色の唇をタマの焼けこげた唇に重ね、残った氣きを全て注いだ。

  　タマをこのまま死なせるわけにはいかなかった。そのためであるならどんなことでも出来た。

  一度唇を離した。そして吸気する。

  「生きて」

  　言葉を終え、ためらうことなく唇を重ねた。

  　やがて雨がおさまり、強い風に層雲の群れが散らされ、赤くにじんだ空が折り重なった雲のむこうにかいま見えた。戦いの終わりを察し、スタジアムに避難していた住民たちも正面ゲートをくぐってぞろぞろとおもてへ出てくる。けれども、いつまで待ってもタマは動こうとしなかった。

  

  　崩くずれ落ちたブロック塀べいの小山が、ふん、という掛け声で崩され、瓦が礫れきのなかから傷ついた岩いわ佐さ木きが立ち上がった。

  　ユーキの無事を確認し、少し岩佐木の表情が緩ゆるむ。それと同時に立派だった体たい躯くの方も肥満体へ戻ってしまう。

  　傷ついた重い身体を引きずって、鳥とり辺べ野のを隠しておいた京けい王おう多た摩ま川がわ駅の改札へ戻った。四し肢しをへし折られて動けない鳥辺野は、一人で退屈そうに地のうえに転がっていた。

  「終わりました。久く坂さかユーキの勝ちです」

  「良かった。すごい音だったね。さすが吉き荒ら大だい先せん達だつが練ねり上げた氣だ」

  「撃った本人の想像を越えていたようです。キリヒト様が焼けこげてしまいました」

  「そうかい、うんうん。良かったよ、仕返し出来て」

  　顔の上半分をすっかり包帯に覆おおわれながらも、鳥辺野の口元はほころんでいた。

  　さっき放ったユーキの氣き弾だんは、鳥とり辺べ野のを通じて与えられた吉き荒らの練れん氣きだった。高たか尾お山さんによって育まれたみずみずしい験げん力りき、つまり練れん氣きがユーキに譲ゆずられて特大の氣弾の射しや出しゆつを可能にしていた。

  　岩いわ佐さ木きの脳のう裡りには、氣を移い譲じようする際のユーキのおぞましそうな表情がまだ焼き付いている。辛つらいことがあってもあまり表情を動かさないユーキが、あれほどに顔を歪ゆがませるのだからかなりな生理的嫌悪感があったのだろう。互いの口唇が直接触れ合わないようハンカチで厳重に遮さえぎったものの、移譲中の鳥辺野の幸せそうな表情も忘れがたいものだった。

  「ですが、我々の負けですな」

  「あぁ。参ったね」

  　ちっとも参っていない様子で鳥辺野は呟つぶやいた。やがて複数の足音が近づいてきて、斎さい藤とうと半農の兵たちが駅を取り巻いた。

  　もう戦う力も意欲も残っていなかった。

  　抵抗することもなく縛ばくにつき、兵達に曳ひかれていきながら、岩佐木は雨上がりの空を見上げた。差し込んできた陽光が大気中にまだ残る水蒸気を照らしだし、そうして生まれた光の七彩が天てん蓋がいの裾すそに大きな橋を架けていた。


  


  エピローグ

  

  　木枠の付いた窓から風が吹き込んできて、白いレースのカーテンが音もなくたわんだ。六月の草木の匂においを含んだ、ぬるくて湿度のある空気が病室のなかへ入り込んでくる。

  　木製ベッドの真っ白なシーツのうえで、ユーキは本を閉じ窓の外へ眼をやった。

  　このところ一週間ほども降り続いていた雨がようやく収まり、梅つ雨ゆの晴れ間が広がっていた。羽目板張りの壁に据え付けてある古いねじ巻き時計の針は夕方の五時を指していた。

  　ユーキが着込んでいる浅あさ黄ぎ色いろをした木も綿めんの入院着は町長からの贈り物だ。質の良い生地で仕立ててあって、とても着心地がいい。これ以外にも心配した人々からいろいろな見舞いの品が届けられた。先日の件に関して、この町の住民の誰も恨うらみ言ごとのひとつも言わず、それどころかあけっぴろげな親切を投げかけてくれる。

  　世界汚染のあとに建てられたこの木造瓦かわら葺ぶきの簡素な病びよう棟とうは、調ちよう布ふ新しん町まち町役場のすぐ近くに位置していて、お昼や日没後は役場の人たちがちょくちょく顔を出す。戦いが終わってここに担かつぎこまれたときはそれこそうるさいほど様々な人が見舞いに来てくれたが、あれから三週間が経過したいま、さすがに見舞客の数も減ってきて一人の時間が増えた。今日に関してはついさっきまでリオがいたのだが「夕食の支度をしてくる」というメモを残して出かけてしまっていた。

  　カーテンの表面に光が溜たまっている。レースの意い匠しように濾こされて、傾きはじめた日光は充分に部屋のなかへ入り込めない。

  　腕を伸ばしてカーテンをあけた。

  　窓の桟さんの白十字に切り取られた真しん鍮ちゆう色が、浮遊物を照らして幾筋かの光の線になり、空間を斜めに横切って磨みがきのかかった床のうえに溜まる。室内は微少な光の粒子がさざめく琥こ珀はく色へと彩りを変えた。

  　窓のむこうでは多た摩ま川がわの堤防とくぬぎの杜もりが黄昏たそがれの色をまとっていた。農作業の手伝いを終えた子供達が堤のうえで歌を歌いながら帰ってゆく。

  　手持ちぶさただった。ベッド脇の化け粧しよう台だいには町の人々からもらったお見舞いの品々が載せてある。そのなかからりんごをひとつつまみ上げ、果くだ物ものナイフでしゃりしゃり剥むいた。

  　右眼はまだ眼帯がとれていない。左腕にも包帯が巻かれているが、りんごを握れるくらいは回復した。折れた肋ろつ骨こつも無事にくっつき、左脚の大きな傷も塞がって、あとは入院生活で衰えた筋肉を取り戻せば職場に復帰出来る。

  　剥き終わり、まるのままかじろうとしたところで、入口の木製扉からノックが届いた。

  「どうぞ」

  「元気ー？」

  　顔をのぞかせたのは一いちノの谷たにだった。

  「蒸し暑くない？　大丈夫？」

  「大丈夫です。ちょうどいいです」

  「あら、おやつ中？」

  「食べます？　半分おすそわけしますよ」

  「やだ、いいのよ。ユーキはしっかり食べて早く元気にならなきゃ」

  「はい」

  「ちょっと太った？」

  「え、そうですか？」

  「冗談」

  「もう」

  　ユーキの眉まゆがハの字になって、一ノ谷は微笑ほほえみで応えた。ベッド脇の木の椅い子すに腰を下ろすと窓の外へ眼を移す。

  「晴れたわね。りんご食べたら散歩にいかない？　日の光を浴びなきゃ」

  「あ、いきたいです」

  「うん。じゃあ、ちゃちゃっと食べて」

  「少し手伝ってくださいよ」

  　早く外に出たくて、ユーキはりんごを半分に切って一ノ谷に手渡した。

  

  　浅あさ黄ぎ色いろの入院着のまま、松まつ葉ば杖づえをついて、ユーキは一ノ谷に付き添われて多た摩ま川がわの堤防のうえへ出た。

  「気持ちいい」

  　久しぶりの外だった。

  　遙はるか上流になだらかな山々の連なりがあり、太陽はその薄うす墨ずみ色をした稜りよう線せんの直上から生のままの光を下流めがけて打ち出している。遮しや蔽へい物ぶつのない広々とした空に、さまざまなかたちの雲がおもうさまに白しろ妙たえの色を泳がせ、地上では蒼あお々あおとした川が東へむかいゆったりと流れる。病室の区切られた窓から眺める風景に慣れた眼が、この伸びやかさを喜んでいる。

  　ユーキは眼を閉じ、両手を横に広げて深呼吸して、雨に濡れた草と川かわ面もを撫でる風の薫りを身体の末端まで送り届けた。

  「焼けるかな」

  　一ノ谷が西の雲ゆきを眺めて呟つぶやいた。いまはまだ真しん鍮ちゆう色がまさっているが、もう少ししたら真っ赤に焼けるかもしれない。

  「焼けるといいですね」

  　ユーキは落ちかけた太陽を追うように、上流へ爪つま先さきをむけた。一ノ谷が傍かたわらへ寄り添う。堤防の傾けい斜しやの草むらには紅べに花ばながちらほらと黄色や橙だいだい色の花弁をつけていた。

  　風に乱される髪を片手で押さえ、ふんふん鼻歌を歌いながら、一いちノの谷たにはユーキに歩調をあわせてゆっくり歩む。

  「岩いわ佐さ木きさん、もうだいぶ良くなったみたい。もう自分でお椀わんをもってご飯食べてるわ」

  「そうですか」

  「すごく食べる人ね。あの身体だからしょうがないけど。鳥とり辺べ野のさんはまだもう少しかかるみたい。眼も見えないし、これから大変ね」

  「自じ業ごう自じ得とくなところはありますが……少しかわいそうでもあります」

  　鳥辺野と岩佐木は現在、調ちよう布ふ新しん町まちに捕らえられている。町役場の敷地内に臨りん時じの座ざ敷しき牢ろうが設けられ、治ち療りようを受けながらの尋じん問もんが日々続いている。

  「二人の処遇はどうなります？」

  「こっちの使者と一いつ緒しよに、虜りよ囚しゆうの返へん還かんのかたちで姫路に送り届ける案が出てるの。町長としては、ユーキのことで姫路と話し合いの席に着きたいから、そのきっかけ作りをしたいわけ」

  「澁しぶ澤さわ市長は、交こう渉しようしないと思いますよ」

  　ユーキは硬い面持ちでそう言った。冷たい澁澤美み歌か子この眼まな差ざしと凍いてついたあの指先のことを思い出す。両親の死体の傍らで泣き叫ぶ幼いユーキを抱え上げ、「わたしを憎め、殺しにこい」と凄せい艶えんに言い放った美歌子のあの表情――忘れたくても忘れられるものではない。

  　しかし一ノ谷は美歌子の恐ろしさなど知らない。のほほんとした言葉が返る。

  「そんなのやってみなきゃわかんないでしょ。それに、うまくいかなかったとしてもまた違う手を考えればいいんだから」

  「…………」

  「この町にはユーキが必要なの。あなたのおかげで盗とう賊ぞくやバケモノに怯おびえることもなくなったし、交易のことでも本当に助かってる。だからユーキは、姫ひめ路じのことなんか気にしなくていいの。堂々と胸を張って、ここにいればいいのよ。町のみんなだってそれで安心出来るんだから」

  「すみません。感謝しています」

  　ユーキの堅い物言いに、一ノ谷は困ったような笑みを浮かべた。話題を変えるために周辺を見回して、かっこうの素材を見つけた。

  「ほら見て、あそこ。仲良さそう」

  　ユーキは一ノ谷が指さした川の畔ほとりへ眼を細めた。片方を眼帯で押さえているから視界が少し不自由だ。残った方の眼をこらすと、きらきらとした川かわ面もの反射を受けて、影絵のような二人がこちらに背中をむけて釣り糸を垂れていた。

  「リオ？」

  「横はタマちゃんみたい」

  「あ……」

  「彼も日光浴かしらね。あれから会話した？」

  「……してません」

  「なんで？　タマちゃん、隣の病室でしょ？　挨あい拶さつもしてないの？」

  「いえ、その、あの……」

  　ユーキはしどろもどろの言葉を、うつむいて呑のみ込んだ。表情は髪の毛に隠れて見えない。

  　一いちノの谷たには呆あきれ顔でユーキの様子を眺めてから、息をひとつ抜いた。

  「それにしてもタマちゃんすごいわね。全身大おお火傷やけどだったんでしょ？　それがユーキより治り早いなんて、びっくりね」

  「…………」

  　タマの容態については、見舞客を通じてユーキも伝え聞いている。外傷はほとんど治りきって、ほどなく退院するのだそうだ。隣の病室にいるのだが、運び込まれてから今日まで一言も会話をしていない。

  　理由はひとつ、決まり悪いからだ。

  　だがユーキの微妙な気持ちなど推し量ることもなく、一ノ谷の大きな声が堤防に響いた。

  「リオー。タマちゃーん」

  　その呼びかけに、影絵の二人がこちらをむいた。リオが笑みを浮かべて駆けてきて、堤防の傾けい斜しやを勢いよくのぼり、ユーキの片手を握った。

  「こら、リオ……」

  　リオは笑顔で、ユーキの片手を引っ張り川べりへと誘った。ユーキは困り顔で一ノ谷を見る。気をきかせているつもりなのか、一ノ谷は軽く笑ってそこにとどまり「行ってらっしゃい」と片手を振った。

  　堤防を下りた氾はん濫らん原げんには野の花が咲き乱れていた。

  　リオに片手を引っぱられ、色とりどりの花弁をかきわけて、ユーキは杖を突きながらついていく。傾いた日の光がリオとユーキの長い影を草はらに曳ひいた。

  　タマは水際に突っ立って、時折うしろを振り返りながら、おぼつかない手つきで釣り竿ざおを動かしていた。着ているものはユーキと同じ、町長から贈られた木も綿めんの入院着だ。ユーキとは色違いで、タマのは夏空のような鮮やかな青色だった。かたわらの魚籠びくには川魚がいくつか銀の尻しつ尾ぽをのぞかせている。

  「よう」

  　ユーキの顔をちらりとながめ、タマは決まり悪そうに挨あい拶さつすると、すぐに顔を水面へ戻す。ユーキと同じく、タマの挙動もなにやらぎこちない。

  　リオが微笑ほほえんでユーキを見上げ、袖そでをくいくい引っ張ってメモを示す。

  『お礼を言わなきゃ』

  「……わかってる」

  　ユーキはひとつ咳せき払ばらいをすると、空を見上げて文面を考えた。そしてタマの背中へむかい、言葉をかける。

  「あの……霧きり崎さきさん」

  　その言葉を受け、タマの腰が砕くだけた。地に膝をつき、ユーキに背中をむけたままがっくりと首を落とす。が、構わずにユーキはもごもご口ごもりながらお礼を言う。

  「その……あの……なにも知らなかったのです。もしもあなたが霧崎さんだと知っていたなら、ウイルスを注射したり、奴ど隷れいにしたり、笛を吹いたりしなかったと思います。それに態度も言動も子供そのものだから気づけなくて、あの、その……ご厚こう意いに感謝しています」

  　途中で文面がめちゃくちゃになってしまったことを自覚したが、これ以上しゃべるとさらにわけがわからない内容になりそうだったので、ユーキは強引に言葉をうち切ってタマにむかい深々と頭をさげた。

  　タマは腰が砕けたまま地面にあぐらを組むと、呆あきれ顔でユーキを見上げた。

  「……なんだそれ。新手のいやがらせか」

  「いえ、あの……お礼です」

  「おいリオ、笑ってないでこの馬鹿女どうにかしてくれ。礼なのかイヤミなのかさっぱりわからん」

  　リオは音もなく笑いながら二人の様子を眺めると、さらさらとメモに鉛筆をはしらせて胸のまえに掲げた。

  『家に帰って、お魚さばくね。いまからタマがユーキの付き添いだから、ちゃんと病室まで連れ戻すこと』

  「おいこらちょっと待て」

  　タマの言葉が終わるのを待たず、リオは魚び籠くをとりあげるとさっさと堤防の方へ駆けていった。

  　堤防のうえで豆粒のようなリオと一いちノの谷たにが川岸へむかって手を振り、町の方へ戻っていく。タマとユーキは言葉を失ったまま、水の畔に置いてけぼりだ。

  　二人は互いに顔を見合わせた。　

  　が、すぐに目線を外すとお互いあらぬ方向を眺める。タマはあぐらをかいたまま川かわ面もをむいて意味無く釣り竿ざおを動かし、ユーキはそこらにあった猫じゃらしを意味無く引き抜く。

  　日が傾いていく。時間が無む為いに過ぎてゆく。ユーキが先に口をひらいた。

  「……聞きたいことがあります」

  「ん？」

  「……あなたは、あの簒さん奪だつ王おう、霧崎キリヒトなのですか」

  　タマは不機嫌そうな顔で背後のユーキを振り向いた。そして頭のうしろをぽりぽり掻かくと、また川面へ向き直る。淡々とした言葉が背中越しに届いた。

  「いまここで話してるおれは、確かにむかし霧きり崎さきキリヒトって名前だった。でももう捨てたんだよ、その名前。だからいまのおれに名前はないの。いや、まあ、あえて言えばタマが名前なのかな、うん」

  「……あの怪物は？」

  「キリヒトだよ。おれは名前を捨てたけど、あいつは捨ててないから、いまはあいつだけが霧崎キリヒトだな。面めん倒どう臭くさいからあいつがキリヒトでいいよ」

  　ユーキに背をむけたまま、タマはぼつぼつと吐き捨てる。その言葉にはどこか孤独めいたものがにじんでいた。

  　やわらかい風が吹きぬけた。水際に生えている草たちがそよいだ。いつのまにか川の瀬には空の紫紅色が映り込んでいた。

  　ユーキはなにも言わずに西の空を眺めた。視線の先では一いちノの谷たにの希望通り、空が焼けはじめていた。

  「となり、座すわってもいいですか」

  「え？」

  「いえ、その、まだ脚が痛いんで」

  　ユーキは松まつ葉ば杖づえを軽くあげた。

  「……その言葉遣いやめろ。調子狂う。いつもの偉そうな男言葉でしゃべれ。そしたら許す」

  「でも……」

  「お前が腰低いとかえって不安になるんだよ。頼むからいつもの命令口調で喋しやべってくれ、その方が落ち着くから」

  「……わかった」

  　呟つぶやいて、ユーキはタマの傍かたわら、石組みの段差に腰を下ろした。脚をぷらぷら投げ出して、水の流れを見つめる。

  　二人の背後の町の方ではともし火が灯りはじめた。西の空にたなびく層雲は薄うす桃もも色いろに染まり、その隙すき間まには澄んだ青色がまだ暮れ残っていて、水彩絵の具を溶かしたような赤と青の対比が山の稜りよう線せんのむこうにまどろんでいた。

  　顔をあげて直上を見てみると、天頂はもう藍あい色いろが沁しみていて、東の空の裾すそには強い星がまたたいている。

  　二人は言葉もないまま、暮れていく空の色を見ていた。気が付かないほどゆっくりと、だが着実に、色相は夜にむかって彩度を落としてゆく。

  　しばらく逡しゆん巡じゆんしてから、どうしても尋ねたかったことをユーキは口にした。

  「あのとき、なぜ町へ戻ってきた」

  「へ？」

  「調ちよう布ふ新しん町まちが姫ひめ路じ兵へいに襲われて、わたしが鳥とり辺べ野のに捕まったとき……お前がなぜ助けに戻ってきたのかわからないんだ。町にも未練はなさそうだし、わたしがどうなろうがお前には関係ないだろうし」

  「あぁ。姫路の奴らが気に入らなかっただけだ。おれはやられっぱなしで済ますほど人間出来てないから」

  　タマはぶっきらぼうに言い捨てた。

  　ユーキはその返事に納得しようとした。けれどなにかが胸の奥につかえている。

  　あのときのタマの行動には、ユーキが知らない別の動機が隠されているように思える。だがはっきりとした確証はない。

  　いや、ひとつだけ手がかりめいたものがある。出会って以来これまでのタマとのやりとりのなかで、引っかかっていたものを尋ねることにした。

  「もうひとつ、聞きたい」

  「なんだよ」

  「マリって誰だ」

  「!?」

  　大きく見ひらかれたタマの両眼がユーキにむけられた。思ったよりもタマの反応が大きい。ここぞとばかりにユーキは言葉を重ねた。

  「菜の花畑で眠ったとき、お前はうわごとで『マリ』と呟つぶやいていた。わたしはその名前をどこかで聞いたことがある。でも思い出せない。誰のことだ」

  「……知るか。おれに聞くな」

  　言葉とはうらはらに、タマの挙動にはまだ動どう揺ようが残っていた。竿さおを握る手がかすかに震えていることにユーキは気づいた。

  「お願いだ、教えてくれ。わたしにも関係ある人のはずだ。お前の口からその名前を聞いたとき、すごく胸が震えた。絶対、わたしもどこかでその人に会っているはずなんだ。なのに、なにも思い出せない」

  「なんだそりゃ。関係なんか……あるわけないだろ」

  　タマの返事はごにょごにょしていて歯切れが悪い。明らかになにかを隠している。

  「ごまかさないでくれ。少しくらい教えてくれたっていいだろう？　わたしだって、本当のことが知りたい」

  　タマはしばらくうつむき、震えを抑えつけながら釣り竿をぶらぶら意味なく上下左右に振った。

  　それから長い、長い溜ため息いきをついた。そして深々と息を吸い込むと、しょぼくれた顔をユーキにむけた。

  「……マリはおれの義理の姉貴だ」

  「……お姉さん？」

  「六〇年前、自分の命と引き替えに、おれにこの身体をくれた。おれの命の恩人だよ」

  　タマは苦しげな表情で後頭部をぼりぼりと掻かきむしり、言葉をつづける。

  「……お前は、マリに似てる。顔も性格も全然違うけど、根っこの部分がものすごく似てる。いや、根っこていうか……なんだろう。なんて言うんだろう。なんかよくわからんけど、基本的なもんがかなり似てる」

  「…………」

  「お前、おれの頭がおかしいと思ってるだろ」

  「……つづけて」

  「そんで……マリは変なこと言ってから死んだ。また鉄てつ橋きようで会う、とかなんとか。ずっと意味がわからなかったんだが、その……なんていうか……」

  　タマはもごもごと言葉を口のなかで転がして苦しんでいる。考えをうまく言葉に出来ない様子だ。ユーキには、タマの言いたいことが直感でわかった。

  「わたしとお前がはじめて会ったとき、鉄橋のうえで戦ったな」

  「あぁ。そうなんだよ。うん。だから……うん。おれの話は終わりだ」

  「…………」

  「……終わりなんだよ、うん」

  「……そうか。……わかった」

  「あぁ。わかってもらえてうれしいよ」

  　タマは投げやりな口調でそう言うと、また水面に顔を戻した。

  　夕日はすでに山の稜りよう線せんのむこうに落ちていて、空は真っ赤に焼けていた。

  　川かわ面もが空の色を映し出す。群ぐん青じよう色をした水のおもてへ緋ひ色いろが重なる。いにしえの文人が詠よんだように、流れのなかにあるものはひとときもとどまらない。つねにうつろいながら流れてゆく。

  　タマは相変わらず決まり悪そうな顔で、時折ちらちらとユーキの様子をのぞき見る。不安そうな言葉がその口から洩もれた。

  「なんだよその顔」

  「ん？　なにか変か？」

  「にやにやするな。なに企んでやがる」

  「なにも企んでない」

  「じゃあ、そのにやにやをどうにかしろ」

  「にやけてない」

  「にやけてるだろうが！」

  　緩ゆるんだ表情のユーキは、さきほど引き抜いた猫じゃらしをタマの顔の前でほれほれと振った。そして悪いた戯ずらっぽい言葉を投げる。

  「つまりお前はあのとき、わたしを助けにわざわざ来たのか。わたしが命の恩人にそっくりだから」

  「違う！　それは違うぞ！」

  「へえ」

  「なんだその顔。にやけるな馬鹿女！」

  「にやけてない」

  「にやけてるよ！」

  　ユーキは微笑ほほえんだまま、猫じゃらしのさきっぽをタマの目の前でくいくい動かす。

  「やめろ！」

  「怒鳴るな。わたしを助けに来たくせに」

  「違うって言ってるだろ！」

  　タマの怒鳴り声に、ユーキは透きとおった笑顔で応えた。

  　一いち陣じんの風が吹き抜けた。風のなかには夏の匂においが含まれていた。あと少ししたなら調ちよう布ふ新しん町まちに蝉せみの声が響きはじめる。

  　――もうしばらく、この町にいてもいいかな。

  　ユーキを怒鳴りつけながら、タマはこころの隅でそんなことを思った。


  


  あとがき

  

  　読んでいただきましてありがとうございます、犬いぬ村むら小こ六ろくでございます。

  「誰だお前は」という大多数の方、はじめまして。「死んだと思ってた」という少数派の方、お久しぶりです。しばらく引きこもってゲームシナリオ書いたりしていたので約二年半ぶりの小説作品ということになってしまいました。

  　さて今作。わたくし初のオリジナル長編小説でございますがいかがでしたでしょうか。

  　個人的に太たい平へい記きとか平へい家け物もの語がたりとかの軍ぐん記きものが好きでよく読んでまして、オリジナル作品を書くとしたらそういう感じのものを書いてみたい、などと漠ばく然ぜんと思ってはいたものの、もしわたくしが日本の古典に題材をとったものを書いたとしても先人の手て垢あかが付き過ぎているのでいまの読者さんに読んでもらえるとは思えない。ならば素材のうちの「絵え面づら」に属するものに現代的な外がい殻かくを与え、中身に伝統的な戦記ものの味つけを施ほどこしたなら独自性のあるものが生まれるのではないか？　というもくろみのもと、いろいろと試し行こう錯さく誤ごしつつ書いていきました。

  　朽くち落ちたコンクリート建築物群の狭はざ間まを縫ぬって、剣や弓や日本刀を持った少年少女が駆け抜けていく……そして少女が剣を振ると、かろうじて構造を保っていた高層ビル群がまっぷたつに割れ、煤ばい煙えんを噴き上げ倒壊してしまう……

  　そういう視覚的なイメージを取っ掛かりにして、そこを基点に広げていって現在のかたちに至った感じです。物語の中心にあるのは人々の心の動きであり、その周囲を異質で独特な雰ふん囲い気きが覆おおっている――そんなようなものが書きたかったのですが、読者さまにはどんな風に届いているでしょうか。

  

  　この作品がこうして世の中に出るまでに、大勢の方々にご協力をいただきました。この場をかりてお礼など。

  　まずは構想段階から関わってくれて、作品全体に関していろいろと忌き憚たんのないご意見を言い放ってくださったイケシュウくん。あまりにも忌憚がなさすぎて思わず彼の鼻の穴に両指を突っ込んでそのままういーんと持ち上げてやろうかと思いましたがわたくしは大人なので我が慢まんしたのもいまは良い思い出。文もん句くを言いながらも世界設定イラストを多数描いてくれてわたくしめの貧困な視覚イメージを補ほ填てんしていただき、大変お世話になりました。このときイケシュウくんに描いてもらった絵もいつかどこかで公開してみたいものですが、そういう機会とかないかしら。同じく第一稿を読んで忌憚のないご意見を聞かせてくださった某ゲーム会社のＩ部べさんとＩ川かわさんに感謝を。Ｉ川さんが飲み屋で描いてくれた鎌かま鳥どり、いつかどこかで公開してみたいものですがそういう機会とかないかしら。どこの編集部に持っていっても「こんな血みどろなの出せるか馬鹿」「もっと萌え入れろよ馬鹿」「ストーリーじゃなくてキャラに力入れろ馬鹿」「媚こびろ馬鹿」「難しい表現振り回すんじゃねえ馬鹿」と言われて突き返されたこの原稿を「うちは血ち飛沫しぶきとか内臓べろーんとか全然ＯＫ」と拾い上げてくださったガガガ文庫編集部Ｇ志し堅けんさん、内容を褒ほめてくださったＹ浅あささん、作品世界に素晴らしい絵を与えてくださった赤あか星ほし健けん次じさん、かなり忌き憚たんのないご意見を聞かせてくださった某編集部Ｅ岡おかさん、出版・営業に関わってくださった皆々様に感謝を。そして何よりも誰よりも、たくさんあるなかからこの小説を選んで読んでくださったあなたに尽きせぬ感謝を。ご意見ご感想など教えていただけますと今後の励はげみになります。

  　そういうわけで。とりとめないですがいつものことなのであまり気にすることもなく、このへんで筆を置いてしまいましょう。うまくいけば次巻でまたお会いできるはずですが、こればかりは時の運などもありますのでどうなることやら。「続きが読みたいっ」という素す敵てきな読者さまがおられましたら、編集部までアンケート葉は書がきを送っていただけますと作者はとても大喜びします。ではでは。

  

  　二○○七年　五月某日　大おお淀よど川がわほとりの事務所にて
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  Koroku Inumura

  

  ゲームプランナー兼シナリオライター兼ノベライズする人。今作が初のオリジナル長編小説。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  レヴィアタンの恋人
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